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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ギャンブルは人を狂くるわせる。

　そのスリルが、勝利の興奮が、それに何より手にした金品が。

　人の心を惑まどわせて、黒く深い底なし沼ぬまへと引きずり込んでいく。

　ヒマ潰つぶしにと手を出した賭かけ事が、いつしか日常を侵しん食しよくしていき、やがては中毒へ変わるのだ。そうなってしまえば、待っているのは破は滅めつだけだ。ギャンブルを続けるためならば、何でもするような人間が出来上がる。

　本末転てん倒とうとは、まさにこのこと。かくもギャンブルは恐おそろしい。

　ただ、嗜たしなむ程度ならば、ギャンブルも楽しいものだ。遊びの範はん疇ちゆうから逸いつ脱だつせず、身の丈たけに合わない賭けはしない。そういった分別がつくのであれば、スロットも、カードゲームも、忙いそがしい日々の息いき抜ぬきにはうってつけだ。

　コツは熱くならないこと。いつも一歩引いて、冷静に自分を見つめていれば、

「今度は黒に全額だぁぁァァッ!!」




　決して、こうなることはない。




「ギャーッ!?　だ、ダメです、勇者さま！　もう資金がっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ。勝てばいいんだよ、勝てば」

「その台詞せりふ、もう三度目ですよぅ!?」

　シャンデリアに照らされた、煌きらびやかなカジノホール。

　多くの客でにぎわう賭と場ばには、勇者一行の姿があった。

「来いっ！　来いっ！」

　虎こ太た郎ろうはルーレットの前に陣じん取どり、

「神よ、ご加護を……！」

　モニカは十字を切ってスロットを回し、

「分ぶん析せき、予測、最適解を算出──」

　プリムローズは転がるサイコロを凝ぎよう視しし、

「コール。勝負に応じるわ」

　エクセリアでさえ、もう二時間もポーカーに興じていた。

「うぅ、エクセリアさま、エクセリアさまぁ……どうか、みんなを止めて……」

「ちょっと黙だまって。今、いいところなの」

「うわぁん！」

　いずれもギャンブルに夢中な勇者一行。

　その中で唯ゆい一いつ、リリエルだけは正気でいたが、仲間を引き戻もどすには、彼女はあまりに非力すぎた。

「神さま、女め神がみイリスさま！　どうか、どうか、お助けを！」

　たまらずリリエルは天を仰あおぎ、神に祈いのるも、

「よしっ！　続けて黒に全額だっ！」

「誰だれか助けてーっ!?」

　悲鳴にも似たその声は、熱ねつ狂きよう渦うず巻まくカジノの喧けん騒そうにかき消されていった──。
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「フランセーズはよかった」

　と、しみじみかみ締しめるのは、旅行雑誌を手にした虎こ太た郎ろうだ。

　食べ歩き、温泉街、山や海などの行楽地。ページをめくるごとに現れる様々な特集は、そのどれもが魅み力りよく的なものとして映っている。

「特に食べ物が美味おいしかった。この世にあんな幸せがあるとは思わなかった」

「ええ、本当に。特にお菓か子しに関しては、まさに天上の美味で……」

　虎太郎の隣となりでほうっとため息をつくモニカ。

　幸せの味を思い出しているのか、彼女はうっとりと目を細め、誌面を見つめている。

「私はやっぱり温泉ね。もうちょっとゆっくりしていたかったわ」

「野営も趣おもむきがあっていいものでした。貴重な経験です」

　虎太郎の後ろからのぞき込むエクセリア。そして、脇わきに控ひかえるプリムローズも、それぞれフランセーズでの思い出を口にしている。魔ま王おう討とう伐ばつの使命感はどこへやら、団子のように固まって歩く彼らは、もう三十分もあの調子だった。

　それほど楽しかったのだろう。今まで味わったことのない美食、見たこともない美しい景色を堪たん能のうした勇者一行は、とにかくゆるみ切っていて──。

「もー、みなさん、しっかりしてください！」

　虎太郎たちが思い出を反はん芻すうしていると、急に大声が上がった。

　何事かと思って前方に目を向けると、そこにはリリエルがしかめっ面つらで立っている。

「もうすぐ次の国に着きますからね。そろそろ気を引き締めてくださいよ！」

　腰こしに手を当て、怖こわい顔をしてみせるリリエル。

　しかし、愛くるしい天使が凄すごんだところで、何の効果があるわけでもない。

「どうしたの？　お腹なかすいたの？」

「まあ……飴あめちゃん、食べます？」

「違ちがいますーっ！」

　案の定、エクセリアにはからかわれ、モニカには心配され、リリエルは顔を真っ赤にしていた。由ゆい緒しよ正しき導きの天使ではあるが、曲くせ者ものぞろいの勇者一行をまとめるには、いささか彼女は経験不足だ。

　それでもリリエルはできる限り、勇者一行に注意をうながそうとする。

「次の国……というより、次の大陸は恐ろしいところですからね。魔物の生息域か、さもなくば荒こう野やしかないという人外魔境です。そこにフランセーズのような豊かさはなく、わずかな原住民や入植者が細々と暮らしているそうです」

　努めておどろおどろしく語る天使に──しかし、エクセリアの視線は冷たい。

「その豊かなフランセーズに行く前にも、同じようなこと、言ってなかった？」

「うっ……！」

　そこを突つかれると痛い。

　国土すべてが観光地のようなフランセーズを、魔物が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする地じ獄ごくだ、などと言い表していたのがリリエルだ。その結果、肩かた透すかしにあった虎太郎とエクセリアは、いまいちリリエルの尺度を信じられずにいる。

「でもでも、魔王は強かったんですよね？　さ、最さい期ごはアレでしたけど」

「まあ、それは確かに」

　虎太郎はあごに手を当てて、魔王のことを思い浮うかべた。

　わき目もふらず、自己鍛たん錬れんに励はげんでいた武人。ただ強さのみを追い求めていた魔王は、このぬるすぎる世界においては、まさに別格。それこそ勇者一行にも比ひ肩けんし得うるほどのポテンシャルが彼にはあった。

　あれが何人もいる世界というのは、確かに地獄かもしれない。一見、それが分かりにくいが、平和に見える風景の中にも、魔王という脅きよう威いが潜ひそんでいるのだ。それを討伐するために召しよう喚かんされ、要よう請せいに応じた虎太郎は、自分がするべきことを思い出した。

「正直、この世界の魔物は弱い。でも、魔王だけは違う。あれは桁けた違ちがいだ」

　仲間たちの顔を見回し、魔王の危険度を再さい確かく認にんする虎太郎。

　彼の真面目まじめな表情につられ、自おのずと少女たちも真面目な顔になる。

「倒たおせないことはないが、決して油断はできない相手だ。不意を衝つかれれば、手て酷ひどい痛手を負うだろう。だからこそ、魔王にだけは気をつけなくちゃいけない。たとえ次の国で美味しいものがあろうとも、綺き麗れいな景色が待っていようとも、絶対に、絶対に、心惑わされることなく、快楽におぼれず……」

「……自分に言い聞かせてません？」

「はっ!?」

　仲間への鼓こ舞ぶのようで、その実、自分への念押しだったようだ。

　まだ見ぬ異国に思いを馳はせ、高まる期待感を隠かくし切れない虎太郎。歴戦の勇者とはいえ、彼はまだ十六歳の少年である。しかも、恋こいも遊びも知らず、戦いばかりの日々を送ってきたのだ。魔王がいるとはいえ、本人にとってはまるで遊園地のような世界で、ずっと気を張るのは難しいことだった。

「ま、まあ、みんな気をつけようってことだ、うん！」

「「「は～い」」」

　ゆるふわ聖女を筆頭に、なんとも気の抜ぬける返事をする少女たち。

　それを極きわめて嫌いやそうな顔で見た後、リリエルは大きく息をはいた。

「さて、そうこう言っている間に着きましたよ。ここを抜ければ次の大陸です」

「おおっ！」

　ゆるやかに渦巻く霧きりの中、リリエルが指し示す場所には穴が開いていた。

　勇者一行はこれを目指して転移空間の中を歩いてきた。アイリスガーデンに来るときにも通ったこの場所は、世界各地を短時間で結ぶ裏道でもあった。ここを通れば、大陸間の移動であっても十分かそこらで済む。

「一いつ瞬しゆんで転移できないのが、この世界らしいですね」

　とはプリムローズの毒どく舌ぜつであったが、何事もないよりはあった方がいい。

　現に、勇者一行はフランセーズを去ったその足で、早くもここまで来ることができた。

「では、みなさん、覚かく悟ごはいいですか？」

　こほんとひとつ咳せき払ばらいをして、リリエルが勇者一行へと向き直った。

「ここより先は魔物の巣そう窟くつ。水や食料の確保も難しい大陸です。それでも、みなさんなら魔王を倒してくれると、わたしは信じています」

　導きの天使は居住まいを正すと、スッと右手を穴の中心に向けた。

　その先に魔王が待っている。荒あれ果てた大地のどこかに、魔物の王が潜んでいる。

　それでも勇者一行は臆おくすことなく、ひとり、またひとりと大きな一歩を踏ふみ出していく。

　目指すは女神の大願、魔王の討伐。加えて、魔物の脅威を人々から遠ざけ、困っている者がいればこれを救い、あわよくばその土地ならではの文化に触ふれ、

（……これぐらいは役得だな、うん）

　途と中ちゆうで邪じや念ねんが混ざってしまったが、勇者としての使命感は揺ゆるぎない。要するに、魔王を倒しさえすればいいのだ。気を取り直した虎太郎は、また一歩を踏み出した。

「さあ、着きましたよ──」

　そして、視界の霧も晴れるころ。勇者一行の眼前に広がったのは──。
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　無限に広がる、寂せき莫ばくの荒野だった。




「…………」

「うう、ここが噂うわさの新大陸。確かに何もないところですね」

「……………………」

「でも、めげません！　行きましょう、勇者さま！　目指すは東の……」

「………………………………」

「……あの、勇者さま？」

「話が違うぞ!?」

「話通りなんですけど!!」

　あまりに理り不ふ尽じんな指し摘てきに、さしものリリエルも大声を上げたが──。

　ふたりの声は、何もない荒野にただ虚むなしく響ひびくだけだった。




「だから言ったじゃないですか。荒野しかないって」

　正座し、うなだれる虎太郎の前で、リリエルが腕うでを組んでいた。

「まさか、『なんだかんだで街ぐらいあるだろう』とか思っていませんでした？」

「も、申し開きもありません」

　図星をさされ、ますます背中を丸める虎太郎。

　楽観視は止やめろ、次の国は酷ひどい環かん境きようだと釘くぎを刺さされた矢先にこれだ。

　──こんなことでは、また魔ま王おうに足をすくわれてしまいますよ？

　細めた目でそう語りながら、リリエルはなおもお説教を続けようとしたが、

「前回が前回だったから仕方ないんじゃない？　この落差は、私もちょっと想像できなかったもの」

　丸まった虎太郎の背中に腰こしをかけ、エクセリアが彼を弁護し始めた。

「そうですね、まさか、言葉通りの場所だなんて」

「てっきり、フランセーズより少し緑の少ない国を指していたのかと」

「どれだけ信用ないんですか、わたしぃ!?」

　続けて少女たちからかけられた言葉に、少なからずショックを受けるリリエル。

　しかし、彼女には小心者だという自覚があった。スライムごときで大おお騒さわぎし、そんなものがいるフランセーズはこの世の地じ獄ごくだと大騒ぎしていた前科もあった。勘かん違ちがいされても仕方のないことなのだ。そう思った彼女は、すぐにも気を取り直した。

「それで、ここはどこなの？」

　落ち着いたところで、エクセリアが疑問の声を上げた。

「赤貧大陸ビンボラス？」

「変な名前をつけないでくださいっ！」

　いいようにあしらわれる、幼き天使。若くして血圧に異常を来きたしそうなリリエルは、すさむ心を落ち着かせ、ピンと人差し指を立てて説明を始めた。

「繰くり返しになりますが、ここはフランセーズとは別の大陸です。近年になって現れた入植者たちはニューワールド、ニューコンティネントなんて呼んでいますね。彼らは原住民と協力し、ここに新しい国家を築こうとしていますが……先は長いみたいです」

「そうみたいね」

　ぐるりと辺りを見回して、エクセリアは言い切った。

　とにかく何もない。砂さ漠ばくにも似た大地にはまばらに潅かん木ぼくや雑草が生え、近くには背の低い岩山がそびえている。あるのはそれだけだ。目ぼしいものなど、ここにはない。おかげでやたらと見通しがよく、空が異様に広く感じられる。

　そのスケール感こそ、圧巻の一言だったが──。

　やはり、街があり、道があり、自然にも恵めぐまれていたフランセーズと比べると、どうしても見み劣おとりしてしまう。入植者とやらも、よくもまあ、このような僻へき地ちを開かい拓たくしようと思ったものだ。エクセリアは呆あきれたようにため息をつくが、

「でも、すごいんですよ、この国は！」

　リリエルはそれを吹ふき散らすように大声を上げた。

「確かに、今はまだ荒こう野やばっかりです。森林地帯には魔ま物ものが巣くい、利用できる河か川せんも多くはありません」

「マイナス要素しかなくない？」

「でも、すごいんです！　貧しくとも情熱を燃やす入植者たち。どこまでも広がる未開拓の大地。もしも開拓が上手うまくいって、山林から魔物を追い出せれば、間ま違ちがいなく大国になります！　その素質はあるって、イリスさまも、お母さまも太たい鼓こ判ばんを押していました！」

　興奮気味にそう語るリリエルは、広がる荒野に可能性を見み出いだしていた。

　何十年か、何百年か先には、この大地の上に大きな街が築かれるかもしれない。

　そこでは多くの人が行き交い、アヴァロンのようなにぎわいを見せるかもしれない。

　そのための手伝いができるのならば、どんなに素す敵てきなことだろう。魔王討とう伐ばつはそれ自体が宿願であったが、同時に、人々の繁はん栄えいもまた、リリエルの願いであった。

「そのためにも……」

「まずは魔王を倒たおさないとな」

「ええ！」

　同意を得られたリリエルは、喜色満面、胸の前でギュッと拳こぶしを握にぎった。

　かと思えば、すぐにそれを解いて、軽快な足取りで荒野を駆かけ出した。

「こちらに来てください！　この山の向こう、オアシスの畔ほとりに開拓拠きよ点てんがあります！」

　岩山をぐるりと回りこんだ先に、村らしきものがあるようだ。

　フランセーズと同じものは期待できないが、腰を落ち着けることはできる。

　魔王の情報を集めるにも、リリエルの導きに従うにも、まずはそれから。

　そう考えた勇者一行は、はしゃぐ天使の後を追い、乾かわいた荒野の上を歩き始めた。

「はー、短いバカンスだったわね」

「おいおい」

　わずかにかかった土ぼこりを払はらいながら、虎太郎にもたれかかるエクセリア。

　気まぐれで享きよう楽らく家な相棒に苦く笑しようを洩もらし、若き勇者は歩を進める。

（でも、本当に、旅行気分もこれまでだな）

　観光のしようもない厳しい環境。そこかしこにあるという魔物の脅きよう威いと、それでもたくましく生きようとする人々。これこそは勇者虎太郎が幼少のころより馴なれ親しんだシチュエーションであり、すっかりお馴な染じみとなった舞ぶ台たいだった。

（やっぱり、フランセーズだけが特別だったんだな）

　勇者道とは茨いばらの細道。勇者を待っているのは、苦難と強敵だけだ。

　楽しいことがなかったわけではないが、そればかりに耽たん溺できしてはいけない。

　世界を救うと決めたからには、ただひたすらに険しい道を進むのみだ。

　そう、まさにこの荒野を歩くごとくだ。ひび割れた大地を踏ふみしめ、転がる石もなんのその、吹き荒すさぶ風にも耐たえながら、隣となりに仲間の温ぬくもりを感じる。それだけだ。それが勇者のすべてだ。

　たとえこれから向かう先、どれほどの困難が待ち受けようとも、

『……ぃ……ぁ……』

「……ん？」

　ふと、虎太郎は違い和わ感かんを覚えた。

　にぎやかな声が聞こえる。何かしらの音楽も演奏されている。

　拠点で祭りでも行われているのだろうか？　いや、それにしては様子がおかしい。

　慎つつましさとはほど遠い、それこそアヴァロンの街中で感じたような喧けん騒そうが、この山の向こうにあるような──。

「んん？」

　仲間たちも異変に気づき、いぶかしげに荒野を進む。

　はて、これは一体、どうしたことか。

　首をかしげる少女たちを率いて、虎太郎は岩がん壁ぺきの先をひょいとのぞき込み、

『毎日ギャンブル』

『派手に使え！　派手に儲もうけろ！』

『超ちよう・尻しり祭り！　踊おどり子千人大カーニバル！』

『マネー・イズ・ライフ。ライフ・イズ・マネー』

『一いつ攫かく千金、ここが新たなゴールド・マイン』

　果たして、荒野のど真ん中に現れたのは、勇者一行の想像を絶する大都市だった。

「……は？」

　揺ゆれるヤシの木。そびえ立つピラミッド。まるで統一感のない建物がそこかしこにニョキニョキと生え、そのうちのひとつなど、看板に半はん裸らの女性像がからみついていた。

「な、ななな……!?」

　加えて、先ほど目に飛び込んできた宣伝文句だ。

　これでもかとばかりに欲望を煽あおる下げ卑びた文言。聖職者であるモニカは、どぎつい蛍けい光こう色で彩いろどられた看板を見上げ、開いた口が塞ふさがらずにいた。

「これは」

　あのプリムローズでさえ、目を見開き、言葉を失っていた。

　この無む秩ちつ序じよで節操のない街を、どう形容すればいいのだろうか。極きわめてシステマティックにできている彼女の電子頭脳は、訳の分からぬ目の前の光景を理解できず、今にも停止しようとしていた。

「貧しくとも情熱を燃やす、だったっけ？」

　どうにも話と違ちがう。違いすぎる。その思いを、虎太郎は何とか言葉にしようとして、

「……どこが？」

　結局、ぽつりとつぶやいただけで終わってしまった。

「……えぇ!?」

　ここには開拓拠点があるはずだ。こんなものがあるとは聞いたことがない。

　しかし、現に街がある。アヴァロンにも匹ひつ敵てきするような、豪ごう華か絢けん爛らんたる大都市がある。

「あれぇ!?」

　混乱して目を回し、そのまま後ろへ倒れるリリエル。

　彼女を介かい抱ほうしながらも、勇者一行は、ただただ目を丸くするのであった。
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　まるでテーマパークのようだ。

　とは、街をしばらく歩いた虎太郎の感想だ。

（小学生のころ、遠足で遊園地に行ったけど）

　外がい壁へきもなく、荒野に立ち並ぶ建物に囲まれて、彼はぼんやりと思う。

（ちょうど、こんな感じだったよな）

　あのときは別の事件に巻き込まれ、十分に堪たん能のうすることはできなかったが──。

　この高こう揚よう感かん、この非現実感は、よく覚えている。

「な、なんですか、この街は……？」

「というより、街なのですか、これ？」

　モニカの戸と惑まどい、プリムローズの疑問はもっともだ。

　石いし畳だたみが敷しき詰つめられ、通りも整然としていたアヴァロンとは何もかもが違う。乾いた大地の上に、思いつくままに建物やオブジェを置いていったような混こん沌とんがここにはある。まるで街そのものが祭りの舞台であるようだ。

　かと思えば、やけに生活感が漂ただよう場所もあった。

「あー、疲つかれた疲れた。ったく、こき使いやがって」

「おう、一いつ杯ぱいひっかけていこうや」

　土と汗あせに汚よごれた労働者たちが、スイングドアを開けて酒場へと入っていく。

　見れば、幌ほろ馬ば車しやから続々と男たちが降りてきて、同じように通りに面した酒場へと消えていくではないか。植樹された南国の木々やけったいな置物から目を逸そらし、この部分だけを見れば、リリエルが言っていた通りの「荒野の開拓拠点」なのだが──。

「いらっしゃいませぇー♪」

「連日、ありがとうございまーす♪」

　少し視線をずらせば、肌はだも露あらわな女たちが、盛んに声と愛あい嬌きようを振ふりまいていた。

　まるでちぐはぐだ。どうしようもないほどにでたらめだ。

「どういう場所なの、ここ？」

　さしものエクセリアも眉まゆをよせ、いぶかしげに辺りの様子をうかがっている。

「こんなのヘンですよ、絶対おかしいですよ……」

　リリエルなどはすっかり警けい戒かいしきって、モニカの背中に隠かくれてしまっていた。

「う～ん……」

　事前に聞いた話によれば、ここにこのような街はないはずだ。

　しかし、現にこうして目の前にある。それも、結構なにぎわいを見せている。

　魔物に化かされているにしては、やけに陽気がすぎるというものだ。幻まぼろしというものは、もっと儚はかなく、おぼろげなものであるはずだ。相変わらず非現実的な光景ではあったが、虎太郎はひとまず、警戒心を解いてみることにした。

「とりあえず、話でも聞いてみよう」

　こうして遠巻きに眺ながめているだけでは、分かるものも分からない。

　どうにも怪あやしげな場所ではあるが、必要以上に警戒することもないだろう。

　そう考えた虎太郎は、少女たちを連れて近くの酒場へと向かった。

「いらっしゃ……ああ？」

　まず目についたのは、ギョッとした店主の顔だった。

　厨ちゆう房ぼうとホールが一体となった、そこそこに広さを感じる酒場。板張りの床ゆかを鳴らして歩くと、そこかしこから無ぶ遠えん慮りよな視線が飛んでくる。それを受け流しながらカウンターまで進むと、今度は店主のしかめっ面つらが見えた。

「坊ぼつちゃん、うちみたいな店に何か用でも？」

　ひげ面の中年男は、あからさまに嫌いやそうな顔をしていた。

　それはそうだ。この店には汗あせ臭くさい労働者だったり、ガラの悪いガンマンだったりと、育ちの悪い輩やからしか来ない。そこに迷い込んだ小こ綺ぎ麗れいな連中など、どうにも場違いであり、どう考えてもトラブルの火種でしかなかった。

「道に迷われたんで？　金持ち向けの店は、三つも通りが違いますがね」

　親切半分、迷めい惑わく半分。態度と言葉で、異物を追い出しにかかる店主。

　しかし、その「三つの通り」さえ、虎太郎たちには分からないのだ。

　話だけでも聞こうと思い、剣けん吞のんな視線にも臆おくさず、虎太郎は問いかけた。

「この街には着いたばかりで、右も左も分からないんです。だから、ここで話を聞ければと思ったのですが」

「はぁ？」

　言いながら、場所を変えようと虎太郎は思った。

　店主のドスの利きいた声。これ以上は問題が起きる。

　いや、そもそも、この店を選んだことが問題だったのだ。ここは自分たちが来ていい場所ではなかった。ここは地元民の憩いこいの場であり、そういった境界線をわきまえず、無遠慮に彼らの領域に踏み込んだのがいけなかった。

　虎太郎は非礼を詫わびて、店から出ていこうと思ったが、

「そういうことなら、こいつで決めやしょう」

「え？」

　予想とは違う返事に、一いつ瞬しゆん、動きが止まってしまった。

「表が坊ちゃん。裏がオレ。一回限りのコイントスで……坊ちゃん？」

「は？　は、はい」

「しっかりしてくださいよ。投げますからね？」

「ええっ！　な、投げるってなにを!?」

「もちろんコインですよ……っと！」

　虎太郎が事態を把は握あくする前に、店主はコインを親指で弾はじいた。

　高く澄すんだ音を立て、天てん井じように向かって舞まい上がる銅貨。その軌き跡せきをあわてて目で追うと、すぐにもそれは床へと落ちてきて──。

　何度か弾はずみ、裏面を見せて動きを止めた。

「はい、決まり」

　虎太郎たちは事が終わってからも、何が何やら、戸惑うばかりだった。

　しかし、店主と客たちの動きは素す早ばやく、なんと彼らは一いつ致ち団結し、勇者一行を追い出しにかかった。

「オラオラオラオラッ！」

「ちょっ、な、なにっ？」

「往おう生じよう際ぎわが悪ぃぞ、オラァ！」

「ひ、ひぇぇっ！」

「暴れんな！　大人しくしろぉ！」

「うわあああぁぁぁぁっ!?」

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男たちに、襟えりをつままれ、担かつぎ上げられ、抱だき上げられて、ゴミのように放ほうり出された勇者一行。

「二度と来るんじゃねえぞ、バーロー！」

　最後には罵ば声せいまで浴びせられ、彼らは啞あ然ぜんとした顔のまま、道の端はしに転がっていた。

「えええぇ……!?」

　まるで理解できなかった。

　コイントスという行こう為いは分かるが、それがなぜ、このような結果に繫つながるのか。

　それに、勝敗が決まってからの遠慮のなさ。あの強制的で有う無むを言わさぬ行動は、一体、どのような理り屈くつによるものなのか。

「……んんん？」

　首をひねってみたところで何も分からない。

　この街と同じく、自分たちの常識では考えられない。

「ほ、本当に、どんな街なんだ、ここは……!?」

　問いかけても答える者はいない。

　街は相変わらず混沌としており、道行く人は虎太郎たちのことを気にかけもしない。

　虎太郎の問いかけは、風にまかれて、虚むなしく消えていくだけに思われたが、

「なんか、面おも白しろいことになってるね」

　不意に、近くから声が上がった。

　いつの間にそこにいたのだろうか。それとも最初からそこにいたのか。

　酒場の前に置かれた空き樽だるに、ひとりの少女が腰こしをかけている。

「おのぼりさん？　商家のぼんぼん？　ってわけじゃなさそうだけど」

　燃えるような赤毛。小麦色に焼けた肌。青い瞳ひとみはカウボーイハットの陰かげで煌きらめき、その光は彼女の意志の強さを感じさせた。一体、彼女は何者なのだろう。この街は謎なぞだらけだが、その中でも一際強い疑問が浮うかび、虎太郎は思わず問いかける。

「君は……」

「ん？　あたし？」

　面白そうに、また、値ね踏ぶみするように虎太郎たちを見つめるカウガール。

　チェシャ猫ねこのように意味深に笑う彼女は、空き樽からひょいと離はなれたかと思うと、

「あたしはヴァンデッタ。荒こう野やのヴァンデッタ」

　挑ちよう発はつ的に、にやりと笑えみを深くした。
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　光あるところ、必ず闇やみがあるという。

　光がまばゆいばかりに輝かがやけば、闇もまた暗さを増し、どろりと黒く広がっていく。

　この街もそうだ。この世の楽園と謳うたわれるこの街も、深く暗い闇をはらんでいる。

　街の北西エリア。にぎやかな表通りから外れ、路地を進んだ先にその建物はある。

　留置場。掟おきて破やぶりの不届き者を閉じ込める鉄の檻おり。

　この場所こそが街の暗部だ。闇をたたえる漆しつ黒こくのゆりかごだ。

　耳をすませば聞こえるだろう。罪人たちの息づかい、その鼓こ動どうまでもが──。

「……ちょっと待て」

　さて、そんな留置場の檻の中。みんなそろって仲良く押し込められた勇者一行は、ワンテンポ遅おくれ、ようやくツッコミを入れ始めていた。

「な、なぜ、私たちはこのようなところに？」

　先ほどまで安あん穏のんと微ほほ笑えんでいたモニカが、さっと顔を青くする。

「だ、出せっ！　ここから出せーっ！」

「わ、わたしたちは無実ですー！」

　虎太郎とリリエルが、鉄てつ格ごう子しをつかんで叫さけび声を上げる。

「今さら騒さわぐとか」

「妙みようなタイムラグがありましたね」

　その中にあって、エクセリアとプリムローズだけは冷静だったが──。

　牢ろう屋やに漂うすえた臭においには、ふたりともうんざりとした顔をしていた。

「お待たせー」

「お、お前はっ！」

　そうこうしている間に、廊ろう下かにひとりの少女が現れた。

　ヴァンデッタと名乗る赤毛のカウガール。虎太郎たちをここまで連れてきて、檻の中に閉じ込めた少女が、飄ひよう々ひようとした態度で檻の前へとやってきた。

「さて、これから調書を取るけど、心の準備はいいかな？」

「調書……！」

　どうやらヴァンデッタは、勇者一行を罪人と決めてかかっているようだ。

　なぜなのか。酒場で一ひと悶もん着ちやくを起こしはしたが、それだけで罪になるとは考えにくい。

　それともこの街では、騒ぎを起こせば即そく座ざに処しよ罰ばつされる法でもあるのだろうか。

「待て！　俺たちはこの街について教えてくれると聞いてついてきただけだ！　罪を問われる理由もなければ、覚えもない！」

　あまりに理り不ふ尽じんな展開に、たまらず虎太郎は抗こう議ぎの声を上げたが、

「理由？　覚えもない？」

　ヴァンデッタは少し考え込んで、

「見慣れない連中が街を歩いています。そいつらは馬車、鉄道、船、街かい道どう、いずれかの通行記録にも残っていない輩です。そんなのが街に入り込んできたかと思えば、あっちをきょろきょろ、こっちをきょろきょろと、どうにも挙動不ふ審しんです。挙げ句の果てに、その不審者たちは庶しよ民みん向けの酒場で騒ぎを起こし……」

「「「「「申し訳ありませんでした」」」」」

　勇者一行は即座に土下座した。

　言われてみれば確かに、不審極きわまりなかった。

　おまけに服装もバラバラ、背格好もちぐはぐなよそ者が歩いていたら、警けい戒かいされて当然だ。物もの珍めずらしさばかりが先に立ち、説明もなく、ふらふらと街を歩き回ったのがよろしくなかったというわけだ。

　まずは自分たちのことを話さなくてはならない。

　そう考えた虎太郎は、素直に取り調べに応じることにした。

「それで？　あんたらはなんなの？　ちょっと想像がつかないんだけど」

「ああ、うん。俺たちは……」

　ぽつぽつと話し始める虎太郎。

　彼は自分たちの素す性じよう、この街に来た経けい緯いを、ひとつひとつ、丁てい寧ねいに打ち明けていった。

　自分が勇者であること。天使に導かれ、魔ま王おうを倒たおす旅に出たこと。この大陸には転移空間を通じて訪おとずれ、そのため、渡と海かい記録が存在しないこと。すべてを包み隠かくさずヴァンデッタに打ち明けた。彼女の目を見て、ひたすら真しん摯しに話し続けた。

　その甲斐かいがあったのだろう。調書を取り終えたヴァンデッタは、朗ほがらかに微笑むと、

「そっか、暑さで脳みそがとろけたんだね」

　身も蓋ふたもないことを言ってのけた。

「ち、違ちがっ!?」

「こ、この方は本物の勇者さまで！」

「うんうん、分かった分かった」

「笑顔がすごく優やさしいですっ!?」

　園児を見守る保母さんのような顔をして、ヴァンデッタは何度もうなずいていた。

　その態度に薄うすら寒いものを感じ、虎太郎たちは必死に食い下がろうとした。

　しかし、説明すればするほど、ヴァンデッタの笑みが温かくなり──。

「まあ、冗じよう談だんはさておき、素性は分かったよ。あんたは勇者様なんだね」

「いや、違う！　本当に勇者で……ん？」

　己おのれのアイデンティティを守るためにも、勇者であることだけは納なつ得とくしてもらわねば。
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　そう意気込んでいた虎太郎は、思わぬ肩かた透すかしにあってしまった。かえって調子が狂くるってしまい、しどろもどろになってしまう。

　そんな虎太郎に、ヴァンデッタは、

「ん？　違うの？　勇者なんでしょ？」

「い、いや、そうなんだけど……」

「ならいいじゃない」

「でも……」

「でも？」

「『俺は勇者だ！』って自己紹しよう介かい、よくよく考えてみると怪あやしすぎて……」

「あ、少しは自覚があったんだ？」

　冷静に考えてみれば、これほど怪しい肩かた書がきはない。

　剣けん士しや魔ま法ほう使つかいならいざ知らず、自分を選ばれし者と称しようするのはいかがなものか。

　そもそも、勇者であることを証明するためには、一体、どうすればいいのだろうか。

「ど、どうしよう？　勇者的な必ひつ殺さつ技わざとか見せようか？」

「勇者さまが光り始めました!?」

　この世界に来てからというもの、自分を見失いつつある虎太郎は、あわてて勇者っぽいオーラを放ちだしたが、

「いや、いいよ。あんたが悪いやつじゃないってのは、なんとなーく分かるからさ」

「え？」

　これまた意外な物分かりのよさに、またもや拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

「あたし、母親がネイティブのシャーマンなんだ。そのおかげか知らないけど、ちょっと直感には自信があってね」

「直感？　そんなの信じていいの？」

「いいのいいの。それでしくじったことないから、さ」

　あっけらかんと笑うヴァンデッタは、すぐにも鍵かぎを取り出して、勇者一行を牢屋から出した。これで虎太郎たちは自由の身となったわけだが、どうにもその顔は釈しやく然ぜんとしない。

「分かっていたなら、なんで牢屋になんて……」

「まあ、世せ間けん体ていもあるからね。一応、連行したってわけ」

「理解しました。確かに、不審者は野放しにできません」

「そうそう。でも、気に障さわったなら、ごめんね？」

　リリエルやプリムローズの頭をぐりぐりと撫なでながら、ヴァンデッタはまたカラカラと笑った。とかく明るい少女だ。湿しめっぽさを感じさせない、まさに荒野のような人だと虎太郎は思った。

「改めて紹介するよ。あたしはヴァンデッタ。この街で保安官の真ま似ね事ごとをしてる女さ」

　牢屋の外へと歩きながら、ヴァンデッタが口を開いた。

「街をふらふら歩き回って、揉もめ事が起きてたら首を突つっ込んで……ああ、でも、今日みたいなことは稀まれかな。ゼノベガスは意外と事件が少ない街でさ。だいたい、当人たちが問題を解決するから、普ふ段だんは何でも屋みたいなことを」

「ゼノベガス？　この街はゼノベガスっていうんですか？」

「ええ、そこから？」

　呆あつ気けに取られたヴァンデッタは、思わず動きを止めてリリエルの顔を見た。

「知らない？　ゼノベガスだよ？　結構、有名だと思ったんだけど」

「こんな街があるなんて、夢にも思っていませんでした。ここには開かい拓たく拠きよ点てんがあるとは聞いていたんですが……」

「開拓拠点！」

　ハッとヴァンデッタは笑ったかと思うと、

「そりゃ十年前の話だよ。情報が古いなあ」

　と、さもおかしそうに肩かたを揺ゆらしながら、ドアノブに手をかけた。

「って、十年!?　この街は十年でできたんですか？」

「ああ、そーだよ」

　牢屋を出た虎太郎の目に飛び込んできたのは、やはり華はなやかな街並みだった。

　地面こそ乾かわいた土がむき出しだったが、そこかしこに建物が立ち並び、立て看板や置物が街を彩いろどっている。どうにも派手で目がチカチカしたが、この規模、この絢けん爛らんさは圧巻の一言だ。これを十年かそこらで築けるとはとても思えない。

「ど、どうやって？」

「うーん、まあ、理由は色々あるとは思うんだけど」

　あごに手をやり、しばらく考え込んで、

「やっぱり、賭かけかな。ゼノベガスは賭けで発展したんだ」

　ヴァンデッタは、これしかないとばかりに大きくうなずいた。

「……賭け？」

「そう、賭け。コインを投げたり、カードをめくったり。それで勝負を決めて、勝った者がすべてを得る。そうやってここに富を集中させたんだ」

「なんて刹せつ那な的な！」

　モニカは思わず声を上げた。

　それどころか、神の道に外れる行いだと、非難めいた顔さえしていた。

　しかし、ヴァンデッタは飄々とした態度を崩くずさず、ゆるゆると首を横に振ふった。

「そうでもないよ。なんてったって、ここは新大陸だからね。賭けは重要なんだ」

「……どういうことでしょう？」

　まだ懐かい疑ぎ的な目をしたモニカに、ヴァンデッタは朗々と語る。

「人は少なく、物資は乏とぼしく、指針となるものはどこにもない。そんな新天地で、あたしらのご先祖様は賭けに出た。自分の命をチップにして、どの道へ歩き出そうか、どの荒こう野やを耕そうか、より良い未来を求め続けた」

　懐ふところから取り出したコインを弾はじくヴァンデッタ。それをキャッチして、彼女は続けた。

「それで、勝負に勝ったやつは生き残り、負けたやつは野たれ死んでね。そんな生活を何十年と続けるうちに、あたしらは何でも賭けるようになった。良いも悪いも、白いも黒いも、何でも賭け事で決めるようになったってわけ」

　彼女が手遊びするコインは、まさにその象しよう徴ちようだ。

　表と裏、明暗を分ける硬こう貨かこそ、ニューワールドの歴史そのものだ。

「この街だって、最強のギャンブラーが作り上げたんだよ？　見てくれはアレだけど、見事なもんだろう？　前代未み聞もんの大発展だって、みんな言ってるよ」

　勝負強い者がより良い未来を引き寄せる。

　その理り屈くつが極まったのが、このゼノベガスというわけだ。

「で、でも、賭け事だなんて」

「シスターは肌はだに合わないだろうけどね。まあ、これがここの文化ってやつなんだ」

「う、うぅ……」

　清く正しくあれという、神の教えで生きてきたモニカ。

　彼女にとっては、依い然ぜん、ここは悪徳の都でしかなかったが──。

　そんな街もあるのかと、虎太郎はかえって感心したようにうなずいていた。

「なるほど……しかし、どんな人なんだろう。その最強のギャンブラーって」

「ああ、樽たるみたいな大男でね。ゼノン・ドル＝レヴリスっていうんだ」

「へー。一度、見てみたい……ん？」

「「「「「レヴリス？」」」」」

　村にも満たない開拓拠点を、光り輝かがやく大都市へと発展させた男。

　その男の名前に──正確には名字に、勇者一行は聞き覚えがあった。

「それって」

「まさか」

「魔王じゃないですか!?」

　そうだ、魔王だ。魔王の名前だ。同じ名字をした魔王と、先日、戦ったばかりだ。

　聞くところによれば、世界各地に散らばる魔王たちは、先代魔王の子どもだという。

　ならば名字は同じはずで、そのゼノン何なに某がしとやらは、どうにも魔王臭くさかった。

「なんだ、ここって魔王の城下町だったの」

「道理で聞いた話と違うと思いました！」

「ジャミングをかけて、秘ひ密みつ裏りに動いていたのでしょうね」

「なんて狡こう猾かつな！」

　途と端たんに騒さわぎ始める少女たち。

　話せば話すほど怪しさは増していき、勇者一行の中でゼノンはクロになっていく。

「なんかあっさり魔王が見つかったわね」

「ああ、僥ぎよう倖こうだった。ヴァンデッタさん、ゼノンがいるのは？」

「え？　あ、ああ。街の中心にあるホテルだけど……」

「ようし、居場所も分かった！　みんな、魔王を倒たおしに行くぞ！」

「「「「おーっ！」」」」

　右往左往した前回とは違い、今回はあっさりと魔王が見つかった。

　その喜びも手伝って、勇者一行は足取りも軽く、件くだんのホテルに向かおうとしたが、

「わーっ!?　待った待った！　止めて止めて！」

　血相を変えたヴァンデッタが虎太郎にしがみつき、その歩みを止めた。

「え？　どうして？　魔王ですよ、魔王」

「先ほど話しましたよね？　わたしたちは魔王を倒すためにここに来たって」

「あいつ、魔王だったの!?」

「多分、そうだと思います」

「って、そうじゃなくってっ！」

　それまでの余よ裕ゆうはどこへやら、ヴァンデッタは身み振ぶり手振りを交えて喚わめきだす。

「言ったろ？　何でも賭け事で決めてきたって！　ここじゃ賭けがすべてなんだ。魔王だろうがなんだろうが、賭けに勝ったやつが正しいんだ。それを力でねじ曲げるようなことをしちゃ、みんな『それもありなのか』って思うだろ？　この街の富と権力を狙ねらって、血で血を洗うような抗こう争そうが始まるぞ！」

　悲ひ惨さんな未来を想像したのか、顔を青くするヴァンデッタ。

　彼女の言には一理ある。郷ごうに入っては郷に従えという言葉があるように、その土地ではその土地のルールに従わなければならない。後先を考えず、魔王を倒すだけなら今すぐにもできるが、この地に混乱をもたらすことは避さけねばならない。

「つまり、魔王を倒すにしても、賭けに勝たなきゃダメってことですね？」

「そうそう！」

　ヴァンデッタはぶんぶんと首を縦に振った。

　その必死な様子を目にした虎太郎は、大きくひとつうなずき、

「なら、そうするしかないな……やるぞ、みんな！」

　と、仲間たちに向き直った。

「ええっ？　ギャンブルをですか!?」

「いけません！　不ふ真面目まじめですよ、虎太郎さん！」

「あら、いいじゃない。私は好きよ、ギャンブル」

「私は嫌きらいです。不確定要素が多すぎます」

　今度は反応もバラバラで、賛否両論に分かれる少女たち。

　ああでもない、こうでもないと話し始める勇者一行から少し離はなれ、

（はあ……見た目によらず物ぶつ騒そうなやつらだ）

　冷や汗あせを拭ぬぐいながら、やれやれと首を振るヴァンデッタだった。
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　フランセーズは美食の国と謳うたわれていた。

　するとニューワールドは、さしずめギャンブルの国といったところか。

　誰だれも彼もがギャンブラーであり、何もかもをチップに換かえる。あらゆるものが賭と博ばくに変わり、あらゆるものにすべてを賭ける。博ばく打ちの才能で切り拓ひらく果て無きフロンティア。それがニューワールドという国であり、その象徴がゼノベガスという都市だった。

　しかし、

「天国か地じ獄ごくか。さあ、進んでみてください」

　いくら賭け事が大事だからとはいえ、

「ウェルカムサービスでーす。はい、選んで選んで♪」

　何でもかんでも賭けにしてしまうのは、

「おっと、この水が欲しければ、俺との勝負に応じてもらおう」

　いかがなものだろうか──。




「とんでもない目に遭あった！」

　黄こ金がね色いろの灯あかりがシックに照らす室内。

　紳しん士し淑しゆく女じよが集まる品のいいカジノホールで、虎太郎は悲鳴のような声を上げた。

「な、なんで、カジノに入っただけでこうなるんだ？」

　入り口で落とし穴に消え、這はい上がった先で激げき辛からドリンクを飲まされ、求めた水はいずこかへ消えていってしまった。早くも満身創そう痍いになった虎太郎は、まだ痛む口元を押さえながらヴァンデッタに詰つめ寄った。

　すると、カウガールは余よ裕ゆう綽しやく々しやく、甘いウェルカムドリンクを飲みながら、

「これがニューワールド流ってやつだよ」

　と、平然と言い放った。

「まあ、ちょっとした洗礼だね。賭かけがあるのは当たり前だし、負けたやつが酷ひどい目に遭うのも当たり前だ。それを教える素す敵てきなサービスさ」

「それにしても度が過ぎているような……」

「いやいや、それでもやっぱり、あんたが間ま抜ぬけなのさ。だって……」

「だって？」

「賭けに応じない、という選せん択たく肢しもあったんだよ？」

　振り返ると、そこには変わりない仲間の姿があった。

　彼女たちは入り口を迂う回かいし、ウェルカムドリンクも断り、平然とそこに立っていた。

「相変わらず、バカ正直よね？」

「んぁぁぁぁっ!!」

　エクセリアにはバカにされ、刺さすような辛さはぶり返し、顔を覆おおって悶もん絶ぜつする虎太郎。

　勇者と呼ぶには情けない姿に、ヴァンデッタは思わず苦く笑しようを洩もらしていた。




「さて、ゼノンを倒したいってことだったけど……」

　虎太郎が落ち着いたところで、ヴァンデッタは話を始めた。

「いきなりは無理だ。資格がなければ、ゼノベガスの王には挑いどめない」

　カジノホールのすみ。テーブルを囲む勇者一行は、彼女の話に耳を傾かたむける。

「小物をいちいち相手にするほど、やつもヒマじゃないからね。賭けができるのは……それも、命や王座を賭けた勝負となると、この街の五指に入るほどの実力者じゃないと無理。ここまではいいね？」

　このカジノに向かう道すがら、簡単には説明を受けていた。

　問題なく、勇者一行はこくりとうなずいた。

「じゃあ、その五指に入るにはどうすればいいか？　これもやり方は同じなんだ」

「下から順に挑ちよう戦せんしていくってこと？」

「そうそう。とにかく勝って、実績とカネを集めることさ」

「実績はともかく、お金、ですか？」

「賭け事に見返りはつきものだからね。リターンもないのにリスクのある勝負をする人はいないよ」

　そう言って、ヴァンデッタはテーブルにいくつかのチップを置いた。

　硬こう貨かにも似た、木製の小さな円えん盤ばん。八種類に色分けされたそれを指差しながら、

「白、赤、緑、黒、紫むらさき、橙だいだい、茶、金。この八つのチップがこの国の通貨なんだ」

　そのうちの金色を人差し指で押さえながら、ヴァンデッタは続けた。

「ゼノンに挑むには、この一番高額なチップが必要になる」

「なるほど……やっぱり、たくさんいるんですよね？」

「ああ、いるよ。そりゃもう、たくさんいる」

「どれくらいですか？　このテーブルが埋うまるほど……とか？」

「ううん。このホールにあふれるほど」

　サラッと告げられた言葉を──。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて理解して、虎太郎はギョッと顔を強こわ張ばらせた。

「そんなにですか!?」

「だって、王に挑む大勝負だよ？　それぐらいかかるさ」

　なんとなく、勝負師に勝ち続ければ、自然とゼノンと対決できると考えていた虎太郎は、あまりの目標の高さに愕がく然ぜんとした。この国における最高額の貨か幣へいを、広々としたホールを埋め尽つくすように用意するなど──。

　まさに天文学的な数字だ。国家予算という単語が、虎太郎の脳のう裏りにちらつく。

「まあ、そっちは心配しなくていいよ。五指に入れば、それぐらいのカネは集まる」

「それはそれで、逆に驚おどろきなんですけど……」

　景気が良さそうな街だとは思ったが、どれほどの富が集中しているというのか。

　普ふ段だん、質素に暮らしている虎太郎は、ここの空気を吸っているだけで金銭感覚がおかしくなりそうだった。

「でも、逆に言えば、そこまで成り上がらなくちゃゼノンには挑めない。一いつ攫かく千金、一夜にして大だい富ふ豪ごうだなんて話はよく聞くけど、そんな運だけじゃ本当の勝負師には絶対に勝てない。それでも、やるっていうの？」

「……やります」

　規模の大きさにひるんでしまったが、ここで臆おくしていては魔王ゼノンを倒せない。

　未知の分野であったが、仲間たちがいればきっと何とかなる。エクセリア、リリエル、モニカ、プリムローズ。それに、この街に精通したカウガール。

「やりましょう、ヴァンデッタさん！」

　勇気を奮い立たせ、虎太郎は立ち上がったが、

「え？　なんであたしが？」

「ええっ!?」

　そのままの勢いでずっこけた。

「ち、力を貸してくれるんじゃないんですか？」

「そんなつもりはこれっぽちもないけど？」

「でも、ここまで案内してくれて……」

「面おも白しろそうだから、見物に来ただけ」

　そう言って、フッと鼻で笑うヴァンデッタ。

「それに、あんたらに加担して、どっかで大負けしたら、もれなく破産でしょ？　そんなリスキーなギャンブルは、ちょっとしたくないなあ」

「うぐっ！」

　それはそうだ。どこの世界に素人しろうとと手を組むギャンブラーがいるというのか。

　そのようなことをしても何のメリットもなく、余計なリスクを背負い込むだけだ。

「頑がん張ばっておいでー。ここで見てるからさ」

　結局、ヴァンデッタはひらひらと手を振ふって、勇者一行を送り出した。

　ついてくる気配はない。助言をすることもない。彼女はまったりとチップをいじっているだけだ。

「むむむ……！」

　あてが外れて、思わずうなり声を上げる虎太郎。

　しかし、勇者に逃とう亡ぼうは許されない。かつてこの地で開かい拓たく者たちがそうしたように、彼もまた、未知なるフロンティアに突つき進んだ。
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（ダイスやカード、スロット、動物レース……）

　壁かべにもたれかかりながら、ひとりの少年がカジノホールを観察していた。

　腕うでを組み、目を細め、ただただ賭と場ばの動向を見守る少年。すると、可か憐れんな少女がやってきて、彼の隣となりに並んだ。

「あれなら何とかなりそうね」

　自信あり気につぶやいたのは、誰あろうエクセリアだ。

　ずっとここにいた少年、虎太郎とは違ちがい、彼女はあちこちと賭場を見て回った。

　その結果として、先ほどの答えを出した。どうにかなりそうだと。

「どこの世界でも、みんな似たようなことを考えるものね。理解できそうもないギャンブルはなかったわ」

　虎太郎の耳元でささやきながら、エクセリアは不敵に笑った。

　真面目まじめ一いつ辺ぺん倒とうの虎太郎とは違い、彼女は腕に覚えがあった。

　ポーカーやバカラ、ブラックジャックにクラップス。インターネットを通しての対戦ではあったが、およそ心理戦になると彼女の独どく壇だん場じようであった。

　元より、心の読み合いには長たけた少女だ。たとえ世界やゲームの種類が違っても、自分が負けるとは、彼女は露つゆほども思っていなかった。

「それで、どのゲームにするか決まった？」

「ああ。あのダイスゲームにしよう」

「なら、そうしましょ」

　何の気負いもなく、虎太郎の腕を取って歩き出すエクセリア。

　彼女には確信があった。虎太郎は確かに、駆かけ引きに弱い少年だ。何事にも真正面からぶつかっていき、まるで搦からめ手というものを使わない。

　しかし、彼はこれまで勝ち続けてきた。あらゆる敵を打ち倒たおし、どのような困難も撥ね除のけて、今こん日にちまで生き残ってきた。

　その勝負強さと豪ごう運うんが、勇者の勇者たる所以ゆえんだ。

　必ず、勝つ。必勝の定めが、勇者には宿っているのだ。

「こんにちは。ここ、よろしいかしら？」

「これはこれは。どうぞおかけください」

　花のように微ほほ笑えむエクセリアは、虎太郎と共にひとつの台の前に座った。

　穏おだやかにふたりを迎むかえた壮そう年ねんのディーラーは、緑のシートの上に手を滑すべらせた。

　台の上に置かれる、大おお粒つぶの六面ダイスが三つ。それぞれの面に三種類の模様が描えがかれたダイスが、そっと虎太郎たちの前に差し出される。検品しろということだ。他ほかの客がそうしていたように、虎太郎たちもダイスを手に取り、確かく認にんした。

「スリースターズは初めてですか？」

「ええ。説明していただける？」

「かしこまりました」

　ダイスを返された男は、それを手元にきっちりとそろえ、口を開いた。

「単純明快なゲームでございます。お客様とわたくし、双そう方ほうが三度、ひとつずつダイスを転がして、出た目を競きそうのです」

「出目の力関係は？」

「太陽は月に、月は星に勝ちます。星は何物にも勝ちません。ただし……」

「ただし？」

「三つ星がそろえば、スリースターズ。そろえた者の勝利です」

　微笑んで、ダイスの星の面を向けるディーラー。

「たとえ三つの太陽でも、三つの月でも、スリースターズには敵かないません。それどころか、スリースターズを出した方は、賭けたチップの五倍額が受け取れます」

　台の上にそろえられた三つの星。

　しかし、それが意味するのは──。

「はい、当然、わたくしがスリースターズを出せば、お客様には賭けたチップの五倍額を支し払はらっていただきます」

　三つの星は幸運の星でもあり、不幸の星でもあるということだ。

　実際、先ほど、虎太郎が見かけた客は、星をそろえることにこだわりすぎて、また、星がそろえられることを警けい戒かいしすぎて大敗していた。

「勝負は途と中ちゆうで降りられるんですか？」

「もちろんでございます。わたくしは二度目まで降りられませんが、お客様は一度目、二度目の出目を見て、不利だと判断されれば降りていただいて結構です。ただし、二度目の時点で勝負が決まることはありますが……」

　一度でも月を出した状態で、続けて二度、出目が劣おとった場合だ。

　こうなってはスリースターズも成立せず、その場で勝敗が決まってしまう。

「シンプルなゲームでございますが、奥が深くもあります。ご興味が引かれましたら、どうぞ、チップをお置きください」

　にこやかにたたずむディーラーは、それ以上、何を勧すすめることもなかった。

　ただじっとふたりの目を見つめ、待っている。彼らがチップを取り出すのを。

「……………………」

　虎太郎とエクセリアも、静かにディーラーを見つめていた。

　見つめながら、考えていた。ここが勝負すべき場所かと。勇者の豪運と、少女の智ち謀ぼうを最大限に活いかせる場所なのかと。

　答えは決まっていた。ここしかない。ここで自分たちは──勝利を重ねる。

「分かりました。勝負をしましょう」

「……っ！」

　ずいと、手を差し出す虎太郎。

　彼がその手をどけると、台の上には金色の輝かがやきがあった。

　金のチップ。ゼノベガスにおける、最高額の貨幣。

　これ一枚で三日三晩は豪ごう遊ゆうできるチップを、虎太郎はベットしていた。

「応じましょう。それでは、お客様からダイスロールを、どうぞ」

　ディーラーはそつなく手を動かし、ダイスを虎太郎へと差し出した。

　ありふれたことなのだろうか。この程度の額は、驚くようなことではないと？

　いや、違う。彼は確かに動どう揺ようしていた。熟練ディーラーのかすかな心の動きを、エクセリアは決して見み逃のがさなかった。

「待って、虎太郎」

「どうした？」

「これを忘れているわよ」

「なっ……!?」

[image: ]

　今度こそ、男は驚きを隠かくせなかった。

　思わず表情を歪ゆがめた彼の前に積まれたのは、十枚のゴールドチップ。

　合わせて十一枚にもなるチップの総額は、ちょっとした財産にも匹ひつ敵てきする。

「よ、よろしいのですか？」

「ええ、構わないわ」

　震ふるえる声でたずねるディーラーに、涼すずしげに答えるエクセリア。

　そうだ、構わない。先日、魔ま王おうの居城から拝借した金品は、彼らに大きな財力を与あたえていた。もちろん、湯水のようにカネを使えるわけではないが、これぐらいの額なら惜おしみなく使える。そのことを言外に匂におわせながら、エクセリアはダイスを振ると、

「あら、星が出たわ」

　スリースターズの片へん鱗りんで、ディーラーの背筋をゾッと震わせた。
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「ふ、ふふふ」

　笑いが止まらない。

　おかしくもないのに笑いがこみ上げてくる。

「くくっ、くっ、ふふっ」

　仲間たちもそうだ。カジノから出てきた少女たちは、みな一様に肩かたを震わせている。

「あはっ、あははっ！」

　こらえ切れず、リリエルはころころと笑い始めた。

「あーっはっはっ！　ははははははっ！」

「ふふっ、ふふっ、もうっ、あは、ふふふふっ！」

　釣つられて虎太郎がゲラゲラと笑い出し、モニカも腹を抱かかえて声を上げ始めた。

　だって、仕方ないじゃないか。

　こんなに──こんなに──。

「ボロ負けするなんてな……！」

　一転、がくりと膝ひざをつき、打ちひしがれる虎太郎。

「あーん！　だから止めてって言いましたのにーっ！」

　同じくへたり込んでいたリリエルなど、声を上げて泣き出してしまった。

「な、なんでだ……？　途中までは上手うまくいってたのに」

　そう、上手くいっていた。上手くいっていたのだ。

　それがいつの間にか負けに負けを重ねており、所持金は底を突き抜ぬけており──。

「熱くなりすぎたわ……！」

　勝負師を気取っていたエクセリアは、額に手を当て、ギュッと目をつむっていた。

　例のスリースターズ。最初に手を出したギャンブルで大勝し、気を良くした彼女は、ついつい、他のギャンブルで深入りしてしまったのだ。それこそ、「ギャンブルの負けはギャンブルで返す」と考えるほどに熱中し、気がつけば底なし沼ぬまにつかっていた。

「確率的にあり得ない、あり得ない、あり得なななナナナ」

「やはり、賭と博ばくは魔ま物もの……ああ、神よ、私を救いたまえ……」

　他の仲間も似たり寄ったりで、勇者一行は素す寒かん貧ぴんとなってカジノを放ほうり出されてしまっていた。いずれも、途中までは勝っていた者たちだ。それが不思議と負けが続き、遂ついには有り金すべてをむしり取られ、

「……ひょっとすると」

　賭場での流れを振ふり返っていた虎太郎は、ひとつ、思い当たることがあった。

「もしかして、もしかすると」

　初戦での大勝利。

　その連続は、もしかして、ビギナーズラックでさえなく、




「あははっ、見事にカモられたね」




　道みち端ばたに転がる敗北者たち。そこへ、あっけらかんとした明るい声がかかる。

「この声は……！」

　デジャビュさえ引き起こす、強い聞き覚え。

　この街に来たばかりのころにも、同じように声がかかった。

「あんなに派手に金目のものを見せてたら、そりゃ、ね？」

　にやつきながら近づいてくる赤毛の少女。

　揺ゆれるカウボーイハットと、面おも白しろそうに光る青い瞳ひとみ。

　そのにやにや笑いを見て、勇者一行は──。

「ニューワールドへようこそ」

　自分たちがハメられていたことに、ようやく気がついた。

　そして、それがニューワールドという国なのだと、彼らは身をもって知るのであった。







　幕間劇「後こう悔かい、先に立たず」




　勇者虎こ太た郎ろうにも、プライベートな時間はある。

　いつも事件に巻き込まれたり、異世界に召しよう喚かんされたり、宇宙人にアブダクションされてばかりの少年ではあったが──。

　そんな彼にも、日常のひと時というものは存在するのだ。

　たとえば、こんなシーンがあった。

「虎太郎、ちょっと買い物につき合って」

　ある日、虎太郎が自宅の庭で木刀を振っていると、エクセリアが声をかけてきた。

「買い物？　何を買うんだ？」

「帽ぼう子し。ほら、もうすぐ夏なのに、持ってなかったなーって思って」

「帽子ならあるだろう。俺のだけど、かぶれるんじゃないか？」

「女に野球帽をかぶらせるつもり？」

　般はん若にやのような顔をして、虎太郎をにらみつけるエクセリア。

　何だかんだで年とし頃ごろの少女なのだ。着られれば何でもいいとは思えるわけもなく、ちょっとしたおしゃれにも気を遣つかいたかった。

「ほら、行きましょ？　あなたの帽子も選んであげるから」

「いや、だから、俺のはあるって。かっこいいスパローズのがだな」

「野球帽は止やめて」

　ぴしゃりと言い放ち、エクセリアは虎太郎にタオルを投げた。

　まずはシャワーを浴びてこいというわけだ。有う無むを言わさぬ態度だったが、出で不ぶ精しような虎太郎には、彼女の強ごう引いんさはありがたかった。




「まだ五月だけど、十分暑いな」

　道を歩きながら、虎太郎は空を見上げた。

「でしょ？　だから、帽子が欲しくなったの」

　虎太郎と腕うでを組んだまま、エクセリアもぎらつく太陽に目を細めた。

「暑い夏でも、かわいい帽子があったら、少しは気分良く過ごせそうでしょ？」

「そうだな。俺も夏には蚊か取とりブタが欠かせないし」

「ちょっと違ちがうけど……まあ、いいわ」

　取り留めのないことを話しながら、道を進むふたり。

　そうこうするうちに、自然と話題はあれのことに変わっていく。

「そういえば、そろそろあれの季節ね」

「あれ？　ああ、異世界召喚」

　夏が来れば思い出す、という童どう謡ようがあるが、虎太郎にとっての異世界召喚は、まさに夏とは不可分であった。

　なにせ、夏が来る度たびに異世界に呼ばれるのだ。やれ魔ま神じんを倒たおしてくれだの、やれ世界を救ってくれだの、切せつ羽ぱ詰つまったクライアントが毎年欠かさず呼び出してくれる。おかげで虎太郎少年は、夏はそういう季節なのだと割り切るようになっていた。

「今年はどんな世界に呼ばれるかな」

「観光地みたいなところがいいわ。事件らしい事件もなくて、食べ物は美味おいしくて、のんびり過ごせるような」

「いやいや、そんな世界だと、俺たちを呼ぶような理由もないだろ」

「それはそうだけど」

　苦く笑しようする虎太郎と、唇くちびるを尖とがらせるエクセリア。

　この時は、それを冗じよう談だんとして話していたのだが──。

　まさか、それが半ば現実となるとは、ふたりは夢にも思っていなかった。

「くそっ！　なんだよ、この店はぁ！」

「……ん？」

　さて、いつしか商店街に差しかかったふたりは、とある店の前でひとりの男を見た。

「クソ台じゃねえか！　んなの入れんな！」

　パチスロ店から、悪態をつきながら出て行く中年男性。

　いかにもガラの悪そうな男を目にして、エクセリアは顔をしかめる。

「ああいうの、私、大だい嫌きらい」

　足早に店から遠ざかりながら、彼女は、

「完全に搾さく取しゆされてるじゃない。知性も品性も足りなそうだわ」

　心底、嫌いやなものを見たとばかりに首を振っていた。

「ギャンブルって嗜たしなむものよ。あそこまでハマるなんて、どうしようもないわ」

「人生まで賭かけてちゃ、元も子もないよな」

「そういうこと」

　うんうんとうなずき合う虎太郎とエクセリア。

　反面教師から学び、博ばく打ち狂ぐるいだけにはなるまいと心に誓ちかったふたりだが──。

　まさか、自分たちがギャンブルで破産するとは、やはり、夢にも思っていなかった。
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　ここは空くう虚きよな洞ほら穴あなだ。

　ここには何もない。ここでは何も得られない。

　あるのは夢の残ざん滓しと残り香がだけで、それらの幻まぼろしは人に益をなさない。

　だというのに、今日も男たちは穴の中へと向かう。

　吸い寄せられるように、奥へ、奥へと掘ほり進んでいく。

　かつての熱ねつ狂きようも消え失うせた廃はい墟きよに、ツルハシを振るう音が虚むなしく響ひびく。

　ここは新大陸西部、アドモニア山脈。

　ゴールドラッシュを巻き起こし、そして、見捨てられた金鉱山である──。




「おお、おおお……」

　さて、そんな朽くち果てた鉱山の奥で、虎こ太た郎ろうはツルハシを振ふっていた。

　なぜか？　金を掘り当てるためだ。

　十数年前のゴールドラッシュで根こそぎ掘られ、でも、もしかしたらいくらか残っているかもしれない。そんなか細い希望を求め、彼は暗い穴の中にいた。

　どうしてこうなった？　決まっている。借金をしたからだ。

　手練手管の勝負師たちに誘ゆう導どうされ、ギャンブルにのめり込んでしまった結果、勇者一行は負ふ債さいを抱かかえ込んでしまった。払はらうに払えぬチップの代だい償しようとして、虎太郎は金鉱にぶち込まれ、少女たちはカジノに身み柄がらを拘こう束そくされた。

　もちろん、そんな束そく縛ばくなど意味がない。

　逃にげようと思えば逃げられたし、追っ手を返り討うちにすることもできた。

　しかし、そうすることで事態が好転するわけではない。賭けがすべてを決めるニューワールドで、力任せは最悪の一手だ。賭けという一点で平和と秩ちつ序じよが保たれているこの国では、やはり、強引な手法は取れないのだった。

　だからこそ、大人しく肉体労働で借金を返そうとしているのだが、

「で、出ない……泣きたくなるほど金が出ない！」

　まるで終わりの見えない重労働に、さすがの勇者も音を上げていた。

「オラッ、新入りっ！　だらしねえぞ！」

「す、すみません！」

　背後から響く鞭むちの音と怒ど声せい。

　振り返ると、そこには赤ら顔の中年男が立っていた。

「もっと腰こしを入れて掘れ、腰ぃ！」

「分かりましたぁ！」

　あわててツルハシを壁かべに叩たたきつける虎太郎。

　鍛きたえ上げられた勇者の一いち撃げきは、効率的に鉱石を掘り出していくのだが、

「もっとだ！　もっともっと！　もっとぉ！」

　男は満足がいかないようで、虎太郎だけではなく、他ほかの鉱夫も叱しかりつけていく。

　しかし、その理り不ふ尽じんな要求に反論する者はいない。なぜならば、彼こそが借金の貸し主であり、鉱夫に仕事を用意した事業主でもあるのだ。

　たとえ無む為いに思える行こう為いでも、黙もく々もくと山を掘っていれば借金が減っていく。そういった事情もあり、表立って歯向かう者はひとりもいなかった。

「さあ、掘れ！　金を掘り当てろ！　オレの前に金を積めぇ！」

「「「「「アイアイサー！」」」」」

　かくして、負債を抱えた負け犬たちは、暗い穴の中でツルハシを振るい続けた。

「オレはなぁ、この金山に賭けたんだ。金が出なきゃ破は滅めつなんだよぉ……！」

（ひぃぃ……！）

　そのうち、この男も仲間に加わりそうだったが──。

　これもまた、ギャンブルの怖こわさである。

　彼の狂きよう気きを教訓として刻み込み、虎太郎は金を探し続けた。




　これほど陰いん鬱うつとした朝を迎むかえたのは、生まれて初めてかもしれない。

　粗そ末まつなテントから這はい出て、地平線から昇のぼる太陽を見ながら、虎太郎はそう思った。

「なんて達成感のない一日だったんだ……」

　昨日は、もしかしたら、という気持ちがあった。

　ひょっとしたら金を掘り当て、借金を返せるのではないかと、淡あわい期待を抱いだいていた。

　しかし、そうした幻げん想そうを木っ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだいたのが、昨日の無為な作業だった。

　とにかく、出ない。まったくと言っていいほど金が出ない。

　厳密に言えば、出るには出るのだが、総員の分をかき集めても微び々びたる量だった。

　さすが、ゴールドラッシュにさらされた金山である。あまりの金の気配のなさに感心さえしながら、虎太郎はのろのろと朝食の準備を始めた。

「おう、新入り。しっかり食っとけよ」

「あ、はい。ありがとうございます」

　班長から食料を受け取った虎太郎は、まず、火を起こすことにした。

　枯かれた潅かん木ぼくの枝を集め、マッチをこすって火をつける。燃え上がったところで支給された薪まきをくべ、炎ほのおを大きくしてお湯を沸わかす。見れば、起きてきた同どう僚りようたちが同じように火を起こしている。朝日に照らされた荒こう野やには、幾いく筋すじもの煙けむりが立ち上りだした。

　なんとも風ふ情ぜいのある光景である。

　一枚の絵にもなりそうな、鉱夫たちの朝食風景だ。

　ただし、本人たちにとってしてみれば、風情もクソもあったものではない。こうして湯を沸かし、コーヒーかスープでも作らないと、パンが固くて飲み下せないのだ。しかも配給の食材はどれも質が悪く、食べるほどに口数が減るようなものだった。

「ごっそさん」

「あ～、げふっ」

　事実、鉱夫たちはほとんど何も言わずに、さっさと食事を終えていた。

　彼らの表情はみな暗く、およそ喜びというものが感じられなかった。

「こういうのは、慣れてるはずなんだけどな」

　鍋なべの中に刻んだベーコンや豆を放ほうり込みながら、虎太郎は首をひねっていた。

　彼がかつて訪おとずれた世界には、満足に食事もできない国、味気ない合成食料しかない国がざらにあった。そこでの経験があったからこそ、粗そ食しよく、絶食にはすっかり慣れてしまったと思っていたのだが──。

　どうにも気分が沈しずむのを感じ、彼はため息をついた。

「前の国が国だったからな」

　その名も高きフランセーズ。あの美食の国では、何でも美味しかった。

　街角で食べたクレープが、温泉宿で口にした料理が、邪じや悪あくなドラゴンの丸焼きでさえも、何もかもがみな、美味しかった。あの幸せの味を思うと、ますます気が滅め入いってくる。しかし、思わずにはいられず、彼はまた、ため息をついていた。

「はぁ、あの国のサンドイッチが懐なつかしい」

「あの国？　それってどの国？」

「ああ、フランセーズって言って……うわっ!?」

　虎太郎は仰のけ反って驚おどろいた。

　目を見開く彼の隣となりには、なんと、ヴァンデッタが立っていた。

「ええっ？　な、なんでこんなところに!?」

　彼女は勇者一行のカモネギっぷりを見届けて、そのままどこかへ去ったはずだ。

　まさか、それだけでは飽あき足らず、ここまで追いかけてきて嘲あざ笑わらおうというのか。

　いやいや、そんな少女には見えなかった。サバサバとはしていたが、決して、情のない人間ではなさそうだった。

　だとすると、一体、何が目的なのか。困こん惑わくする虎太郎の前で、ヴァンデッタはマイペースに鍋の中身をかき混ぜ始めた。

「フランセーズ。フランセーズねえ。ご飯が美味おいしい国らしいね。でも、ここもなかなかどうして、捨てたもんじゃないよ」

　そう言いながら、バシャバシャと湯を捨てたり、かと思えばドバドバと野菜や調味料を加えたり、虎太郎のスープに大おお雑ざつ把ぱに手を加えていくヴァンデッタ。

「あ、ああ……!?」

「ふんふふんふふーん♪」

　虎太郎のスープは、もはや豆とベーコンのごった煮にのようなものとなっていた。

　しかしヴァンデッタは、それだけでは飽き足らず、鍋を揺ゆらしてどんどん水気を飛ばしていく。するとスープはどろりとして、ゲロのような何かへと変わっていく──。

「俺の朝食がーっ!?」

「騒さわぐな騒ぐな」

　暴挙とも言える行い。許されざる蛮ばん行こう。

　それを咎とがめようと、虎太郎が鍋に手を伸のばした時、

「はい、できあがり」

　サッとヴァンデッタが立ち上がり、用意されていた皿に鍋の中身を移した。

「ほら、できたよ。熱いうちに食べてみなよ」

「え？　え……？」

「ほらほら」

　皿とスプーンを手て渡わたされる虎太郎。

　彼は押し切られるような形で、ゲロ、もといヴァンデッタの料理を口にし、

「あ、美味しい……」

　思わず、その言葉を洩もらした。

「だろう？」

　得意げな顔をするヴァンデッタ。

　それを気にすることなく、虎太郎はまた、スプーンを口に運んだ。

「いやあ、ほんとに美味うまいですよ、これ」

　派手さはない。大げさな感動はない。

　しかし、しみじみと心と体に染しみ渡わたり、活力へと変わるような、そんな味だった。

　インゲン豆と刻んだベーコン、それにタマネギを、ピリ辛からのトマトスープで煮に詰つめただけの料理。それがどうしてこんなに美味しいのか。目覚めた時の気だるさも忘れ、虎太郎は夢中で料理を腹に収めた。

「いやあ、ごちそうさまでした」

　あっという間に平らげて、虎太郎は満足げに息をはいた。

　それを見ていたヴァンデッタも、満まん更ざらではなさそうにクスッと笑った。

「なんて料理なんですか、これ？」

「ん？　これ？　チリコンカーンとか、ベークドビーンズとか、名前はまちまちだけど……要するに、肉と豆と野菜のトマト煮込みだね。開かい拓たく者たちには欠かせない料理でさ。みんなこれを食べて、荒野を切り拓ひらいていったんだ」

「へー」

　言われてみれば確かに、荒野にしっくりと来る料理だ。

　鍋を囲む開拓者たちが目に浮うかぶような、滋じ味み豊かな煮込み料理。

　実際、一いつ般ぱん的なもののようで、鉱夫の中には同じものを作っている者もいた。

「フランセーズのサンドイッチとやらも悪くないかもしれないけど、ニューワールド料理ってのも乙おつなものだろ？」

「確かに！　しみじみ美味しくて、なんか、元気が出るようでした」

「そうだろう、そうだろう」

　食後のコーヒーまで渡されて、なんだか、鬱うつ々うつとした気持ちが吹ふき飛ぶようだった。

　なるほど、開拓者たちはこうやって、たくましく荒野を切り拓いたのだ。彼らのフロンティアスピリットが体に宿るような気分がして、虎太郎は力強く立ち上がった。

「本当にありがとうございました。これで今日の仕事も頑がん張ばれます！」

　萎なえかけていた心を奮い立たせ、ツルハシを手に取る。

　そうだ、たった一日、金が出なかっただけでなんだ。出るまでやる。金が出るまで掘ほり続ける。その気き概がいを持つ者だけに、きっと金鉱の女め神がみは微ほほ笑えむのだ。

　みなぎる闘とう志しを炎と燃やす虎太郎。

　やる気と気力に満ちた彼は、すぐにも坑こう道どうへ向かおうとしたが、

「あー、そのことなんだけどさ」

　ヴァンデッタが右手を上げて、彼の行く手を遮さえぎった。

　これ以上、まだ何かあるのだろうか。不思議そうな顔をする虎太郎に、

「もうちょっと割のいい仕事、してみない？」

　ヴァンデッタは、真面目まじめな顔で話を持ちかけてきた。




　　　　２




　鉱石を掘り出す。

　トロッコで運ぶ。

　金かな槌づちで細かく砕き、選鉱パンに入れて川でゆすぐ。

　砂金採りと言えば聞こえはいいが、やることは単純作業の繰くり返しだ。

　筋肉は強こわ張ばり、腰こしは痛くなり、ついでに肩かたも重くなる。心身ともに辛つらい重労働だ。

　それでも、ゴールドラッシュ時代はまだ救いがあった。高い給金。砂金という成果。それらがもたらす熱ねつ狂きようは、日々の疲つかれを忘れさせた。

　しかし、今はどうだ。山を掘っても何も出ず、希望らしい希望はどこにもない。

　第二のゴールドラッシュなど、狂きよう人じんのたわ言でしかない。そんな気配が残っていれば、名だたる山師がとっくに動いているだろう。

　だというのに、黄金の幻げん想そうに取りつかれた男は、今日も労働者たちを指揮して、廃はい鉱こう山ざんで何かを探す──。




（……ん？）

　さて、鉱山での仕事も二日目。

　虎太郎は相変わらず、どやされながらツルハシを振ふっていたが、

（もしかして、これか？）

　掘り出した鉱石の中に、くすんだ赤茶色の欠片かけらを見つけ、それをそっと懐ふところにしまった。

「表に石を運んできます！」

「おう！　すぐ行って、すぐ戻もどってこいよ！」

「はい！」

　トロッコに鉱石を積み込んだ虎太郎は、さり気なく現場を離はなれた。

　錆さびついた荷台を同僚たちと押して、坑道から山のふもとまで移動する。

　そして、トイレに行くふりをしながら、事務所代わりの小屋の裏へと回っていった。

「どうだった？」

「それっぽいものがありました」

　そこで待っていた赤毛の少女に、先ほどの欠片を取り出して見せる。

　すると、彼女──ヴァンデッタは、にんまりと笑って、満足げにうなずいた。

「やっぱりな。あのおっさん、分かっててここを掘ってる」

　赤茶色の欠片は、見たところ、ただの小石にしか見えない。

　しかし、彼女はこれが「割のいい仕事」になると言う。

「それって特とく殊しゆな鉱石なんですか？　金以上の価値を持ってる、とか」

「いや、そんなことはないよ。これはただの石ころだよ」

「え？　じゃあ、なんで見つけてこいって」

「ふふん。それはね、こいつが目印になるからさ」

　赤茶の小石を指で弾はじき、落ちてきたそれを指でつまむヴァンデッタ。

　それをずいと虎太郎に突つきつけ、彼女は不敵に笑う。

「これはね、ロックイーターのクソだ。地中に棲すみ、岩を食って生きる化け物が残した排はい泄せつ物なんだよ」

「いいっ!?」

「ははっ、そう嫌いやがるなって。汚きたないもんじゃないよ」

　思わず身をかわす虎太郎に、ヴァンデッタは、

「この石ころは新しいものほど脆もろいんだ。ほら、こんなに簡単に砕くだける」

　ぎゅうっと指に力を込めて、くしゃりと小石を潰つぶしてみせた。

　砂のようになったそれを手で払はらいながら、彼女は鉱山へと目を移した。

「これだけ新しん鮮せんなものがあるなら、ここにはロックイーターがいる」

　ヴァンデッタは右手をスッと持ち上げ、

「そいつだ。そいつを倒たおせば、あんたの借金はちゃらだよ」

　バンッ！　と、銃じゆうを撃うつような動作をして流し目を送り、

「……？」

　そして、いまいち理解していなさそうな少年を見て、ずっこけた。

「に、鈍にぶいね。さっき、岩を食ってるって言ったろ？」

「はあ」

「岩、つまり鉱石を食って、土くれや石ころだけをひり出してるんだ」

「……ああ！」

「そーいうこと」

　ようやくピンときた虎太郎は、パッと顔を輝かがやかせ、

「ロックイーターって、もしかして貴金属の塊かたまりなんですか！」

「正解！」

　ヴァンデッタは、我が意を得たりとばかりに指を鳴らした。

「しかも、金はロックイーターの大好物だ。これまで見つかったロックイーターは、どれも大量の金を含ふくんでた。おかげで、一時期は金鉱のスピリットとか、ゴールドラッシュの化け身しんとか言われていたよ」

「だとすると、あの人が掘ろうとしていたのは砂金じゃなくて」

「はなからロックイーター狙ねらいだろうね」

　道理で、金の気配もない鉱山を延々と掘らせているわけだ。

　あの赤ら顔の男は、ロックイーターの生息域で騒ぎ立て、これを引きずり出そうとしているのだ。そして、鉱夫でもないのに穴に潜もぐり、前線で指揮を執とっていたのは──もちろん、真っ先にロックイーターを見つけ、これをしとめるためだ。

「山から出たものは鉱山主のものだけど、魔ま物ものに関しちゃ倒したやつのものだからね。何が何でも自分の手でヤリたいんだろうさ」

「ああ……」

　あの血走った目。ギョロギョロと動く眼球を思い出した虎太郎は、そういうことかと、げんなりとしてしまった。

「さっ、分かったなら準備をしようじゃないか。先を越こされないようにね」

「あ、ありがとうございます。でも……」

「でも？」

「どうして、こんなに良くしてくれるんですか？」

　確証を得たヴァンデッタは、持っていた鞄かばんをごそごそと漁あさりだした。

　しかし、虎太郎はそれを止めて問いかける。

「俺たちがカモにされた時、見ていただけでしたよね？　なのに、今はこうして助言を与あたえてくれる。その意図はどこにあるんですか？」

　虎太郎にはまるで分からなかった。傍ぼう観かん者を気取っていたかと思うと、友人のように親身になって世話を焼いてくれる。かと思えばサバサバとした態度で敗北を笑い、その一方で、窮きゆう地ちに手を差し伸のべる。

　その行動原理がまるで分からず、虎太郎は疑問をぶつけたのだが、

「んー……」

　当のヴァンデッタも分かっていないのか。彼女は少し考えると、

「まあ、思った以上の負けっぷりがかわいそうになったってのがひとつ」

「うっ」

「それと……」

　彼女は言いよどんだかと思うと、

「まあ、気まぐれだよ」

　と、いつものように明るく笑った。

「あんまり細かいことを気にしてるとハゲるよ？」

　おどけた口調でそう言うが、彼女に隠かくし事があるのは明らかだ。

　しかし、虎太郎はそれでいいと思った。腹のうちをすべて見せなくても、手を組むことはできる。これまで巡めぐってきた世界では、最後まで素す性じようの分からなかった仲間もいた。ヴァンデッタも謎なぞ多き少女なのだと割り切って、虎太郎は早さつ速そく、彼女と相談に入った。

「分かりました。じゃあ、まずはロックイーターを探します。やはり、出てくる際の前兆だとか、おびき出す手法のようなものが……」

　もらったチャンスをムダにはできない。

　虎太郎はできる限り、情報を聞き出そうとしたが、

「あー……」

　今度は、ヴァンデッタの顔が曇くもっていた。

　何か不備でもあっただろうか。虎太郎が口をつぐむと、

「その口調なんだけどさ」

「はい」

「もうちょっと、砕けた感じにならないかな？」

　むず痒がゆそうに体を揺ゆすると、

「お仲間から聞いたんだけど、あんた、十六歳だろ？」

「あ、はい。そうですが」

「じゃあ、同い年だ。なら、敬語なんていらないよ。ってか、そもそも、あたし、敬語って苦手でさ……」

　居い心ごこ地ちが悪そうにそわそわとするヴァンデッタ。

「徐じよ々じよにでいいからさ、もうちょっと、気安い感じで……」

　彼女のような人間は珍めずらしくない。砕けた態度を好み、堅かた苦くるしさを嫌きらう人々が。

　それを知っている虎太郎は、早速、大きくうなずくと、

「分かった！　改めてよろしく、ヴァンデッタ！」

「切り替かえ早いね、あんた」

　極きよく端たんな態度の変化に、それを求めていた方が逆に驚おどろいた。

「何か問題でも？」

「ま、まあ、いいけどさ」

　ただ、まあ、相手は突とつ発ぱつ的な出来事に散々巻き込まれてきた虎太郎だ。

　物分かりの良さは天下一品であり、順応性の高さもまた、人一倍だった。

「ところで、ロックイーターってどんな魔物なんだ？」

「ああ。大だい蛇じやみたいなミミズでね。胴どう体たいは大人がちょうど抱かかえられるぐらいさ」

「結構太いんだな。それで、長さは？」

「まちまちかな。でも、そんなに長くはないよ」

　あの木から、この小屋まで、とジェスチャーを交えて話すヴァンデッタ。

　それが確かなら、だいたい五メートルほどだろうか。太さに比べて、やや短い印象だ。

「注意点は？　毒があるとか、炎ほのおを吐はくとか」

「ドラゴンじゃないんだ。そんなことはないよ。ただ、めちゃくちゃ硬かたいね。それこそ、爆ばく薬やくでも使わないと歯が立たない」

　岩を喰くらい、金属を骨肉に取り込む魔物だ。

　剣けんや槍やりぐらいは弾きそうだと、虎太郎も思っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。心配いらないよ。ちゃんとダイナマイトを持ってきた。これさえあれば、ロックイーターなんてイチコロさ」

「おお！」

　思案げな虎太郎の顔を見て、ヴァンデッタは自信たっぷり、鞄からダイナマイトの束を取り出した。

「開かい拓たく者の歴史は浅いけど、あたしらにもノウハウってものがあるんだ。はっきり言って、ロックイーターなんて敵じゃないよ」

　ふふーん！　と鼻を高くするヴァンデッタ。

　そんな彼女を、虎太郎が頼たのもしく思っていると、

『……！　……っ！』

　ズン、ズズン、と地面が揺れ、鉱山から叫さけび声が聞こえてきた。

「まずいね」

　チッと舌打ちをすると、ヴァンデッタはすぐにも駆かけ出した。

「どうやらお出ましのようだ」

　マッチを取り出し、いつでもダイナマイトに着火できるようにして、彼女は小屋の陰かげから飛び出していく。虎太郎もそれに続き、ふたりは並んで坑こう道どうへと急ぐ。

「発破の音が聞こえた。でも、地鳴りが続いてる」

「なら、まだチャンスはあるな！」

「そういうこと！」

　川べりにいた男たちが何事かと立ち尽つくす。

　鉱石を運うん搬ぱんしていた鉱夫たちが逃にげ出してくる。

　その中で、唯ゆい一いつ、ふたりだけが鉱山へ向かっている。

「この振しん動どう、近づいてきてる!?」

「分かってる！　いいか？　出てきたところで、いっしょに投げるんだ！」

「了りよう解かい！」

「報ほう酬しゆうは、山分けってことで！」

　空気さえ震ふるえるのを肌はだで感じ、ふたりは同時にダイナマイトに着火した。

　丸太のようなミミズ。それが坑道から出てくる瞬しゆん間かん、彼らはダイナマイトを投とう擲てきし、




「ズオオオオオオオオオオ!!」




「………………は？」

　それは、一瞬の出来事だった。

　わずか数秒で大樹が生えた。

　そう錯さつ覚かくさせるほどの何かが──坑道から出てきた。

「グモモモモモモ……」

　重機のアイドリング音にも似たうなり声で、鉱山に屹きつ立りつする何か。

　その根元で、投擲されたダイナマイトが炸さく裂れつするも、それは微み塵じんも揺らがなかった。

「いや、ちょっと待てって」

　頰ほおをひくつかせ、ヴァンデッタは思わず後ずさりをした。

「おお、あれがロックイーター」

　見上げるほどの巨きよ体たいに、虎太郎は感かん嘆たんの声を上げた。

「あばぁぁぁぁ……」

　そして、押し出されたと思おぼしき赤ら顔の男が、ごろごろと斜しや面めんを転がっていた。

　なんともシュールな光景である。一種異様な空間に、誰だれもが吞のみ込まれていた。

　──いや、この少年だけは、いつも通りのマイペースで、

「よし、やろう！　行くぞ、ヴァンデッタ！」

　ツルハシを片手に、巨きよ木ぼくのような魔ま物ものへと飛びかかろうとした。

　しかし、

「待てーっ！　待てっ！　死に急ぐな！」

　虎太郎の腰こしにヴァンデッタがしがみつき、その動きを必死に止める。

「ん？　どうしたんだ？」

「どうしたもこうしたも……ヤバイだろ、あれは！」

「そうだな。聞いた話より、ずいぶんと大きいみたいだ」

「でか過ぎるんだよ!!」

　血相を変えたヴァンデッタが指差す先には、例の巨木があった。

　いや、正確には、あれがロックイーターだ。鈍にぶい黄こ金がね色いろに輝かがやく肌。ミミズのような形と、貴金属を蓄たくわえたその体。それは虎太郎が聞いたとおりの特とく徴ちようであったが──サイズが異様に大きかった。ここまで違ちがうと、まるで別種の魔物のようだった。

「いいか、あれはネイティブの言い伝えにある『グランワーム』だ！　伝説のサンダーバードと並ぶぐらいヤバイ相手だ！　これじゃ、ダイナマイトも通用しない！」

　事実、別物として見なされているようだ。

　鉱石を貪むさぼり、長い年を経て、ここまで成長したロックイーター。

　それは原住民が悪あく霊りよう、あるいは精せい霊れいとして恐おそれるに足る巨体を誇ほこっていた。

「あんなの手に負えねえ！　こうなったらもう、逃げの一手だ！」

　現れた黄金の塊かたまりに、何人もの鉱夫が釘くぎづけになった。

　しかし、ヴァンデッタは理性を保ち、虎太郎の手を引いて逃げ出そうとしたが、

「な、何してんだ！　行くぞ！」

　虎太郎は動かない。根が張ったようにビクともしない。

　それどころか、静かに闘とう志しを燃やし、グランワームに対たい峙じしようとしている。

「まだ手はある」

「手!?　手なんてあるもんか！」

「いいや、俺にはこれがある」

　すでに握にぎっていた得物を正眼に構える虎太郎。

　そうだ、彼には武器がある。万ばん魔まを屠ほふる剣がある。

「こいつといっしょなら、俺は何だって倒たおせる」

　それは、揺るぎない信しん頼らい。

　手から伝わる感かん触しよくは、彼に勇気を与あたえてくれる。

　体にみなぎる勇気は、少年を勇者に変えてくれる。

「行くぞ、エクセリア」

　愛いとしいその名を静かにつぶやき、彼はそっと目を閉じた。

　そして、万感の想おもいを込め──封ふうじられた力を解き放つ。

「魔ま剣けん、解放……！」

　泰たい然ぜんと構えていたグランワームが、その時、初めて動どう揺ようを示した。

　怯おびえるように身をよじらせた魔物は、あわてて穴の中へと戻もどろうとする。

　だが、遅おそい。幾いく多たの敵を屠った魔剣が、その刀身から光を放ち──

　放ち──。

「………………ん？」

　出ない。

　いつもならビカビカと輝いて、オーラをまとうはずなのだが、その気配がない。

　どうにもおかしいと思い、虎太郎は片目を開けて、

「これ、ツルハシだ!?」

「最初からそうだよ！」

　愕がく然ぜんとする虎太郎の頭を、ヴァンデッタが叩たたいた。

「一体、何だと思ってたのさ!?」

「ち、違うんだ。ここに剣があるはずで……」

「借金のカタに取り上げられただろ！」

「そうだった！」

　借金を背負った虎太郎は、服こそ無事だったものの、他ほかのすべては没ぼつ収しゆうされた。

　ボディバッグ、ポケットの小物、そして、長年の愛剣、エクセリアもだ。

　そのことは覚えているのだが──長年の癖くせというやつだ。いつもそこにあって当たり前だったので、ついつい、腰にあるものを魔剣と間ま違ちがえてしまった。

「い、いや、これでもできるはず！　はあっ！」

「ツルハシが光った!?」

　しかし、そこは腐くさっても勇者である。

　ムダにキラキラとしたオーラをまといながら、虎太郎は大きく跳とび上がると、

「とああああっ！」

　光り輝くツルハシを振ふり下ろし、グランワームを貫つらぬいた。

「グェェェ……！」

　致ち命めい傷しようを負い、ゆっくりと崩くずれ落ちるグランワーム。

　やたらかっこいいポーズを取りながら、ゆっくりと舞まい降りる虎太郎。

　そして、その手に握られた、光り輝くツルハシ──。

「め、めちゃくちゃだ」

　あまりに現実離ばなれした光景に、ヴァンデッタは頭痛さえ覚えていた。
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「いやぁ、ありがとう！」

「は、はあ」

「君は私の恩人だよ！　ムワッハッハッハッ！」

　虎太郎の手を握り、ぶんぶんと上下に振る男。

　髪かみを整え、パリッとしたスーツを着こなした紳しん士しが、満面の笑えみを近づけてくる。

「すまねえな、助かったぜ！」

「恩に着る。あんたのことは忘れない」

「言ってくれりゃあ、何でもするぞ！」

「いえ、お気になさらず……」

　周りを囲む男たちも口々に感謝を述べ、その勢いに、虎太郎は目を白黒させた。

「困ったことがあったらいつでも呼んでくれたまえ！　力になるよ！」

「その時は、その、お願いします……ね？」

「任せてくれぇ！　ワハハ！」

　バンバンと虎太郎の背中を叩くと、また笑い声を上げる男。

　彼はそのまま、上じよう機き嫌げんに通りの向こうへ去っていった。数十人はいた男たちも散り散りとなり、辺りは一瞬、しんと静まり返る。

　まさに台風一過だ。もみくちゃにされた虎太郎は、ここでようやく肩かたの力を抜ぬいた。

「やれやれ。やっと行ったね」

「ヴァンデッタ」

　入れ替かわりにやってきた少女が、ため息混じりに紙かみ袋ぶくろを開いた。

「当てにしちゃいけないよ。どうせ今だけ、口だけなんだからさ」

　取り出したものをがぶりと一口。薄うすい生き地じで肉や野菜を包んだブリトーだ。温かな香かおりが虎太郎の鼻先にもふわりと届く。

「ん」

「ああ、ありがとう」

　もぐもぐと口を動かしながら、ヴァンデッタはもう一本、ブリトーを取り出した。

　差し出されたそれを受け取った虎太郎は、大きくかぶりつき、満足げにうなずいた。

「だけど、本当によかったの？　せっかく手に入れたカネを人に分けてさ」

「見捨てるわけにもいかないだろ」

「お人よしだねぇ」

　ゼノベガスの道みち端ばた、ブリトーを片手に話をするふたり。

　話題はもちろん、先ほどの男たちのことだ。にこやかに虎太郎を褒ほめ称たたえ、晴れ晴れとした顔で去っていった男たち。彼らこそは金鉱でツルハシを振るった仲間であり、それを指揮した実業家であった。

「歩ぶ留どまりは悪かったけど、それでもあのサイズだ。全部換かん金きんすりゃあ、今ごろ、ホテルのひとつやふたつは買えて……」

「未練だぞ、ヴァンデッタ」

「はいはい、もう言わないよ」

　降参だとばかりに両手を上げたヴァンデッタ。

　それでも彼女は惜おしそうにため息をつきながら、

「それにしても、あんた、強かったんだね」

「ん？」

「ほら、グランワームを一いち撃げきで倒しただろ？　普ふ通つうのやつとはなんか違う、って思ってたけど、まさか、これほどだったなんてね」

「ああ……」

　カネの話から一転、ヴァンデッタは虎太郎の強さを素す直なおに称えた。

　あれだけの武力は見たことがない。まさに常識外れの戦いぶりだ。落ち着いたところでその気持ちがぶり返してきて、ヴァンデッタはしきりに虎太郎を褒めた。

「まあ、これでも勇者だからな。ここに来る前も魔ま王おうや暗黒龍りゆうを倒したし……その前は、ひとりで十万の敵を倒せとか、三日で邪じや神しんを滅ほろぼせとか、全部任せるから世界を救えなんて無む茶ちや振ぶりもこなしてきたぞ？」

「勇者すごいな」

　たくましいにもほどがある。

　見た目こそただの少年だが、一体、どれだけの修しゆ羅ら場ばをくぐってきたのか。

　殺しても死ななそうだと内心舌を巻きながら、ヴァンデッタは認にん識しきを改めていた。

「さーて、そろそろ行こっか」

「そうだな」

　ブリトーを平らげ、軽めの夕食を終えたふたりは、夕暮れの街を歩き出した。

　夕日が街を照らし、辺りはオレンジ色に染まっている。酒場には早くもランプが灯ともり、ホテルや看板は魔法でライトアップが始まっていた。

　これから夜が来る。ゼノベガスの夜が来る。

　一夜にして想像を絶するカネが動くというギャンブルシティ。

　その熱ねつ狂きようの予感を覚えながら、ふたりは一路、とあるホテルを目指して歩いた。

「それで、みんなが働いているのはどんなところなんだ？」

「ん？　教えただろう？」

「名前だけは聞いたけど」

　夜が近づくにつれ、活気を増していくゼノベガス。

　いつしか紛まぎれ込んだ喧けん騒そうの中で、虎太郎は口元に手を当て、思い出す。

「確か、ラビットハウスだったっけ？」

「そうそう」

　その名前を告げると、ヴァンデッタはこくこくと首を振って、

「結構、有名なホテルだよ。街の名士が経営してるんだ」

「そうなのか」

　彼女の話を聞いた虎太郎は、ほっと胸を撫なで下ろした。

　それを見たヴァンデッタは、不思議そうに首を傾かしげると、

「なんだ、心配だったの？」

「そりゃそうだよ。あの時は強ごう引いんに離れ離れにされたからなあ……どうなってるのか、どんな扱あつかいをされているのか、ずっと気になってたんだ」

　カジノで大敗し、荷物も体も差し押さえられたあの日。

　いずこかへと連れ去られた少女たちのことは、ずっと心に引っかかっていた。

「みんななら大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど……」

　いずれも特とく殊しゆな力の持ち主だ。力ずくでどうこうされる心配はなかったが──。

　それでも、やはり、相手はうら若き少女たちだ。どうしても気にはなっていた。

「まあ、変なところじゃないみたいで、よかったよかった」

　名士が営むホテルなら、従業員も下手な扱いは受けまい。

　そう考えた虎太郎は、安あん堵どの息を吐はき出して、

「……どうかな？」

　対照的に、ヴァンデッタは暗い顔をしてつぶやいた。

「……どういうことだ？」

　不ふ穏おんな響ひびきに笑顔を消して、虎太郎はヴァンデッタへと問いかけた。

　すると彼女は視線を横にずらし、真面目まじめな顔で短く告げた。

「あの子らは器量がいいからね。それを活いかす仕事が用意されていると思うよ」

　ヴァンデッタの視線の先には、薄うす暗ぐらい路地があった。

　そこではにやついた男が女の胸をまさぐりながら、ホテルの中へと消えていく。

　そして、それは珍めずらしい光景ではなく、路地に立つ女も男に声をかけていた。

「まさか……！」

　真面目だ、堅かた物ぶつだと言われている虎太郎だが、彼も決して子どもではない。

　その光景が意味すること、そして、あの路地がどういった場所なのか、すぐにも理解することができた。

「くっ！」

「あっ、おい!?　待てよ！」

　事態を察した虎太郎は、弾はじかれたように駆かけ出していった。

　バカだ。バカだ。自分はバカだ。大事な仲間たちを、こんなところに置き去りにするなんて。ここは尋じん常じようではない場所だと、着いた時に感じたではないか。無法がまかり通り、ギャンブルが推すい奨しようされるとんでもない街だと。

　だというのに、それなのに、自分は──。

（リリィちゃん……モニカさん……プリム……！）

　走りながら想おもうのは仲間の姿。出会い、肩を並べ、苦楽を共にした可か憐れんな少女たち。

　流れ行く街の景色に、走そう馬ま灯とうのように思い出がよみがえる。仲間たちの声が、笑顔が、走る虎太郎の視界に浮うかぶ。

　そして、その中で、もっとも強く心を揺ゆさぶるのは、

『行くわよ、虎太郎』

『虎太郎？　もう寝ねたの？』

『あなたは私がいないとダメなんだから……』

（リア……！）

　誰だれよりそばにいた少女。姉のような、妹のような、黒くろ髪かみのエクセリア。

　彼女の安否を思うと抑おさえが利きかなくなり、虎太郎は件くだんのホテルに飛び込んでいった。

「なんだ、お前は!?」

　警備員を押し退のけ、ロビーを進む虎太郎。重じゆう厚こうな扉とびらを開き、彼がそこで見たものは、

　──うさちゃんだ。

　そこには何人ものうさちゃんがいた。

「はぁはぁ、かわいいよ、リリちゃんかわいいよ……！」

「ひぃーん！　そ、そんな目で見ないでくださーい！」

「プリムちゃん！　こ、今度はこう、シナを作って……」

「こうでしょうか？」

「ああ～、癒いやされるよぉ～……！」

「くっ……！　なんなの、もう……！」

　問題の仲間たちもそこにいた。

　ホテルに備えられたカジノホール、その中心でタキシード姿の男に囲まれていた。

　いずれも裕ゆう福ふくな身なりの紳しん士したちだ。それが一様に頰ほおをゆるめ、にまにまとエクセリアたちを鑑かん賞しようし、賛美している──。

「素す晴ばらしい。ラビットハウスはこの世の楽園です」

「オーナーはまったく趣しゆ味みがいい。さすがの審しん美び眼がんですな」

「しかり、しかり」

　虎太郎の近くにも、カクテルグラスを揺らしながら、満足げにうなずく紳士がいた。

　彼らはずっと見ているだけで、決して、バニーたちに触さわろうとはしなかった。

「もう、困りますよ、お客様。気持ちは分かりますが、ここは紳士の集つどいです。そのようにがっつくものではありませんよ」

　追いかけてきた警備員も、その対応はやんわりとしたものだった。

　名士のホテルに相応ふさわしく、品格すら感じられる。その丁てい寧ねいな対応からは、先ほどの路地にあったような、アンダーグラウンドの匂においは感じられない。

「な？　言っただろ？」

　追いかけてきたヴァンデッタが、ポンと虎太郎の肩かたに手を置いた。

「器量を活かした仕事だって」

　ぎこちなく振ふり返った虎太郎は、そこでようやく気がついた。

　このにやつき顔。いたずらっ子の、してやったりという満足げな表情。

　つまり、虎太郎が心配したようなことは何もなく──少し特殊な客層ではあったが、ここには名士が治めるに相応しい秩ちつ序じよがあり──。

「こ、虎太郎さんっ!?」

　驚おどろきの声。虎太郎がそちらに顔を向けると、そこにはモニカがいた。

「な、なんでここに……!?」

　日ひ頃ごろのシスター服はどこへやら、ウサギの着ぐるみに身を包んだ彼女は、道どう化けのような姿を恥はじてしゃがみ込む。

「見ないでー！　汚よごれた私を見ないでくださーい！」

　モニカはワッと泣き崩くずれたが──。

　それをフォローする気力は、今の虎太郎には湧わいてこなかった。
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　ゼノベガスには様々なコンセプトのホテルがある。

　高級感を謳うたったホテル。古いにしえの帝てい国こくの神しん殿でんを模したホテル。最新の技術で建てられたホテルもあれば、一見、ボロ屋にしか見えないホテルもある。

　そうしたコンセプトの違ちがいが、混こん沌とんとした街を生み出しているのだが──。

　ホテルの中に限って言えば、そこはひとつの美意識で統一された空間だ。

「いらっしゃいませ」

　ラビットハウスも、徹てつ底ていしたコンセプトでその名が知られるホテルだ。

　ロビー、客室、装そう飾しよく品から敷しき物ものに至るまで、オーナーの確かなこだわりが感じられる。
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「ほう、これはこれは……」

　事前に噂うわさを耳にしていた客も、まさかこれほどとは、と、思わず言葉をなくす。

「さすがだな。これは楽しめそうだ」

「ありがとうございます」

　恭うやうやしく頭を下げるドアマン。彼に片手を上げて、気もそぞろに客はホールを進む。

　流れるように目に入ってくるホテルの内装。そこにはやはり、あの愛くるしいシンボルがあった。壁かべ紙がみを草原に見立て、そこをあの動物が元気に跳はね回っている。客は自然と幼子のような顔になり、フロントの前までやってくる。

「ようこそいらっしゃいました」

　やはり、丁寧に来客を出で迎むかえるホテルマン。

　彼は客から荷物を受け取ると、代わりに、あるものをそっと差し出した。

「どうぞ、夢のようなひと時を……」

　言われるまでもない。説明の必要さえない。

　客は受け取ったものを頭につけると、弾はずむような足取りでカジノへと向かった。

　彼の頭の上では、一いつ対ついのウサミミがゆれていた──。




「ここのオーナーは変態よ」

　さて、そのラビットハウスでは、ひとりの少女が悪態をついていた。

「あっちもこっちもウサギ、ウサギ、ウサギ……気が変になりそう！」

　頭を抱かかえ、泣き言を洩もらすエクセリア。そう言う彼女もまたうさちゃん。パジャマのような着ぐるみに身を包んでおり、そのことが本人は我が慢まんできないようだった。

「かわいいじゃないか。なかなか似合ってるぞ」

「「「そういう問題じゃないの（んです）!!」」」

　バン！　とテーブルを叩たたく三さん人にん娘むすめ。

　エクセリア、モニカ、リリエルの三名は、さも嫌いやそうな顔をしている。

「マスター。私も不満を感じます。この装備には戦術的有用性がまるでありません」

「そりゃまあ、そうだろうけど」

　プリムローズは少しズレていたが、おおむね、意見は同じようだ。

　滑なめらかな毛皮。本物のウサギの毛で作ったしっぽ。手先や足先まで包む衣い装しよう。

　そこまでするのなら被かぶり物を用意すればいいだろうに、顔だけは露ろ出しゆつさせるというこだわりは何なのか。さては滑こつ稽けいな格好をさせ、少女たちが羞しゆう恥ち心しんで頰を染めるのを楽しんでいるのか。理由はどうあれ、エクセリアたちは一様に拒きよ否ひ感を抱いだいていた。

「こんなところ、一刻も早く出て行きたいわ」

　ふんっ！　と、鼻を鳴らしてそっぽを向くエクセリア。しかし、顔を背そむけた先にもウサギの要素がちりばめられていて、彼女はげんなりと椅い子すにもたれかかった。

「お前も大変だったんだな」

　苦く笑しようしながら、虎太郎はもう一度、カジノホールを見回した。

　改めて見ると、そのこだわりに驚かされる。壁かべや床ゆかにはウサギの顔の模様があり、ランプの形もウサギの頭部を模している。グラスには飛び跳ねるウサギが描えがかれ、ホールの一角では本物のウサギが飼育されていた。

　それに何より、キャストや客の格好。来客はウサミミをつけ、ディーラーや給きゆう仕じはウサギ姿で統一し、それをカジノのルールとしている。よほどオーナーはウサギ好きなのだろう。その徹底ぶりに、虎太郎は感服さえしていた。

　だが、それとこれとは話が別だ。借金のカタに働かされ、望まぬ姿を強しいられている仲間たちを、早く自由にしてやろうと彼は思った。

「まあ、安心しろ。カネは用意できた。これで借金はチャラだ」

　テーブルの上に、ドン、と革かわ袋ぶくろをのせる虎太郎。

　そうだ、今の彼にはカネがある。仲間たちの借金さえ返せるだけのカネが。

「ええ！　どうやって稼かせいだんですか!?」

「鉱山で黄金の魔ま物ものを見つけてね。それを倒たおして換かん金きんしたんだ」

　正確に言えば、換金し、鉱山主や鉱夫たちと山分けしたものの残りだが──。

　それでも、負ふ債さいを帳消しにするには十分な額だ。これさえあれば、もう少女たちはウサギに扮ふんして働かなくていい。

「オーナーはどこかな？　言って、話してくるよ」

　優やさしく微ほほ笑えむ虎太郎は、まさに救世主だ。

　頼たよりがいのある勇者に励はげまされ、リリエルはうっと嗚お咽えつを洩らす。

「すみません、勇者さま……わたし、わたし……」

「いいよ、気にしなくて。俺たち、仲間だろう？」

「ううっ、ち、違うんです」

「……ん？」

　何かがおかしい。

　助けられたというのに、少女たちはみな、バツの悪そうな顔をしている。

　喜ぶどころか、申し訳なさそうにうつむくばかりだ。

「どうしたんだ、みんな……？」

　何か事情があるのだろうか。気になる虎太郎は、まずは話を聞こうとしたが、

「困りますね。当店のバニーを独どく占せんされては」

「っ!?」

　ぽん、と肩に手を置かれ、反射的に振り向いた。

　すると、彼の前にはひとりの紳士が立っていた。

　節制を感じる体。完かん璧ぺきに着こなされた上物のスーツ。総そう髪はつはカチューシャでまとめられ、わずかな口ひげは一本の狂くるいもなく整えられている。

「あなたは……」

　紳士と呼ぶに相応しい男性だ。

　その威い厳げん、その上品な所作に、虎太郎は思わず圧あつ倒とうされた。

「これはご紹しよう介かいが遅おくれました」

　固まる虎太郎の前で、紳士は胸に手を当て、一礼した。

「私はグレイソン。グレイソン・ウッド。このラビットハウスのオーナーです」

　よく通るバリトンボイスで、高らかに告げるグレイソン。

「そして」

　彼は両手を広げたかと思うと、

「そちらのバニーたちの所有者です」

　鷹おう揚ように微笑み、虎太郎を牽けん制せいしてみせた──。と、まあ、余よ裕ゆうたっぷりに登場したグレイソンだが、

「やっぱり変態だわ……」

　頭の上でゆれるウサミミで、なんか、色々と台無しになっていた。




　　　　５




「借金が増えたぁ!?」

　ウサギにまみれたラビットハウス。

　そのカジノホールを揺ゆさぶるような大声で、虎太郎は叫さけんでいた。

「ええ。このお嬢じようさん方は少々やんちゃなバニーのようでしてね」

　虎太郎の正面に座ったグレイソンは、テーブルの上に一枚の紙をのせた。

「わずか三日で、これだけの損害を被こうむりました」

　どうやらそれは請せい求きゆう書しよのようだった。壷つぼが割れた、絨じゆう毯たんに酒がこぼれた、絵画が引き裂さかれたなど、様々な被ひ害がいが請求額と共にズラリと並んでいる。

「ただ、支し払はらいができるようであれば、それで良かったのですが」

　グレイソンはテーブルに置かれた革袋をちらりと見ると、

「どうやら、少しばかり足りないようですね」

　嘲あざ笑わらうでもなく、袋の中身を確かく認にんするでもなく、涼すずしげに言ってのけた。

　少しばかり、と彼は言うものの、金のチップで袋がいっぱいだったとしても、到とう底てい足りないような額だった。何倍にも膨ふくれ上がった借金は、虎太郎の予想を完全に上回っており、その総額を数えただけで、彼は頭がくらくらするようだった。

「お、お前、何をしたんだ……」

「この服がいけないのよっ！」

　さすがに責任を感じているのか、憎にくまれ口を叩きながらも、エクセリアは目の端はしに涙なみだを浮うかべていた。

「この服がムダに動きにくいから……！」

　忌いま々いましげに腕うでを持ち上げるエクセリア。いかにも動きを制限しそうな着ぐるみは、確かに、思わぬミスを招きそうだ。

（それにしても……）

　ここまで失敗が重なるものだろうか？

　もしかすると、エクセリアたちははめられたのかもしれない。そう推測した虎太郎は、疑ぎ惑わくの目でグレイソンを見るも、

「なにか？」

　さすがの名士は、そうした企たくらみをおくびにも出さない。

　問い詰つめてもはぐらかされ、探してみたところで、証人さえ出てこないだろう。

　ここはラビットハウス。ウサギの巣にして、グレイソンのテリトリーだ。下手な動きはせず、虎太郎は単刀直入にたずねることにした。

「いくら必要ですか？」

「──いくら、とは？」

「みんなを解放するに足る金額です」

　よくもやったな。罠わなにはめたな。そうした言葉を予想していたのか、グレイソンはわずかに目を細めた。しかし、彼は穏おだやかに微笑むと、

「それはもちろん、この額面通りに支払っていただければ」

「でも、これからも増えていくんでしょう？　損害が」

　虎太郎の指し摘てきに、グレイソンは口を閉じた。

　表情は晴れやかだ。黙だまり込んではいるが、彼は笑えみを浮かべている。

　しかし、その目は獲え物ものを見定めるような、狩かりゆう人どのそれで──。

「いいでしょう。分かりました」

　ゆったりとうなずくと、グレイソンは両手を広げた。

「そのように思われるのは本意ではありません。私も名士と称たたえられた男。度量の広いところを見せようではありませんか」

　いかにも善人の顔をして、

「ひとつ、賭かけをしましょう」

　そう言って、カジノホールの一角を指差すグレイソン。

　その先へ視線を送ると、そこには半円状のステージがあった。

「今夜、あの舞ぶ台たいでファッションショーが開かれます。そこに君が考える最高のバニーを出してください」

　怪け訝げんそうな顔をする虎太郎たちに、グレイソンはなおも説明を続ける。

「私のバニーより多くの支持が得られれば、君の勝ち。そうでなければ私の勝ちです。どうです？　バニーレースよりも簡単な勝負でしょう？」

　そうは言うものの、この勝負、圧倒的に有利なのはグレイソンだ。

　客の嗜し好こう。ウサギに関する造ぞう詣けい。どちらにも精通した彼に、どうすれば勝つことができるというのか。受けたところで負けは必ひつ須すの出来レースだ。こんな提案は撥はね除のけて、別の道を探すべきだ。

　エクセリアたちは、視線でそう訴うつたえたが、

「分かりました。その勝負、受けましょう」

「虎太郎!?」

　意外にも虎太郎は即そく答とうした。迷うことなくグレイソンの提案を受け入れた。

「よろしいのですか？　当然、負けた場合は相応のものをいただきますが……」

「構いません。承知の上です」

「エクセレント」

　グレイソンは立ち上がると、虎太郎を手放しに賛美した。

「エクセレントです。その潔いさぎよさに、きっと勝利の女め神がみは微笑むでしょう」

　その白々しさは、いっそ見事なものだった。

「では、後ほど」

　このグレイソンという男、もしかすると想像以上の大物なのかもしれない。

　最後まで紳しん士し然とした態度を崩くずさず、しかし、しっかりとウサミミをゆらしながら去っていく男を、虎太郎は硬かたい表情で見送った。

「勝負だ、グレイソン」

　グッと拳こぶしを握にぎり締しめ、闘とう志しを奮い立たせる虎太郎。しかし、彼の仲間たちは、

「勝負だ、じゃないわよっ！」

「な、なんで受けちゃうんですかーっ!?」

「もしも負けたら、これ以上、どうなってしまうのか……」

　エクセリアは青筋を立て、リリエルは涙目で騒さわぎ立て、モニカは今にも倒たおれそうだった。プリムローズでさえ虎太郎のそでを引き、心なしか不安そうにたずねてくる。

「マスター。勝算はあるのですか？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺に考えがある」

　そうは言うものの、それであのグレイソンに勝てるのか。目で問いかけるプリムローズの頭を撫なでて、虎太郎はやや離はなれた場所に声をかけた。

「ヴァンデッタ。少し、頼たのまれてくれないか？」

　それはラビットハウスに着いてから、事態を静観していたヴァンデッタだ。

　彼女は面おも白しろそうににやつきながら、壁かべにつけていた背中を離した。

「まさか、あのグレイソンとウサギで勝負するなんてね」

「あ、あんたはっ!?」

　ヴァンデッタの姿を認め、ギョッとした顔をするエクセリア。

　なぜ、彼女がここにいるのか。不思議がる少女たちの前で、虎太郎はヴァンデッタと言葉を交かわす。すると、しばらくもしないうちにヴァンデッタは口笛を吹ふき、

「へえ。あんたやっぱり、面白いよ」

　そう言って、にやり、と不敵に笑うのだった。
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　グレイソンは揺るぎない自信を持っていた。

　己おのれの感性を信じ、己の美意識を信じ、それが普ふ遍へんなるものだと信じていた。

　自分が良いと思うものは、他ほかの者にとっても良い。それこそがグレイソンの持論であり、今こん日にちまで彼を支えてきた柱だった。

「コタロウくん。私は正直、楽しみですよ。年とし甲斐がいもなくワクワクしている」

「そうですか」

「ええ。どんなバニーが見られるのだろう……」

　そう言いながら、彼は自分の勝利を疑わなかった。

　旧大陸では爵しやく位いを持ち、幼少のころより美しいものに触ふれ続けてきたのだ。その果てに出した答えがウサギであり、それを知り尽つくした自分に負けはないと考えていた。

「きっと気に入ってもらえると思いますよ」

「期待していますよ」

　と、口では言うものの、内心、グレイソンは虎太郎を侮あなどっていた。

　ウサギの何たるかをろくに知らない若造が、よくもこの勝負に応じたものだ。

　あの滑なめらかな毛皮。しなやかな筋肉。無類の愛くるしさと長い耳。それを表現するために、自分がどれほど心を砕くだいているか。それさえ知らず、あまつさえ、自分を凌りよう駕がしようなどと──若さで片づけるには、あまりに考えなしの行動だった。

　それでも、賭けは賭け、勝負は勝負だ。

　いささか大人気ないが、あの美少女たちは是ぜが非でも手元に置いておきたかった。

　さらなる美の探究のため、彼女らには大いに協力してもらうつもりだった。

「では、私から始めさせていただきます」

　迂う遠えんなことはしない。開始と同時に圧あつ倒とうし、身の程ほどを思い知らせる。

　自分の愚おろかさに気づいた時にはもう遅おそい。約束は履り行こうされ、彼はすべてを失う。

　そして、自分はそれを手に入れるのだ──。

「おお……！」

（……うむ）

　果たして運命の幕は開き、グレイソンは勝利を確信した。

「素す晴ばらしい……！」

「あれは噂うわさに聞くスノーラビットの毛皮」

「なんという輝かがやき、なんという艶なまめかしさか！」

　観客の反応がすべてを物語っていた。

　カジノホール、舞台前に集つどった紳士たちは、陶とう然ぜんとした顔でバニーを見ていた。

　当たり前だ。あれこそは美の集大成、グレイソンが考え得うる最上の美だ。高級素材を惜おしみなく使った衣い装しよう。選別された美女と、ウサギを模したその動き。ともすれば滑こつ稽けいにも映るその姿は、グレイソンの巧たくみなバランス感覚でまとまっている。

「完かん璧ぺきだ。これ以上のものはない」

　誰だれかが洩もらしたその言葉が、今夜の答えだった。

　そうだ。現時点では、これ以上のものは望めない。つまり、グレイソンの勝利は初めから決まっていたのだ。それさえ見み抜ぬけず、あのような賭けに応じた虎太郎は、やはり若いと言わざるを得ない。

「どうですか？　なかなか見事なものでしょう？」

　愉ゆ悦えつに浸ひたりながら、隣となりに目をやるグレイソン。

　きっとそこには、顔を青くした少年が──。

「そうですね。勉強になりました」

「……っ!?」

　違ちがう。なんだこれは。この反応は、想定していない。

　究極の美に圧倒され、戦意を喪そう失しつしているはずだ。そうでなければならない。

　だというのに、この余よ裕ゆうに満ちた態度は──なんだ？

（何を考えている……？）

　勝負を放ほう棄きしているのか？　最初からまともに戦うことなど考えておらず、なにか、別の手段を用意しているとでも？

　まさか。ここはゼノベガス。賭けは神聖なるものであり、その不履行は許されない。

（しかし、ならば、なぜ……）

　混乱するグレイソンの前で、すっくと虎太郎は立ち上がった。

　そして、まるで物もの怖おじしていない顔で涼すずやかに告げる。

「じゃあ、今度は俺たちの番ですね」

　同時に袖そでへと消えるバニーたち。そして閉じられる朱しゆ色いろのカーテン。

　しばらくして、舞台の幕が再び開き──。

　そこで人々は、本物の美を目もく撃げきした。

「「「「「……………………!!」」」」」

　言葉はなかった。拍はく手しゆもなかった。

　ただ沈ちん黙もくのみがその場を満たし、知らずのうちに、観客たちは涙なみだを流していた。

　──間違っていた。そうだ、自分たちは間違っていたのだ。

　最初から、大きく道を踏ふみ外していた。そうだ、求めるものを見誤っていたのだ。

　なぜ、そのことに気づかなかったのか。頰ほおを伝う涙は感動の涙であり、後こう悔かいの涙でもあった。グレイソンはただただ、打ち震ふるえながら、己の愚かさを痛感していた。

「ブラーヴォ！」

　やがて観客たちは、涙を流しながらも、立ち上がって拍手を送った。

　惜しみない拍手を。万ばん雷らいの拍手を。この感動をどうにか伝えようと、男たちは舞台に向かってひたすら手を打ち合わせた。

「コタロウくん。私は間違っていたよ」

　嵐あらしのような喝かつ采さいの中、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたグレイソンは、ぽつりとつぶやいた。

「驕おごり、高ぶり、何も分かっていなかったんだ」

　滝たきのような涙を流し、懺ざん悔げのように虎太郎に伝えた。

　あまりにも愚かだった、自分のあやまちを──。

「私はただ、ウサギを……ウサギの美をそのまま体現すれば、それでいいと……」

　力なくうなだれ、涙のあまり言葉に詰つまるグレイソン。道を間違えた求道者に、しかし、虎太郎は優やさしく肩かたに手をかけた。

「いいんです。誰にだって間違いはあります」

　温かく微ほほ笑えみ、虎太郎はグレイソンの罪を許した。

　それどころか、崩れ落ちそうな彼を支え、真実の美を指し示した。

「今はただ、いっしょに見ましょう。バニーを……いえ、バニーガールを」

「バニーガール……！」

　グレイソンの体を、雷かみなりのような天てん啓けいが貫つらぬいた。

　たった一言で、彼の世界は大きな変へん貌ぼうを遂とげた。

　そうだ、バニーガール。バニーガールだ。ウサギを模すのではなく、ウサギと少女を融ゆう合ごうし、高次元で昇しよう華かさせる。それこそが芸術であり、美の探究なのだ。大きな気づきを得たグレイソンは、またぽろりと、大おお粒つぶの涙をこぼした。

「そうか、バニーガールか……！」

「ええ、バニーガールです」

　虎太郎の手を取り、ようやく笑え顔がおを見せるグレイソン。

　その手を強く握にぎり返し、虎太郎は輝くステージへと目を向けるのであった──。




「くっ……！　なんなの、この格好は！」

　さてさて、男たちが感動し、何やらドラマを展開している中。

　肝かん心じんの女性陣じんはというと、たいそう不満そうな顔をしてステージの上に立っていた。

「虎太郎！　あなた、覚えてなさいよ！」

　珍めずらしくも顔を真っ赤にし、羞しゆう恥ちに身み悶もだえしているエクセリア。

　彼女が着ているのは、もちろん、バニースーツだ。グレイソンが開発した着ぐるみパジャマのようなものではない。もっと扇せん情じよう的で、もっとコケティッシュで、グッと男を惹ひきつける衣装を彼女は身につけていた。

「こ、こ、こんな、こんなものが、この世にあるだなんて」

　あまりの恥はずかしさに震えるリリエル。ハイレグ、タイツ、ハイヒールはいいとして、ウサミミやネクタイ、単品のカフスには何の意味があるというのか。男を誘さそうためだけに存在する衣装があるなど、初心うぶな天使は考えたこともなかった。

「な、なんて破は廉れん恥ちな。ああ、ああ……！」

　もちろん、聖女様もそうだ。はちきれんばかりの恵けい体たい、そのラインを強調するかのようなこの服装は。神の教えを真っ向から否定するスーツに、モニカは気絶寸前だった。

「機動性、稼か動どう領域が格段に向上しました」

　プリムローズだけは、心なしか嬉うれしそうに腕うでや足を動かしていたが──そんな彼女も、ぺたんこ体型にバニースーツが張りついた、あまりに趣しゆ味み的な格好をしているわけだ。

「ブラーヴォ！」

「ブラーヴォ!!」

「うっ、うっ、ううう～！」

　拍手はまだ鳴り止やまない。歓かん声せいは依い然ぜん、止め処どない。熱気渦うず巻まく大喝采の中で、少女たちは恥ずかしそうに胸むな元もとを隠し、それがかえって観衆の心をたぎらせる。

「あ～！　も～！」

　熱ねつ狂きよう的な一夜。素す晴ばらしき黄金の夜。

　新たなウサギを囲んでの、紳しん士したちの宴うたげは、まだまだ続く──。
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　幕間劇「疑ぎ惑わく」




「そんな趣味があるとは思いませんでした」

　夜の帳とばりはとっくに降りて、もうすぐ日も変わろうという深夜。

　ラビットハウスの一室では、勇者一行の緊きん急きゆう会議が開かれていた。

「なんなんですか、この服。勇者さまが考えたんですか？」

「い、いや、違う違う。あれは俺の出身世界にあるもので」

「エロエロワールドですか、そこは！」

　議題はもちろん、件くだんのバニースーツのことだ。

　勇者一行を勝利に導いたキーアイテム。しかし、あまりにきわどい一品に、少女たちはひと言言わずにはいられなかった。

「マスター。マスターはあのようなデザインが好みだったのですね」

「だから違うって！　一いつ般ぱん論として、ああいうのが受けるかなって」

「マスターの趣しゆ味み嗜し好こうの項こう目もく、データ更こう新しん完かん了りようしました」

「止やめろーっ!?」

　非難され、誤解を受け、白い目で見られる虎こ太た郎ろう。

「虎太郎さん。まだ間に合います。さあ、私といっしょに悔くい改めましょう」

「結構ですぅ！」

　まるで性犯罪者のような扱あつかいだ。

　良かれと思ってしたことが、まさかこのような事態を引き起こすとは。

　考えもしなかった出来事に、困り果てた虎太郎は、頼たよれる相棒にすがりついた。

「リア。リアからもなんか言ってくれ。俺にそんな趣味は……」

「虎太郎は太もも派よ」

「「「やっぱり！」」」

「ちがーう！」

　火に油を注いだだけだった。やはり、エクセリアも、思うところはあったのだろう。

　ツンとそっぽを向いた少女は、どことなく不ふ機き嫌げんそうに見えた。

「まあ、でも、そこまで言うなら試ためせばいいんじゃない？」

「え？」

　まさに四面楚そ歌か、この状じよう況きようをいかにして切り抜ぬけるか。

　虎太郎の背中を冷たい汗あせが流れた時──エクセリアがこう切り出した。

「バニーガールは趣味でも何でもないんでしょ？　だったら、何をされても鼻の下は伸のびないわけよね？　それを証明すればいいじゃない」

「お、おお！」

　いい提案だった。そうだ、その通り。実際に試してみればいいのだ。

　そして、それを何ともない顔で見ていればいいのだ。

「分かった。じゃあ、アピールしてみてくれ」

「はいはい」

　バニーガールなど、自分の趣味ではない。

　少なくとも、それに耽たん溺できするほど偏かたよった人間ではない。

　その自負があった虎太郎は、気を取り直し、自信たっぷりに少女たちに指示を出した。

「まったく、変な誤解をされたな」

　ハハハ、と軽かろやかに笑い、ベッドに腰こしかける虎太郎。

　余よ裕ゆうたっぷりに構えてみせる彼は、さあ来いと顔を上げて、

「……どうでしょう？」

　いつの間にか、目の前に来ていた少女たちに、凍こおりついてしまった。

「どうなの？　虎太郎」

　甘い吐と息いきが耳元にかかる。大だい胆たんに露ろ出しゆつした肌が目に飛び込んでくる。

「これでも、やはり、趣味ではないと……？」

　バニーがいる。バニーがここにいる。ベッドの上に手をついて、あるいは足元にしゃがみ込み、魅み惑わくのバニーが迫せまってくる──。

「………………ぶっ！」

　反射的に、虎太郎は鼻血を噴ふき出してしまった。

　いや、仕方ない。仕方ないのだ。あまりに少女たちは魅み力りよく的で、そのうえ、やたらと肌はだ色いろ率が高かった。おまけに色っぽい雰ふん囲い気きを出され、このように迫られては、バニーでなくとも反応してしまう。しかし、そういった違ちがいを知らない少女たちは、やはり虎太郎はバニー好きだと彼を糾きゆう弾だんし始めた。

「あーっ！　やっぱり反応しました！」

「不潔！　不潔です、虎太郎さん！」

「ち、違う。これは……」

「何が違うのよ。この変態」

「違うんだーっ！」

　少女たちにあらぬ嫌けん疑ぎをかけられて、しかし、やましいことがないこともない虎太郎は、ひたすら違う、違うと繰くり返していた。
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「スリースターズを狙ねらうべきよ」

「いや、堅けん実じつに太陽や月でいくべきだ」

「そうですね。大穴狙いは良くありません」

「確率的に言っても、スリースターズは悪手です」

「でもでも、やっぱり五倍は魅み力りよく的だし……」




「……何やってんの、あんたら？」

　バニー対決の翌朝、ラビットハウスを訪おとずれたヴァンデッタは、真しん剣けんにダイスを転がす勇者一行を見つけた。

「ああ、ヴァンデッタ。いや、ちょっと研究をね」

「研究ぅ？」

　見れば、ホテルの一室、テーブルの上には、ダイスやカードが置かれている。

　それを囲んで、ああでもない、こうでもないと議論していたのだ。至って真面目まじめな顔で、虎こ太た郎ろうは続けて言った。

「ほら、前回は大負けしただろ？　だから今度は、しっかり研究しようかと」

　よほど手痛い敗北だったようだ。いつぞやの自信はどこへやら、今の彼らには、今すぐカジノに挑いどもうという気き概がいはない。

「もう金鉱送りは勘かん弁べんだからな」

　ハハハ、と笑う虎太郎。

　なるほど、少しでも勝率を上げようというわけだ。カジノに挑むのは、何らかの攻こう略りやく法が見つかってからにしようと。

　その気持ちは分かる。人間誰だれしも、リスクは減らしたいものだ。

　そういった心理は、理解できないこともなかったが、

「はぁ～……」

　やはり、こいつらはズレている。

　そう思ったヴァンデッタは、大きなため息をついてみせた。

「なによ」

　ムッとするエクセリアを無視し、ヴァンデッタは笑って言った。

「順番が違ちがう。お勉強もいいけど、カジノでやらなきゃ」

　きょとんとする虎太郎たちに、彼女は補足するように続ける。

「まず馬に乗れって言葉があってね」

「習うより慣れろってことか？」

「ん？　まあ、そういうことだね」

　開かい拓たく者に伝わる格言だろうか。含がん蓄ちくのある言葉に、しかし、虎太郎は、

「でも、この前はボロ負けしたぞ？　借金まで背負った」

「やり方が悪かったんだよ」

　疑問の声を上げる虎太郎に、ヴァンデッタは嚙かみ砕くだいて説明する。

「初めのうちは、とにかく回数をこなすんだ。小額のチップを張って、ちょっとずつコツをつかんでいってね。いきなり大金なんて見せちゃ、根こそぎ持っていかれるよ」

「それならそうと、最初に言ってくれれば……」

「『習うより慣れろ』、なんでしょ？」

　いい経験になったでしょ？　とばかりにウィンクされ、虎太郎は口をつぐんだ。

　その聞き分けの良さをにやりと笑い、ヴァンデッタはこうも言った。

「うんうん、やっぱり『習うより慣れろ』だよ。博ばく打ちに慣れて、遊びに慣れて、散財に慣れて、女と酒に慣れて。それでやっと一人前さ」

「お、女と酒って……」

　あけすけな物言いに、純真なリリエルは絶句してしまった。

　それを面おも白しろそうに見ながら、ヴァンデッタは立てた親指をドアの外へと向ける。

「おいで。せっかくだから、街を案内してあげる。仕切り直しといこうじゃないか」

「いいのか？　保安官の仕事があるんじゃ」

「そっちはヒマだって言ったろ？　それに、こっちの方が面白そうだしね」

　茶ちや目めっ気たっぷりにこう言われては、断る理由はどこにもない。相変わらずサバサバした少女であったが、虎太郎は彼女のそういったところが、決して嫌きらいではなかった。

「分かった。行こう。今日は思い切って遊ぼうじゃないか」

「そうこなくっちゃ」

　ヴァンデッタは指をパチンと鳴らし、虎太郎の手を取った。

「飯、まだだろ？　いいところがあるんだ」

「え？　ここで済ませばいいじゃないか」

「ダメダメ。どーせウサギの食うようなもんしか出ないよ」

　確かに、昨夜はニンジンのシチューとキャベツのサラダが出された。

　この調子だと、朝食にはセロリやほうれん草がふんだんに使われていそうだ。

　菜食もいいが、どうせならもっとバリエーション豊かな食事を取りたい。そう考えた虎太郎は、軽い足取りでヴァンデッタと歩き出し、

「……はっ!?」

　じっとりとした視線を感じ、振ふり返った。

「昨日も思いましたけど……」

「いつの間に仲良くなられたのですか？」

　少し離はなれたところから、疑ぎ惑わくの目を向けてくる少女たち。

　金鉱での経けい緯いを知らない彼女らは、疑わしげに虎太郎をにらみつける。

「空白の期間は三日。この間、何かがあったと思われます」

「ナニがあったのかしらね」

「虎太郎さん……？」

「い、いや、違うぞ!?　みんなが考えているようなことは何もなかった！」

　そういえば、ヴァンデッタのことを説明し忘れていた。

　そのことに気づいた虎太郎は、あわてて釈しやく明めいしようとしたが、

「何もなかったなんて、ないだろう。あんなに熱い時間を過ごしたのに……」

「ヴァ、ヴァンデッタッ!?」

　親しげに肩かたを組まれ、サッと血の気が引いていった。

　反対に、少女たちの顔は、恥はずかしさや怒いかりで赤く染まっていき──。

「へえー……私たちが恥ずかしい思いをしていた時に」

「マスターはそちらの女性と淫いん行こうに耽ふけっていたわけですね」

「そんな……虎太郎さんが悪い子に……」

「ま、まだ間に合います！　きっと更こう生せいできますよ！」

「止やめなさい。もう手て遅おくれよ」

「バニー大好き人間になりましたしね」

「あ……！」

　もう自分が知っている虎太郎はいない。

　勇者と謳うたわれた高潔な少年は、もうどこにもいないのだ。

　ゼノベガスの毒気に当てられ、彼は変わってしまった。三度の飯よりバニーが好きで、隙すきあらばバニースーツを着せてくるような変態になってしまった。先ほども、自分たちが引き止めなければ、きっとヴァンデッタにバニースーツを着せようと──。

「勇者さまのウサギ好き！」

「悪口なのか、それは!?」

　どうにも人を悪く言えない天使ちゃんと、彼女に精せい一いつ杯ぱいの言葉でけなされる勇者様。

　そこに仲間たちも加わって、事態は混こん迷めいを極きわめていったが、

「ふふっ」

　火付け人のヴァンデッタは、それを面白そうに見ているのだった。
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　今は燦さん然ぜんと輝かがやくゼノベガスも、本を正せば開拓拠きよ点てんだ。

　ニューワールドの各地に築かれた、村とも呼べない休きゆう憩けい所。乾かわいた大地がむき出しで、木でできた小屋があり、その前を風に吹ふかれた枯かれ草が転がっていき──。

　土地によって違いはあるが、おおむね、どこも似たようなものだ。急激に発展したゼノベガスもそれは変わらず、今もまだ、開拓拠点の雰ふん囲い気きを残す区画もあった。

「おう、やけに機き嫌げんがいいじゃねえか」

「分かるか？　いや、新しい馬の調子が良くてなあ」

「景気が良くていいねえ」

　道みち端ばたで話し込むカウボーイ。彼らの周りにはド派手な置物も建物もなく、代わりにあるのは木造の住宅だ。平屋や二階建ての家ばかりで、これが地面の上にそのまま建っている。整地の跡あとはどこにもなく、芝しば生ふや石いし畳だたみを敷しこうという気配はない。

　おかげでやたら砂っぽいが、そこに風ふ情ぜいがあるようにも思えた。

「って、なんでここに戻もどってきたんですかぁ!?」

　虎太郎が『ニューワールドらしい』区画を眺ながめていると、リリエルが悲鳴を上げた。

「あわわわ……！　また追い出される……！」

　生まれたての子こ鹿じかのように脚あしを震ふるわせ、ついでにおしっこを洩もらしそうなリリエルは、モニカの後ろに隠かくれながら、今度はか細い声を上げた。

「怒おこられる前に出て行きましょうよぉ……」

　彼女の視線の先には、一いつ軒けんの酒場が──それも、やけに見覚えがある酒場がある。

「ああ、あの時の！」

　ポン、と手を打つ虎太郎。

「道理で見覚えがあると思った」

「なきゃおかしいですよ！」

　ハハハ、と軽く笑う虎太郎と、涙なみだを浮うかべるリリエル。

　そう、通りの向かい側にあったのは、勇者一行が初日に訪おとずれた酒場だった。

　そこで険悪な雰囲気を作り、満場一いつ致ちで追い出されたことは、まだ記き憶おくに新しい。というより、忘れたくても忘れられない。あのような最悪のスタートは滅めつ多たになかった。

「まあ、でも、やっぱり場ば違ちがいだな」

「退散した方が良さそうね」

　あの時は話を聞きたいという気持ちが勝ったが、冷静になって辺りを見れば、勇者一行は明らかに場違いだった。西部劇のような街並みの中で、彼らだけ毛色が違う。服装ひとつ取ってみても、ここでは明らかに浮いていた。

「案内してくれて悪いんだけど、別のところに行こう」

　ジロジロと開拓者たちに見られ、その視線に堪たえかねた虎太郎は、たまらずヴァンデッタにそう持ちかけたが、

「……って、あれ？　ヴァンデッタ？」

　いない。この区画に着くまでは隣となりにいたのに、いつの間にか姿を消している。

「参ったな」

「見当たらないわね」

　この広いゼノベガスで、心強い案内人を得られたと思ったのに──。

　はぐれてしまっては意味がない。取り残された勇者一行は、心細そうにきょろきょろと辺りを見回して、

「よー、お待たせ」

「ああ、いたいた！」

　すぐにも捜さがしていた姿を見つけ、ほっと安あん堵どの息をはいた。

「何してたんだ？　姿が見えなかったけど」

「ああ、服屋に声をかけてたのさ」

「「「「「服屋？」」」」」

　ヴァンデッタはくいっと親指を背後に差し、その先に勇者一行は視線を移した。

　なるほど、服屋だ。布や牛の頭骨で飾かざられ、ベストやブーツ、帽ぼう子しなどが棚たなに並べられている服ふく飾しよく店がある。ただ、そこにどのような用があったのか。手ぶらのヴァンデッタを、勇者一行が不思議そうな顔で見ていると、

「あっはは、違う違う。あたしの服を買ったんじゃないよ」

　ヴァンデッタはカラカラと笑い、

「買うのはあんたらの服。その準備をしてたの」

　そう言って、虎太郎たちを店に連れて行こうとした。

　しかし、虎太郎はこの申し出にきょとんとしてしまう。

「ええ？　いや、俺は別に今のままでいいぞ？」

「あんたが良くても、お仲間はどうかな？　ねえ、興味あるよねえ？」

「まあ、少しは……」

　満まん更ざらでもなさそうな少女たち。それを見たヴァンデッタは、思ったとおりだと笑い、

「それに……」

「それに？」

「身なりが良くて、育ちも良さそうな坊ぼつちゃんがいました。そいつは何人も女を侍はべらせ、物もの珍めずらしそうにあちこち見ています。それだけならまだしも、わざわざ庶しよ民みん向けの店に来て、『ねえねえ、話を聞かせて欲しいんだけど』と無ぶ遠えん慮りよなことを……」

「「「「「申し訳ありませんでした」」」」」

　再びの土下座だった。

　要するに、彼女は周りに合わせろと言っているのだ。浮いたままでいるのではなく、せめて服だけでも替かえて、馴な染じむ努力をしろと。

「ドレスコードってほどじゃないけど、ここらにいる時は、それっぽい格好をした方がいいよ。それだけでトラブルがグッと少なくなる」

「すまない、面めん倒どうをかけて……」

「いいよいいよ」

　郷ごうに入っては郷に従えと分かっていたが、身なりまで気が回らなかった。

　質素倹けん約やくに生きてきた勇者らしい話だ。自分でもそう思いながら、虎太郎は今度こそ、ヴァンデッタの後についていった。




『何を食べたらそんなに大きくなるんだい？』

『え？　胸……の、ことでしょうか？』

『そうそう。その乳ちち牛うしみたいな胸』

『あっ、それはわたしも気になっていました！』

『豊胸剤ざいでも使用したのですか？』

『いえ、特には何も……や、やはり、気になります？』

『まあ、ねえ。ほら、ベストがぱつんぱつんじゃない』

『今にもボタンが弾はじけ飛びそうですね……って！』

『『『『おっぱいが爆ばく発はつした!!』』』』




「……………………うーむ」

　件くだんの服飾店、その試着室で、虎太郎が悩なやましげな顔をしていた。

『すごいなあ、おっぱいの圧力だけであんなになるんだ』

『ちょっとした兵器ですよね』

『も、もう……！』

　隣の部屋から聞こえてくる少女たちの声。筒つつ抜ぬけになっていることを知らないのか、遠えん慮りよを知らないガールズトークは、健全な青少年にはいささか刺し激げきが強かった。

「とりあえず、ここから出よう」

　これ以上、おっぱいだのお尻しりだのを聞いていたら、頭がどうにかなりそうだ。

　微び妙みように火ほ照てる顔を手で扇あおぎながら、虎太郎は試着室のドアを開けた。

　すると、そこには、

「やっ」

　ヴァンデッタがいた。彼女は、虎太郎の上から下まで見ると、

「うんうん、なかなか様になってるじゃないか。似合ってるよ」

　嬉うれしそうに何度もうなずいた。

「そうかな？　自分じゃよく分からないけど……」

　そう言って、姿見に自分の体を映す虎太郎。

　カウボーイハットに真っ赤なスカーフ。涼すずしげなシャツにズボンとベスト。

　典型的なカウボーイスタイルだ。いや、ガンベルトに剣けんを差している分、何やらアンバランスのようにも感じる。しかし、ヴァンデッタは、そこがいいんだよと言わんばかりににやりと笑っていた。

「前のすかした格好も良かったけどね。ワイルドなのもいいと思うよ」

「あ、ありがとう」

　ここまであけすけに褒ほめられると、逆に照れくさくなってしまう。

　かゆくもないのに頰ほおをポリポリとかいて、どこかへ視線を逸そらして──。

「お待たせしました！」

　その時、試着室のドアが開き、ぴょこんとリリエルが飛び出してきた。

「どうでしょう、勇者さま？」

　えへへ、と嬉しそうに笑い、くるりと回ってみせるリリエル。

　動きに合わせてポンチョがふわりと浮き上がり、傘かさのようにくるくる回る。

「うん、似合ってるよ」

「ありがとうございます！」

　頭を撫なでられ、幸せそうな顔をするリリエル。

　彼女が開いたドアから、他ほかの少女たちも続々と出てくる。

「たまにはいいわね、こんな格好も」

「そうでしょうか？　や、やはり、きわどかったかも……」

「問題ないように思いますが？」

　エクセリア、モニカ、プリムローズ。

　いずれもカウガール姿となった少女たちは、しかし、それぞれに違いがあった。

（リリィちゃんとプリムはちびっ子ガンマンみたいだな……）

　ハットを目ま深ぶかにかぶり、ポンチョで上半身を覆おおったふたりは、ガンマンごっこをしている子どものようにも見えた。

（逆にこの人は……）

　牛うし柄がらのズボン、窮きゆう屈くつそうな胸、裾すそ結むすびのシャツ。ヴァンデッタが言っていた乳牛が擬ぎ人じん化したような姿だ。

「虎太郎さん、変じゃないですか……？」

「いえ、似合ってますよ」

　どうにもセクシーなモニカに、努めて爽さわやかにふるまう虎太郎。バニースーツよりはよほどマシだが、この姿に慣れるには、少し時間がかかりそうだった。

「ねえ、虎太郎。私はどうなの？」

　最後に声をかけてきたのは、エクセリアだった。

（うん、これはいい）

　虎太郎は素す直なおにそう思った。全体的に黒い衣い装しよう。帽子もベストもスカートも黒い。

　それがエクセリアという少女にピタリと決まっている。何を着せても似合う少女ではあるが、これはまた別格だった。

　元のドレス姿が花だとすれば、これは──。

「殺し屋みたいだな」

「なんですって？」

　ハハハ、と笑いながら言った虎太郎に、怒いかりの目を向けるエクセリア。

　彼女の瞳ひとみは赤く染まり、それは地じ獄ごくの業ごう火かのように煌こう々こうと輝かがやいている。

　どうやら虎太郎は地じ雷らいを踏ふんだようだ。いや、それどころか、全力で踏み抜ぬいてしまったらしい。男子小学生が相手ならまだしも、年とし頃ごろの少女に「殺し屋みたい」とは。褒めるにしても、もう少し、違う言葉があっただろうに──。

「ギャーッ!?　ゆ、勇者さまが宙ちゆう吊づりにーっ！」

　結果、アイアンハングを喰くらって持ち上げられる虎太郎。

　ぶらぶらと揺ゆれる少年を見つめながら、

「あいつのああいうとこ、逆に尊敬できるな、あたし」

　ヴァンデッタは、フッと鼻を鳴らすのだった。
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「あっ、美味おいしいですね、これ」

「本当に……素そ朴ぼくな味がします」

　酒場の端はし、八人がけのテーブルに陣じん取どって、勇者一行は遅おそめの朝食を取っていた。

「とうもろこしのパンケーキだなんて、見たことありませんでしたが」

「ハチミツと良く合いますよね！」

　パンケーキをつつきながら、おしゃべりを楽しむモニカとリリエル。

　甘かん味み好きなふたりにはたまらない一品だったようだ。気分も弾はずむふたりは、これをゆっくり味わおうと思ったが──料理はまだまだ来るようだ。

「はーい、お待たせ」

「おっ、きたきた。これがまた美味うまいんだ」

　ウェイトレスから大皿を受け取ったヴァンデッタが、嬉しそうに手をすり合わせる。

　そこにはベーコンエッグ、ベークドビーンズ、カボチャのパイやピクルスがあふれ出さんばかりに盛られていた。

「これもひとつのワンプレートですね」

　そう評しつつ、ベーコンエッグを自分の皿に移すプリムローズ。

　彼女はそれをパンにのせ、がぶりと大きくかぶりついた。

「どうだ？　美味いだろ？」

「はい。シンプルですが、食べ飽あきない味がします」

「そうだろそうだろ」

　ぐりぐりとプリムローズの頭を撫で、嬉しそうな顔をするヴァンデッタ。

　誰だれでも故郷の味を褒められたらいい気分がするものだ。彼女も例外ではなく、鼻歌混じりのヴァンデッタは、手ずから料理を取り分けていた。

「それにしても、豊かな食しよく卓たくですね」

「てっきり、贅ぜい沢たくができるのはお金持ちだけだと思っていました！」

「そんなわけないよ。食わなきゃ力が出ないし、働けないからね。食事に関しては、開かい拓たく初期からこだわっていたみたいだよ」

「そのようですね。塩しお漬づけ、酢す漬づけなど、味と保存の工く夫ふうが見受けられます」

「へえ、目が利きくちびっ子じゃないか」

　和気藹あい々あいと食事を続ける少女たち。

　彼女らと同じテーブルを囲みながら、虎太郎は、

「うう、ま、まだ頭が痛い……」

　食事も取らずに頭を抱かかえていた。

「ふん。自じ業ごう自得よ」

　彼の隣となりに座るエクセリアは、不ふ機き嫌げんそうに食事をしていた。腹いせのように虎太郎の皿に豆を移し、素知らぬ顔でハムエッグだけを食べている。相当、怒おこらせてしまったようだ。こうなってはどうしようもないと、虎太郎はただただ頭を下げていた。

「すまない。本当に失言だった」

「いいわよ。別に謝らなくて。もう怒ってないから」

「でもな……その、自分なりに褒めようと思ったんだ。似合ってたし」

「………………ふーん。で？」

「え？」

「似合ってたんでしょ？　感想はないの？」

「あ、ああ。やっぱ黒が似合うなーとか、たまにはこんな格好もいいなーとか……」

「ふーん……それから？」

「いいっ!?　えっと、だな。見事に着こなしてるなーとか……いや、本当だぞ!?　お世辞っぽくなってきたけど、本心だからな!?」

「はいはい」

　ひらひらと手を振ふって、虎太郎を邪じや険けんに扱あつかうエクセリア。

　そこに食い下がり、なおも彼女を褒め称たたえる虎太郎。

　そんなふたりを見ながら、他の少女たちは──。

（（（（いちゃいちゃしてる……））））

　喧けん嘩かをしているように見えて、バカップルのいちゃつきのようになっている。

　その高度なプレイに、少女たちはツッコミのひとつも入れたくなったが──。

　まあ、それを指し摘てきするほど野や暮ぼではない。ここはグッと我が慢まんして、あるいはサラリと受け流して、我関せずとばかりに食事を続けた。




「やあ、ヴァンデッタ。コーヒーはいるかい？」

「ああ、もらうよ」

「あら、ヴァンデッタ。いたの？」

「生あい憎にくね。今日もピンピンしてるよ」

「ん？　誰かと思ったらヴァンデッタか。連れがいるなんて珍めずらしいじゃないか」

「まあ、そんな日もあるさ」

　ブランチを済ませた勇者一行は、まだ酒場でまったりしていた。

　すると、ひとり、またひとりとヴァンデッタに声をかける者が現れて、そのやり取りを見ていた虎太郎は、感心したように彼女に話しかけた。

「ずいぶんと顔が広いんだな」

「まあね。これでもこの辺りの顔役だからね」

「そういえば、保安官だもんな。何かと頼たよりにされるんだろうな」

「ん……まあ、そういうことにしておくよ」

「……？」

　ヴァンデッタにしては歯切れが悪い。

　しかし、わざわざ問い詰つめるようなことでもない。

　虎太郎はさして気にも留めず、話を次へと持っていった。

「それで、食事は済ませたけど、次は何をするんだ？」

　ホテルを出る前、ヴァンデッタは思い切って遊ぶと言っていたが、

「そりゃもちろん。ギャンブルだよ」

　予想に違たがわず、賭かけ事をするようだ。それならばと、虎太郎は席を立つ。

「それじゃ行こうか。どこのカジノでやるんだ？」

「カジノ？　ははっ、わざわざそんなとこに行かなくていいじゃないか」

「えっ？」

「ほら、対戦相手ならそこらにいるだろ？」

　そう言って、彼女が指差した先では、確かにギャンブルが行われていた。

「ほら、引けっ！　引けっ！」

「ううう……神様、どうかっ！」

「あらー、残念。神様も薄はく情じようだわねぇ」

　ダイスやカードを使った簡単なゲーム。

　ハイアンドローに酒代を賭けたり、ババヌキのようなものでチップを賭けたり、多くのテーブルで男たちが賭け事をしていた。いや、それだけではなく、彼らの勝敗さえ賭けの対象にされ、女たちもキャイキャイと声を上げていた。

「あいつらに揉もんでもらえばいい。小額でも受けてくれるよ」

「いや、でもな……」

「なに恥はずかしがってんのさ。ほら、呼ぶよ？」

「え、ええっ？」

「おーい！　勝負したい人ー！」

「「「「「は─────────い!!」」」」」

「うわああぁっ!?」

　ヴァンデッタが手を上げたかと思うと、ドドドッ！　と、雪な崩だれ込むように男たちがやってきた。彼らの手にはギャンブル道具が握にぎられており、その目は爛らん々らんと輝いている。

　どうやら、賭け事が大好きという国民性に偽いつわりはないようだ。酒場のすみでは、早くもトトカルチョが開かれていた。

「小こ僧ぞう！　ハイアンドローは知ってるか？」

「まあ、待て待て。まずはカードの奥深さをだな」

「オレはミニルーレットを持ってるぞ！」

「え？　え？　えええ……？」

　男たちがグイッと身を乗り出して、鼻息荒あらくギャンブルに誘さそってくる。

　その勢いに目を白黒させながら、虎太郎は隣のヴァンデッタに話しかけた。

「み、みんな、本当にギャンブルが好きなんだな」

「まあね。こればっかりは性しよう分ぶんってやつさ」

「それにやけにフレンドリーだ。やっぱ、この服が良かったのかな……」

「ああ、それはね。それもあるだろうけど」

　ヴァンデッタは含ふくみがあるようににやりと笑い、

「今、あんたはちょっとした有名人だからね」

　意味深なウィンク。虎太郎がぽかんとすると、

「山みてえなロックイーターを倒たおしたんだって!?」

「バカ、盛り過ぎだ。オレは精々、この通りぐらいだって聞いたぜ」

「十分でかくないか、それ？」

「いやあ、あの時は助かったよ」

　質問やら何やらをぶつけてくる男たち。

　どうやら、グランワーム討とう伐ばつの一件が広まっていたらしい。

　感謝も伝えられるということは、彼らの中に鉱夫もいるのだろう。その者の口から、冷めやらぬ興奮と共に、やや大げさなことを吹ふき込まれたわけだ。

「グレイソンにもバニー勝負で勝ったんだろ？」

「ああ、あれは見事なバニーだった。こう、胸や尻しりがボンッて出ててな」

「若いのにいい趣しゆ味みしてるぜ」

「は、ははは……」

　ラビットハウスでの一件も伝わっているようだ。

　そちらはどうにも不ふ名めい誉よに思えたが──有名なことに変わりはない。

　男たちは、その『時の人』に親しみを感じているようだった。

「一いつ攫かく千金か。あやかりたいねえ」

「そして、あわよくば、利益のおこぼれを……」

「ぐふふふふ……」

　多少、打算的な思おも惑わくもちらつかせつつ、グイグイ迫せまってくる男たち。

「「「「「さあ、何の勝負をする!?」」」」」

「そうは言われましても……」

　とうとう虎太郎は壁かべ際ぎわまで追いつめられ、困ったように視線を逸そらし──。

「あ」

　そこで、ハッと何かに気がついた。

「どうしたんだ？」

「スリースターズをやりましょう。勉強させてください」

　今度は男たちが呆あつ気けに取られる番だった。

　スリースターズ。専用のダイスを使った、駆かけ引きの難しいゲーム。

　玄人くろうと好みのそれが、まさかこの少年の口から出てくるとは思わなかった。

「そんなのより、もっと素人しろうと向けのゲームもあるんだぞ？」

　あくまで善意から、男たちはそう勧すすめたが、

「いえ、スリースターズで」

　虎太郎は頑がんとしてゆずらない。どうしてもスリースターズにしたい理由があるようだ。

　それがどうにも気になって、ひとりの男が問いかける。

「何でだ？　何かこだわりでもあるのか？」

「こだわりというか、何というか……」

「んん？」

「ボロ負けしたゲームなので、これだけでも覚えてリベンジしようかと」

「…………は？」

　一いつ瞬しゆん、ぽかんと口を開くと、

「そうか、リベンジしたいのか！」

　ワッと歓かん声せいが沸わき、男たちは虎太郎の背中や腕うでをバンバンと叩たたいた。

「いやあ、案外、骨があるやつだなあ！」

「うんうん、カモられたら、きっちりやり返さないとな！」

　虎太郎の見せた反骨精神を、男たちは好ましく思ったようだ。

　そうだ、負けてもへこたれないたくましさこそ、ギャンブラーには求められる。そして、それは開かい拓たく者の持つ不ふ屈くつの精神でもあり、ここではそれが何より尊ばれた。

「よし、やろう！　スリースターズをやろう！」

「だがな、手加減はしねえぜ。やるからには真しん剣けん勝負だ！」

「はい！　望むところです！」

「ようし、よく言った！　来い！　卓たくを用意する！」

　すっかり打ち解け、男たちに連れられていく虎太郎。

　その背中を見送りながら、ヴァンデッタは──いや、残された少女たちは、

「は、入っていけない」

　あまりの暑苦しさに、割って入ることもできずにいた。

　それをヴァンデッタはフッと笑い、

「男の世界だね」

　と、一言で締しめくくった。
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「おつかれー！」

　ポン！　と景気のいい音が部屋に響ひびいた。

「今日は頑がん張ばったね。まあ、飲みなよ」

「おっとっと……」

　細長いグラスに注がれた液体は、しゅわしゅわと泡あわを出し、ふわりと甘い香かおりを立ち昇のぼらせた。それが消えないように、ヴァンデッタは急いで飲み物を注いで回ると、グッとグラスを持ち上げて言った。

「行き渡わたったね？　それじゃ、かんぱーい！」

「か、かんぱーい」

　そして、有う無むを言わさぬ乾かん杯ぱい。ヴァンデッタのペースに巻き込まれた虎太郎たちは、わけも分からずグラスに口をつけ、

「あ、美味おいしい」

　未知の味に、おっと驚おどろきの表情を浮うかべた。

「白ブドウ味の炭酸？　ちょっとクセがあるけど、いいな、これ」

「ふふっ、お気に召めしていただいたようで何より」

　知っているようで知らない味だ。しかし、決して悪くない。一息に飲み干した虎太郎は、すぐに次の一いつ杯ぱいを注いでもらった。

「うん、やっぱり美味しい。なんか高級な味がする」

「高級……や、やっぱり、高いんじゃないですか？　この部屋みたいに……」

　虎太郎のふとした一言に、リリエルが過か敏びんに反応した。

　──部屋。そう、この部屋はただの部屋ではない。

　ゆったりとした間取り。よく磨みがかれた飴あめ色いろの家具。テーブルの上には果実が盛られた皿があり、その周りには『高級そうな飲み物』のボトルが何本も置かれている。

　それに何より、この絶景！　ガラス張りの窓からは夜のゼノベガスが一望でき、そこには星のように煌きらめく無数の照明があった。

　これだけ条件のいい部屋が、ただの部屋であるわけがない。

　ここはスイートルーム。ホテルの中でも最上位に位置し、それに見合うだけの金額が求められる聖域だった。

「打ち上げをして、寝ねるだけなら、ただの部屋でも……」

「ダメダメ。遊ぶって決めたんなら、パーッと使わなきゃ」

「うう、でも……でも……」

「ほらほら、飲んだ飲んだ」

「うううう……え、遠えん慮りよしまーす！」

「ありゃ、逃にげちゃった」

　やはり天使といったところか、リリエルは散財するにも罪悪感を覚えていた。

　それがどうにも耐たえ切れず、彼女はぴゅうと逃げ出してしまったわけだが──。

　眠ねむくなったら戻もどってくるだろう。今はそっとしておこうとも考えて、仲間たちは特に追うこともしなかった。

「それにしても、よく頑張ったね。結構、食くいついてたじゃないか」

「そうか？　途と中ちゆうでテンパったりしてたんだけど」

「あれだけやれれば十分だよ」

「そっか……」

　グラスを傾かたむけながら、今日のことを振ふり返る虎太郎。

　あれからスリースターズに挑いどんではみたものの、百戦錬れん磨まの勝負師たちに翻ほん弄ろうされてばかりだった。ヴァンデッタの言うように、時折、周囲が驚くような勝負強さを見せたが──結局はその程度だ。付け焼き刃ばでどうにかなる世界ではなく、ゼノン討伐への道のりが遠く感じられた。

「まあ、でも、楽しかったな」

　飲み物をあおり、虎太郎はぽつりとつぶやいた。

「そうかい？」

「ああ。ゲームなんてろくにやったことなかったけどさ。面おも白しろいよな」

　自分の気持ちを確かめるようにうなずく虎太郎。

　そう、面白かった。対戦相手との駆け引きが、出目に恵めぐまれた喜びが、直後に訪おとずれた逆転でさえも、どれも心を躍おどらせてくれた。金額以上に、これを味わうために、人は賭かけというものをするのかも知れない。そう思った虎太郎は、余よ韻いんに浸ひたるように微ほほ笑えんで、

「なあ、お前たちもそう思うよな？」

　と、仲間たちの方へと視線を移した。

　すると、

「そうれすね、虎太郎ひゃん」

「……ん？」

　何やら、珍ちん妙みような返事があった。

「わらしもぉ、サイコロを転がしたんれすよぉ。そうしたらぁ」

「え？　モ、モニカさん？」

　続けて返ってきたのは、舌っ足らずな声と、熱く甘い吐と息いき──。

「うわっ！　さ、酒臭くさい!?」

　ここで初めて、虎太郎は異変の原因に気がついた。

　今までカパカパと飲んでいたのは、ひょっとしてお酒？　妙みように口当たりが良かったから気がつかなかったが、もしかすると、度数も高いのではなかろうか。

「虎太郎ひゃん、暑い、この部屋ぁ、ちょっと暑いれすぅ」

「モニカさん！　ちょっ、ちょっと、危あやういですよ！」

　虎太郎に近づいて、胸むな元もとを開くモニカ。火ほ照てった肌はだが艶なまめかしく、虎太郎は真っ赤になって目を逸らす。すると、今度はジト目のエクセリアと目が合って──。

「……」

「……」

「…………」

「…………な、何か？」

「虎太郎！」

「はい！」

「虎太郎！　もー！　虎太郎！」

「いたっ！　いたっ!?　な、なんだよ、リア？」

「いっつも、どこでも、デレデレしてー！」

「ええええっ!?」

　そこまでだらしない人間ではなかったはずだ。なのに、エクセリアは牛のようにもーもー言いながら、ぽかぽかと虎太郎を叩いてくる。

　完全に酔よっ払ぱらっている。しかも怒おこり上じよう戸ごだ。

「あー！　虎太郎がー！　デレデレしてー！」

　かと思えば、今度は泣き上戸だ。
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　声を上げてわんわんと泣くエクセリアに、虎太郎の混乱は頂点に達した。

「プ、プリム！　助けてくれ！　こう、未来的な機械で！」

　こうなっては、頼たよれる仲間にすがるしかない。唯ゆい一いつ、まともそうなプリムローズに虎太郎は手を伸のばし、それを彼女ははっしとつかみ、

「分かりました、マスター」

「おおっ！」

「補給もプリムローズにお任せください」

「よし！　……って、え？」

　次の瞬しゆん間かん、転移光に包まれて、謎なぞの機械が少女の背後に現れた。

　それはホースがついたポリタンクのようで──。

　そこにプリムローズは酒を注いで──。

「システムオールグリーン。経口補給、開始します。ひっく」

「待て！　おかしい！　なんかおかしいぞ、プリム!?」

　迫せまり来るホースの先せん端たんに恐きよう怖ふを覚え、虎太郎は脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

　しかし、行く手をモニカに阻はばまれ、エクセリアにはしがみつかれ、

「うごおおおおおおおっ!?」

　口の中にはずるりとホースが入り込んでくる。

　そして、ドクン！　ドクン！　と音を立てて注がれる酒。

　その感かん触しよくを味わいながら、虎太郎はゆっくりと意識を手放していった。
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　揺ゆれている。たゆたっている。

　薄うす暗くら闇やみの中、意識だけがどこかに漂ただよっている。

　それを自覚した時、ゆっくりと目が覚めていき──。

「う、うう……」

　ふらつきながら身を起こす虎太郎。

　どうやらここは寝しん室しつのようだ。キングサイズのベッドの上で、今まで横になっていたらしい。そこまでは分かるのだが、

「な、何があったんだ？」

　右にはモニカが、左にはエクセリアが、あられもない姿で転がっていた。

　下着姿の少女たちは、それぞれ、虎太郎に抱だきつくように腕うでを絡からめ、すぴょすぴょと気の抜ぬける寝ね息いきを立てている。そこまで確かく認にんしたところで、ベッドの端はしに、やはり半はん裸らのプリムローズが引っかかっているのを見つけてしまった。

　本当に、何がどうなってこの状じよう況きようになったのだろう。

「そういえば……」

　ズキリと痛む頭。この痛みは噂うわさに聞く二日酔いではあるまいか。

　そう思った時、彼は部屋に漂う酒気、甘ったるい酒臭さに気がついた。

「そうか、酔っ払ったのか」

　おとそや祝い酒を飲んだことはあるが、こうも酔うのは初めての経験だった。

　いや、酔ったのではなく、酔い潰つぶれたのだ。今日は羽目を外すと決めていたものの、こんな事態に陥おちいるとは、まったく不覚というものだった。

「うう……気持ち悪い……」

　口元を押さえながら立ち上がる虎太郎。なぜか脱ぬがされかけていたシャツがぱさりと落ちて、しかし、彼はそれを気にも留めずに部屋から出て行こうとする。

「風呂ふろにでも入ろう……」

　体を引きずるようにリビングへ出て、そのまま浴室を目指す。乱らん痴ち気き騒さわぎの痕こん跡せきが目の端に映ったが、それを片づける気力が、今の彼にはなかった。

「おお、ありがたい。さすがのサービスだな……」

　そして、ようやくたどり着いた浴室。部屋の中心には浴よく槽そうが埋うめ込まれており、そこにはたっぷりと湯が張られていた。

「うう、早く、アルコールを、抜こう……」

　緩かん慢まんな動作でズボンやパンツを脱ぎ、湯の中に体を沈しずめる虎太郎。

「ああ～……」

　肩かたまでお湯に浸つかった彼は、まだ酒臭い息を大きく吐はき出した。

「生き返るな……」

　ジャグジーの泡あわに溶とけて、あるいは湯気と共に、毒気が抜けていくようだ。

　浴槽の縁ふちに体をあずけた虎太郎は、ぼんやりと夜景を見つめながら、しばらくその感覚に浸っていた。

「しかし……」

　そうした時間の中で、ふと、思った。

（正せい攻こう法ほうでゼノンは倒たおせるのか……？）

　勇者らしくない気弱な思考。彼には似合わない頼りない弱音。

　それは酒の毒気に弱って出てきたものだろうか？　いや、そうではない。

　ガラス張りの壁かべの先、一面に広がる夜景を見ていると、どうしようもなく不安になる。

　相手はこの街を、己おのれの才覚と力のみで築いた男だ。それを昨日今日、ギャンブルを始めたばかりの少年が勝てるというのか。

　これまでも多くの困難が立ち塞ふさがったが、こうも専門外のことは初めてだ。

　果たして、自分はゼノンに勝てるのだろうか──。

「……考えてもしょうがないな」

　バシャバシャと顔を洗って、虎太郎はつぶやいた。

「なるようになるさ。俺がダメでも、仲間がいる」

　そうだ、彼はひとりではない。彼には仲間がいて、これまでも仲間と力を合わせてきたではないか。その絆きずなを信じず、何を信じるというのか。

「よし！　明日あしたも頑がん張ばるぞ！」

　アンニュイな気分を振ふり払はらい、グッと顔を引き締しめた虎太郎。

　彼は拳こぶしを突つき上げると、

「目指せ！　ゼノン討とう伐ばつ！」

「おー！」

「よしっ！　……って、ん？」

　合いの手もタイミングよく決まり、虎太郎は満足げにうなずいて──。

　そこで、ぴたりと動きを止めた。

「………………は？」

　ギギギ、と、錆さびついた機械のように、ぎこちなく首を回す虎太郎。

　彼の視線の先、というより隣となりには、一糸まとわぬ赤毛の少女がいて、

「やっほ♪」

　虎太郎と顔を合わせた彼女は、軽い調子で片手を上げた。

「ヴァンデッタ!?」

「はいよ」

　上げたままの手をひらひらと振って、いつもどおりにふるまうヴァンデッタ。恥はじらいというものが彼女にはないのか、あちこち丸見えで、それを隠かくそうともしていない。

「何でここに……!?」

「あたしも風呂に入りたかったからね」

「いや、そういうことじゃなくてな」

　虎太郎は裸はだか程度で騒さわぐような少年ではなかったが、この状況を看過できるほど不ふ真面目まじめな性格でもない。おかしなことになる前に、どうにかこの場を切り抜けたかった。

　しかし、ヴァンデッタは特に気にした風でもなく、

「まあまあ、ゆっくり風呂に浸かりながら、親しん睦ぼくでも深めようよ」

　と、虎太郎の腕を取り、上がりかけていた腰こしを下ろさせた。

　それを強ごう引いんに振り払うこともできたが──そこまでするようなことでもない。

　虎太郎は諦あきらめたようにため息をつき、浴槽の縁にもたれかかった。

「はあ……ちょっとだけだぞ」

「そうこなくっちゃ♪」

　ひょっとすると、今の今まで、ひとりで飲んでいたのかもしれない。いつもより機き嫌げんの良さそうなヴァンデッタを見ながら、虎太郎はぼんやりとそう思っていた。

「はー、いいお湯だねー」

「ああ」

「夜景も綺き麗れいだねー」

「そうだな」

「でもさ、十年前も良かったんだよ。みんなで焚たき火を囲んでさ、大人は酒やコーヒーとか飲みながら、子どもは星を見ながら、眠ねむくなるまで語り合って……」

「それは風ふ情ぜいがありそうだな」

　虎太郎の素っ気無い返事にも嬉うれしそうに、ヴァンデッタは無む邪じや気きに昔のことを語る。

「それでも眠れないと、父さんが膝ひざに乗っけてくれて、母さんが唄うたを歌ってくれたんだ。それがさ、綺麗な声でさ……」

「そっか、いいご両親だな。今もこの街にいるのか？」

「……ずっと昔に死んじゃった」

「……すまない」

「いや、いいよ。もう慣れたし、さ」

　力なく笑うヴァンデッタ。今の彼女に、先ほどまでの明るさはもうなかった。

　それきり言葉も途と切ぎれてしまい、浴槽には重苦しい沈ちん黙もくだけが残った。ふたりは口をつぐんだまま、ただ夜景をじっと見つめ──。

「……あんたの両親は？」

「ん……？」

「元気にしてるの？　まだ生きてるの？」

　ヴァンデッタが、少しだけ虎太郎の方を見て、ぽつりとつぶやいた。

　その問いかけに、虎太郎は小さくうなずいて、

「ああ。元気にしてるよ。この時間だと、家で寝ねてると思う」

「戻もどってあげないの？　その、家にさ」

「まだ旅の途と中ちゆうだからなあ。魔ま王おうを全部倒さないと、元の世界には帰れない」

「そういやそうだったね……」

　ヴァンデッタはゆっくりと前を向いた。

　そして、しばらく考え込んだかと思うと──今度は体ごと虎太郎の方へ向け、真しん剣けんな表情で問いかけてきた。

「ねえ、ほんとにゼノンを倒そうと思ってるの？」

「どういうことだ？」

「相手は大物だよ。賭かけの腕もあんたよりはるかに上だ。それでも倒そうって？」

　探さぐるような目つきだ。虎太郎の本心を見み抜ぬこうとしている。

　──なぜ？　それは虎太郎には分からなかったが、ヴァンデッタの意図を知ろうが知るまいが、彼の答えは変わらなかった。

「倒す。魔王ゼノンは必ず倒す」

「なんで？」

「俺が勇者だからだ！」

　理り屈くつではない。説明もいらない。勇者だから魔王を倒す。単純明快な答えである。

　その、この上なくシンプルな答えに、ヴァンデッタは──。

「ぷっ、ははっ！　あははっ！」

　まあ、当然のように笑っていた。

「なにそれ、答えになってないじゃない！　ははっ！」

「いや、そういうものなんだって。こう、『あっ、こいつは倒さなくちゃいけない系の魔王だ』ってのが直感的に分かってだな」

「倒さなくちゃいけない系って！　ほ、他ほかにもいるの？」

「いるぞ。『裏に黒幕がいるな系』とか、『実はいいやつ系』とか」

「実はいいやつ系の魔王！」

　ヒーッ！　と引きつった笑い声を上げ、腹を抱かかえて身をよじるヴァンデッタ。

　本当のことを話して笑われるのは心外だが、彼女に明るさが戻って良かった。

　虎太郎は自分を納なつ得とくさせ、笑うヴァンデッタを見つめていた。

「うん、でも、そういうもんかもしれないね」

　しばらくして、笑いも収まったヴァンデッタは、ふうっと息をはいてそう言った。

「あたしも半分はネイティブだからね。なんとなく分かるって感覚は理解できるよ」

　どこか吹ふっ切れたように語る彼女に、先ほどまでの暗さはない。それどころか、むしろ清すが々すがしい顔をして、ヴァンデッタは手を差し出してきた。

「これまでつかず離はなれずでいたけど、あんたに特別な力があって、何より本気だってんなら話は違ちがう。これからは本格的に協力するよ」

「いいのか？」

「いいよ。あたしもちょっと、あいつには貸しがあって、ね」

　夜景の中心、ゼノンの居城たるホテルに、鋭するどい目を向けるヴァンデッタ。

　何のことはない。彼女もまた、ゼノンを倒す機会をうかがっていたのだ。

　そのための仲間として、虎太郎たちはお眼鏡めがねに適かなったというわけだ。

「そういうことなら、遠えん慮りよなく。これから頼たのむぞ、ヴァンデッタ！」

「ああ！」

　差し出された手を握にぎり、固く握あく手しゆを交かわすふたり。

　強い味方を得られ、また、絆を結んだ彼らの顔には、自然と笑えみが浮うかんでいた。

「さーて、せっかく仲間になったんだ。もっと親睦を深めようじゃないか！」

「いや、今日はもう遅おそい。風呂ふろから上がったら寝るよ」

　遠慮がちな虎太郎とは反対に、ヴァンデッタは乗り気だった。

　これが荒こう野やの女というものだろうか。たくましいバイタリティを見せつけながら、彼女はあれやこれやと案を浮かべる。

「いやいや、遠慮するなって。夜はまだ長いんだ。さあ、どうする？　酒でも飲む？　ルームサービスでも呼ぶ？」

　彼女は指折り数え、それを提示し、

「それとも……」

　その中で、不意に微ほほ笑えんだかと思うと、

「もっといいこと、しよっか？」

　虎太郎の耳をくすぐるように、甘い声でささやいた。

（……いいこと!?）

　事ここに至って、ようやく、虎太郎は自分たちが裸だったことを思い出した。

　更さらに、こうならないよう気をつけていたことを思い出したが──時すでに遅しというものだ。ヴァンデッタは虎太郎にしなだれかかり、その胸を彼の腕うでに押しつけていた。

「親睦、深めるんだろう？」

　否定の言葉が出てこない。口は動くも、のどの奥で詰つまってしまっている。

『女と酒に慣れて──それでやっと一人前さ──』

　今朝のヴァンデッタの言葉がよみがえる。同時に、胸の鼓こ動どうが速さを増していく。その音を確かめるように、ヴァンデッタは虎太郎の胸むな板いたに手を這はわせ、

「あたし、あんたのこと、嫌きらいじゃないよ……」

　熱っぽい目で、虎太郎のことを見上げてきた。

　この真っ直すぐな態度、己おのれの本心に忠実なところは、まさに荒野の女といったところか。

　このままでは虎太郎は、この情熱的なハリケーンに巻き込まれ、一夜のうちに大人の階段を駆かけ上ってしまう。

　しかし、逃にげようにも体が動かず、彼は魅み入いられたように固まってしまっていた。

（まずい！　こ、このままでは……このままだと、どうなってしまうんだ!?）

　葛かつ藤とう、自問自答、少しの興味に、何かしらの罪悪感。それらが渦うず巻まき、目を回してしまいそうな虎太郎を、ヴァンデッタは──。




「あ～……虎太郎、お風呂に入ってるの～……？」




　その時、何の前まえ触ぶれもなく、ガチャリと浴室のドアが開かれた。

　現れたのはエクセリアだ。彼女もまた、風呂に入ってさっぱりしたかったのだろう。

　バスタオルを体に巻いた少女は、額を押さえながら、てくてくと数歩だけ進んで、
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「……？」

　浴よく槽そうで密着しているふたりを見つけ、

「……？　……？」

　何か、不思議な生き物を見つけたような顔をすると──。

「へえ」

　と、一言だけ、つぶやいた。

　直後、巻き起こった騒そう動どうについては──推おして知るべしである。




　　　　６




「マスター？　どうされたのですか、その顔は？」

　翌朝、再起動したプリムローズは、部屋の惨さん状じよう以上に虎太郎の異変に驚おどろいた。

「猫ねこにでも引っかかれたのですか？」

「ちょっとね」

　空き瓶びんを拾い集め、乱れた家具の位置を直す虎太郎。彼の顔には穏おだやかな微笑みが浮かんでいたが、髪かみの毛は乱れ、頰ほおには鋭い爪つめ痕あとが刻まれていた。

　一晩見ないうちに、すっかりワイルドになったものだ。

（これがイメチェンというものでしょうか？）

　と、プリムローズは思ったが──。

　真相はもちろん違う。もっとしょうもなく、もっと下世話な話だった。

「虎太郎さん、神様は言いましたよ？　色欲に惑まどわされてはいけないと」

「いやあ、本当にそうかもしれません」

　まだ痛む頰をさすりながら、虎太郎は反省していた。

　昨夜はどうかしていた。男の本能に振ふり回されていた。もしもヴァンデッタが敵の刺し客かくだったのならば、引っかき傷だけでは済まなかっただろう。

（もっと強い心を持たなくちゃな……）

　そう思いながら、虎太郎は空き瓶の最後の一本をテーブルの上に置いた。

「さて、行くか」

　昨夜からのごたごたで、すっかり出立が遅おくれてしまった。

　朝と呼ぶには、もう遅い時間だ。チェックアウトの時間も迫せまってきている。

「みんな、準備はできたな？」

「はいよー」

　手を上げるヴァンデッタと、モニカ、プリムローズ。エクセリアは剣けんの中に引きこもっているので、これで全員、そろったということに──。

「あれ？　リリィちゃんがいないぞ？」

　虎太郎が首をかしげ、寝しん室しつの方へと歩いていく。

「おーい、リリィちゃーん！　……いないな」

　まだ眠ねむりこけているのかと思いきや、どこにもその姿はない。

「他の部屋にもいませんね……」

「トイレでもないようです」

　モニカやプリムローズが辺りを捜さがすも、やはり、見つからない。

　はて、彼女は一体、どこに行ったのだろう。虎太郎たちは彼女の行方ゆくえについて考え、

「昨日の夜にさ、出て行ったっきりじゃない？」

「「「あっ!?」」」

　ヴァンデッタの指し摘てきに、愕がく然ぜんとしてしまった。

「そうだ、そうだよ！　リリィちゃん、戻もどってきてないよ！」

「戻ってくるものとばかり思っていたのですが……」

「捜そう索さくに出ましょう」

　やいのやいのと騒さわぎながら、あわてて部屋を出る勇者一行。

　彼らはホテルの廊ろう下かを足早に進み、小走りに階段を下りていき、

「……なんか、騒がしいな？」

　下の階から伝わるどよめきに、不安を増していった。

「リリィちゃんに何かあったのかもしれません！」

「……急ごう！」

　三段飛ばしで階下を目指し、どよめきの元を探さぐる勇者一行。

　その間にも、彼らの脳のう裏りには悪い予感ばかりが浮かんでは消えていく。

　死体が見つかった──不運な事故が──冷たい体の少女が──。

（油断していた……！）

　ここは魔ま王おうのお膝ひざ元もと、彼かの者のテリトリーなのだ。紛まぎれもなく敵地であり、そこでは何が起きても不思議ではない。

　それを失念していた。心のどこかで、魔王が動くのはまだ先だと思っていた。

（くそっ！）

　魔王の嘲ちよう笑しようが聞こえてくるようだった。

　隙すきを見せてくれてありがとうと、皮肉たっぷりに言われているようだった。

（頼む、せめて生きていてくれ……！）

　ただそれだけを願い、虎太郎は必死に足を動かした。

　そして、いよいよ階段もなくなるころ、彼の目には玄げん関かんホールへ続く扉とびらが見えた。

　この先だ。この先で、多くの人がざわついている。その喧けん騒そうの中に飛び込むように、虎太郎は観かん音のん開きの扉を押し開け──。




「本当か!?　本当に、あのお方が負けたと……？」

「ああ！　負けたんだよ、オーナーが！　根こそぎ持っていかれたんだ！」

「信じられん！　相手は誰だれだ！」

「いや、それがさ……」




　ガヤガヤと騒そう々ぞうしく去っていく一団。

　スーツ姿のギャンブラーたちは、オーナーが負けた、信じられないと口にしながら、カジノホールへと向かっている。

　見ると、そこには多くの人だかりがあった。どうやら大おお番ばん狂くるわせが起きたようだ。異様な熱気と興奮に包まれているホールからは、例のざわめきが伝わってきた。

「なんだ、そんなことか」

　誰かが死んだ、といった物ぶつ騒そうな事件ではないようだ。

　まずは一安心だと、虎太郎はほっと胸を撫なで下ろしたが、

「いや、大おお事ごとだよ!?」

　追いついてきたヴァンデッタは、血相を変えて驚いていた。

「ここのホテルのオーナーは、この街でも上位のギャンブラーなんだ！　そ、それが負けた……ってか、身ぐるみはがされたぁ!?」

　とても信じられないとばかりに、ざわめきに耳を傾かたむけるヴァンデッタ。

　しかし、伝わってくるのは、いずれも『オーナーが負けた』という情報のみ。こうなっては信じるほかないが──やはり、どうにも疑わしくて、彼女は人ひと混ごみに分け入った。

「お、おい！　待てって！」

　虎太郎たちもあわててその後に続き、彼らはカジノホールの中を進んでいく。

　どうやらホールの中心に注目が集まっているようだが──。

（あれがそのギャンブラー……？）

　今にも椅い子すからずり落ちそうなほど虚きよ脱だつしている紳しん士し。

　それに対して、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑えみを浮うかべている金きん髪ぱつの少女。

　なるほど、狡こう猾かつそうな顔をしている。歳としこそ若いように見えるが、あのサディスティックな目は、誰もができるものではない。残ざん忍にんな性格がそのまま表れているかのようだ。あれはさぞかし名のある勝負師だろう。あのリリエルに瓜うり二ふたつの少女は、

「って、リリィちゃん!?」

　虎太郎は思わず叫さけび声を上げた。

「あれ？　勇者さま？　遅おそかったじゃないですか」

　その声に、件くだんのギャンブラーはすぐさま反応してみせた。

　間ま違ちがいない。彼女はリリエルだ。姿が見えないと思ったら、まさかこんなところにいるだなんて。しかも、ホテルのオーナーを打ち負かしたなどと。

「なんでこんなところに……一体、何を」

「いや～、なんか、わたし、ギャンブルの才能があったみたいで～」

「は？」

「ちょっと本気を出したら、もう、面おも白しろいぐらいに勝てたんですよね！」

　ぷっと吹ふき出して、ケラケラ笑い出すリリエル。

　酔よっているのだろうか？　それにしては酒気がない。

「見てくださいよ。この人、ムキになっちゃって、有り金ぜーんぶ賭かけてくれたんですよ？　おかげで大だい富ふ豪ごうです、わたし」

　やはり様子がおかしい。あの純真なリリエルが、パンクファッションに身を包み、人を小バカにした態度を取っている。まるで不良だ。それに、背中から生えている小さな羽。純白だったそれは、いつの間にか真っ黒に染まっていて──。

「リリィちゃん、あなた！」

　その時、モニカが驚きよう愕がくの声を上げた。

「堕だ天てん使しになったのですか!?」

　リリエルは答えなかった。ただにやにやと笑い、ペッとつばを吐はき出した。

「うっ！」

　それを受けたホテルオーナーは、とうとう力ちから尽つき、床ゆかに倒たおれてしまった。

　何たる仕打ちだろうか。これが敗者に対する扱あつかいか。しかし、リリエルはまったく気にも留めず、心底面白そうにケラケラ笑うと、

「今日からわたしがこのホテルのオーナーです！」

「「「「ええええええええええええええええっ!?」」」」

　ためらいなく、ホテルの乗っ取りを宣言するのだった。







　幕間劇「うちの子、グレちゃいました」




　この数日、天界は祝勝ムードに包まれていた。

「おめでとうございます！」

「おめでとうございまーす！」

　女め神がみの宮きゆう殿でんには花びらが舞まい、天使たちはグラスを高らかに掲かかげている。

「ありがとう！　ありがとーう！」

　中心にいるイリスは涙なみだを流し、これまたグラスを手にしている。

「それじゃみんな、もう一度……かんぱーい！」

「「「乾かん杯ぱい！」」」

　そして、満面の笑みを浮かべての乾杯。それをもう何度繰くり返しただろうか。天使の中には酔い潰つぶれる者まで現れ、

「かんぱーい……むにゃ」

　しかし、彼らの顔は一様に晴れやかだった。

「まさか、こんなに早く魔王が倒されるなんて」

「さすが勇者ですね！」

　天使たちが褒ほめ称たたえているのは、誰あろう虎こ太た郎ろうのことだ。

　あの恐おそろしい暗黒龍りゆうを倒し、魔王さえ瞬しゆん殺さつしてのけた偉い大だいな勇者。彼にかかれば残る魔王も敵ではなく、アイリスガーデンの未来は明るく思えた。

「勇者様に乾杯！」

「イリス様に乾杯！」

　勇者を、そして、それを召しよう喚かんした女神を称える天使たち。

　その中から妙みよう齢れいの天使が進み出てきて、やはり、女神に賛辞を送る。

「おめでとうございます。強き勇者を召喚なされましたね」

「ありがとう、マリエル」

　にっこりと微ほほ笑えむ天使。しかし彼女は、すぐに不安そうに眉まゆをひそめる。

「しかし、よろしいのですか？」

「んー？　なにが？」

「ここ数日、下界の様子を確かく認にんなさっていないでしょう？　何か問題が起きていたら、取り返しのつかないことになるかも……」

「あの勇者なら大だい丈じよう夫ぶなんじゃない？」

「でもですね……」

　心しん配ぱい性しようなのだろうか。いや、そうではないことを、女神イリスは知っている。

「ああ、リリエルが心配なのよね」

「ええっ!?　い、いえ、そのようなことは」

「またまた。隠かくさなくていいじゃない。ね、リリエルママ？」

　そう、マリエルという天使は、リリエルの母親なのだ。

　それも愛情深いママさんだ。そんな彼女のことだ。いくら勇者がついているとはいえ、一日一度は娘むすめの姿を見なければ、気が気ではないだろう。

「ごめんね、今、下界を映すからね」

「その、えっと……お、お願いします」

　おずおずと、しかし、しっかりと頭を下げるマリエル。

　やはり娘が心配だったのだなと、イリスは何やら微笑ましい気持ちで両手を上げた。

「はい、これが今のリリエルよ」

　そして、精神を集中させ、空中に映像を投射する。

　果たして、そこに映っていたのは──。




『マネー。マネー、イズ、ジャスティス』




　何やら、ゲスいことを言うリリエルだった。

『あー、なんか悟さとっちゃったなー。わたし、悟っちゃったなー』

　金色のチップをジャラジャラとつかみ上げ、そして、こぼしては嗤わらうリリエル。

『世の中カネですよ、カネェ！　あーっはっはっはっ！』

　最後にそう高笑いし、彼女はベッドにダイブした。

　するとそこにも、チップやら宝石やらがあり──。

「……………………ふぅ」

「わーっ!?　マ、マリエル様がーっ！」

「お、お気を確かにーっ！」

　信じがたい光景を目にし、ふらつくマリエル。

　そして、輝かがやくベッドで笑い転げるリリエル。

「な、何が起きてるの……？」

　どうやら元気でやってはいるようだが──。

　すっかり変わり果てた娘の姿に、卒そつ倒とうしてしまうマリエルだった。
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　それは虎こ太た郎ろうが異変に気づく前。

　打ち上げと称しようして、勇者一行が高級ホテルに泊とまった日の夜のことだ。

「なんだかなあ……」

　部屋を飛び出したリリエルは、とぼとぼとホテルの廊ろう下かを歩いていた。

「パーッと使え、パーッと遊べって……やっぱり変だよ」

　横を見れば煌きらめく夜景、うつむけば高級そうな絨じゆう毯たん、すれ違ちがう人の服も高そうで、リリエルはすっかり萎い縮しゆくしてしまっていた。

「なんか、おかしくなりそう」

　壁かべに手をつき、大きくため息をつくリリエル。

　偉大な母を模も範はんに生きてきた彼女は、いわゆる『いい子ちゃん』である。

　ムダ遣づかいなんてもってのほか、賭かけ事も好きではないし、ただの夜よ更ふかしにも強い抵てい抗こう感を覚えるほどだ。だからこそ、夜になっても、こうしてうろちょろと歩き回るのも、良くないことだと思っていたが、

「はぁ……外の空気でも吸ってこよ」

　飛び出した手前、すぐに戻もどることはできなかった。

　リリエルは重い足取りで、一歩、また一歩と、階段を下りていき、

「あ……」

　玄げん関かんホールに差しかかったところで、夜もにぎやかな区画を見つけた。

「やあ、今夜は負けませんぞ」

「はははっ、望むところです」

「その余よ裕ゆうが、いつまで持ちますかね……」

　スーツ姿の紳しん士したちを吞のみ込んでいくカジノホール。

　一見、大人の社交場のように思えて、その実、欲望の吹ふき溜だまりに、リリエルは露ろ骨こつに顔をしかめてみせる。

（イヤだなあ、ここ）

　上品に取り繕つくろってはいるが、ここでは欲望だけが渦うず巻まいている。

　人々の目はどろりと濁にごり、誰だれも彼もがカネや名めい誉よを追い求めている。

　その暗い情熱が、臭しゆう気きとなって漂ただよってくるようだ。リリエルはまたも眉を寄せて、小さなため息をついた。

「当たりっこないのに」

　彼女が痛ましげに見つめる先には、一台のルーレットがあった。

　ボールを転がし、どこに入るのかを予想するゲーム。赤か黒の二択たくならまだしも、なぜ、たったひとつの数字を狙ねらうのか。当たるわけがない。ルーレットのポケットは、38にも分かれているのだ。そこをピンポイントで当てるなど、神通力でもなければ──。

（………………神通力？）

　自分が浮うかべた単語に、首をひねるリリエル。

（えっ、も、もしかして……？）

　そう思うと同時に、ちょっとした好こう奇き心しんが湧わき上がってきた。

　もしかして、もしかすると──自分のあの力が、通用するのではないか？

　考えるほどに、試ためさずにはいられなかった。リリエルはカジノホールへ入っていくと、ルーレットのそばで精神を集中させた。

（次の出目は……24？）

「出ました。24です」

（!!）

　回るルーレットが落ち着くと、ボールは24番ポケットに入っていた。

（え、じゃあ、次は……７！）

「出ました。７です」

（やっぱり!!）

　次の出目も、まったくリリエルの予想通りだった。

　その結果を受けて、彼女はわなわなと体を震ふるわせていた。

（導きの力だ……！）

　それは、彼女だけが持つ特別な力。

　迷える人々を望む未来へ導く、未来視にも似た神通力。

　それを少し使っただけで──結果はこうだ。ゲームという限定された状じよう況きようが良かったのか、勇者一行を導く時よりも、ずっと簡単に答えが出てきた。少し集中しただけで、いともたやすくルーレットの出目を当てられた。

（すごいすごい！　こんなことにも使えるなんて！）

　リリエルは興奮していた。

　両手で口元を覆おおい、叫さけびだしたくなる衝しよう動どうを抑おさえていた。

（も、もしかして、この力があれば、魔ま王おうにも勝てるんじゃ……？）

　そんな大それた考えまで浮かんできたが──。

　それは決して、絵空事ではないように思えた。

　何しろ、彼女には導きの力があるのだ。それさえあれば、どんな相手にも勝つことができる。カード、ダイス、ルーレットに賭けレース。どこに張ればいいのか、どんな手でいけばいいのか、力が教えてくれるのだから。

「９に賭けます！」

「は、はい。かしこまりました」

　勝利の確信は、気弱な少女を勝負師に変えた。

　こづかいとしてもらったチップを全額一点張りにして、強気の勝負に出るリリエル。

「次は17に賭けます！」

「ええっ!?　い、いえ、かしこまりました」

　当然のように勝利し、何十倍にも増えたチップを、彼女はまたも一点張りにした。

「次は30！」

「かしっ、かしこまり……」

「次は25！」

「か、か、かかか……！」

「次は０ッッッッ!!」

「お、お客様、少々こちらへ……！」

　張った、張った、張った──。

　そして、そのすべてを当てたリリエルは、当たり前のように事務所に連れて行かれた。

　しかし、そこでも彼女は強気の態度だ。なぜなら、証しよう拠こなどないのだから。

「……どうだ？」

「いや、ダメだ。魔法の気配は感じない。それらしい道具もない……」

　顔に刺青いれずみのあるネイティブの男が、首を横に振ふっていた。

　ゼノベガスでは、彼のように霊れい感かんのある者を雇やとい、不正に目を光らせているのだ。

　もしも魔法で玉を操作していたのならば、彼が即そく座ざに見み抜ぬいている。マジック・アイテムを隠かくし持っていたならば、とっくの昔に察知されている。そのいずれもないということは、すなわち、この少女はシロということになり──。

「もう行っていいですか？」

「もっ……申し訳、ありません、でした」

　疑ぎ惑わくは晴れていないが、イカサマをイカサマだと証明できねば意味がない。

　そして、『魔法』に目を向けている限り、神のみわざは決して見破れない。

（勝った……！）

　悠ゆう々ゆうと事務所を出ていくリリエル。

　彼女の手には、金のチップがずっしりと詰つまった革かわ袋ぶくろが握にぎられている。

　これを元手に、もっともっと勝負を重ね、やがてはゼノンののど元に迫せまる。

　完かん璧ぺきなプランだ。仲間たちの手を煩わずらわせることもない。自分ひとりだけで、ゼノベガスに巣くう魔王を排はい除じよできる。

　そうなったら、どんなに誇ほこらしいか。勇者さまも、イリスさまも、お母さまだって褒ほめてくれるに違いない。そのことを考えただけで、どうにも口元がゆるんでしまう。

（にふ、ふ、ふふふふ）

　そのにやけ面づらを見た客がギョッとしていたが、構うことはない。

　今夜は彼女の夜だ。そしてここは、彼女のために用意されたステージだ。

「さあ、いきますよ！」

　こうして、彼女は無敵のギャンブラーとなった。

　勝って、勝って、勝ちまくり、ホテルのオーナーの身ぐるみをはいでしまった。

　何もかもが順調だった。このまま行けば、すぐにもゼノンに届きそうな気さえした。




　──ただ、まあ、なんというか。

　勝つのは楽しい。それは大勝になるほど愉ゆ快かいなものだ。

　それに、目の前に積まれていくカネ。金色に光るチップの山。それは人の心を惑まどわせる魔物であり、こちらも、集まれば集まるほど効力を増していく。

　そんなものを、一晩中、夢中になって集めていたリリエルは、

「あーっはっはっはっ！　これみーんな、わたしのー！」

　すっかり目の色を変え、ついでに羽の色も変え、ダークリリエルとも言うべき堕だ天てん使しへと変へん貌ぼうを遂とげていた──。
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「導きの力ぁ？」

　ヴァンデッタは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「神の力だなんて、そりゃ反則だろ……」

　続いて、カウボーイハットのつばを下げるヴァンデッタ。

　ホテルから場所を移し、虎太郎から話を聞いた彼女は、苦々しく舌打ちをした。

「イカサマとして摘てき発はつできないのか？」

「無理無理。証明できなきゃどうしようもないよ」

「いや、でも、俺たちはタネも仕かけもあるって知ってるし……」

「だからさ、それをどう証明するの？　目には見えないし、他ほかの誰にも再現できないけど、あいつはこんなことをしてるんです……なーんて、言いがかりにしか聞こえないよ」

「うっ……」

　確かに、ヴァンデッタの言うとおりだ。

　そんなことをいちいち真に受けていては、ギャンブルなど成り立たない。イカサマとは、誰もが納なつ得とくできる形で証明されなければならないのだ。

　今のリリエルは、賭と場ばの秩ちつ序じよに守られている。彼女の力を知る虎太郎たちが騒さわいでみたところで、摘つまみ出されるのが関の山だった。

「でも、改めて考えてみると、すごいですよねえ」

「未来予測を賭と博ばくに持ち込むなど、もはやゲームではありませんね」

「そうすれば勝てるって気づいちゃったんだろうなあ……」

　先ほど、カジノで高笑いを上げていたリリエルを、勇者一行は思い出す。

　自分は負けない、負けるはずがないと確信しているあの余よ裕ゆう。イカサマを使って、それが絶対にバレないというあの愉ゆ悦えつ。驕おごりと高ぶりが彼女を黒く染め、堕天使ダークリリエルが生まれたのだろう。

　いい子がはっちゃけると反動が凄すさまじいとはよく言うが、彼女はまさにそれだ。

　人を手のひらの上で転がし、金品をむしり取る快感に目覚めたリリエルは、まったくもって堕天使らしい堕天使だった。

「しかし、どうしようか？　どうにかしてリリィちゃんを元に戻もどさないと」

「シスター、あんた聖女様なんだろ？　祈いのりとかで浄じよう化かできないの？」

「うーん……堕天使とはつまり悪魔ですので、力加減を間ま違ちがえると、リリィちゃんが魂たましいごと消えてしまうかも……」

「聖女やべえな」

　聖女の名は伊達だてではなく、彼女にかかれば、下等な悪魔など触ふれただけで消し飛んでしまう。祟たたりや呪のろいの類たぐいも寄せつけず、彼女自身が歩く聖域と呼ばれるほどだ。

　そんな聖女様がやろうと思って浄化にかかれば──穢けがれたリリエルは消し飛び、その余波で周囲数キロの霊れいは成じよう仏ぶつし、ついでに大地には花が咲さき乱れ、やたら清すが々すがしい風が吹ふくこと請うけ合いである。

　虎太郎やプリムローズもそうだが、強過ぎるというのも問題があるものだ。畑を耕すのにクラスター爆ばく弾だんを持ち出すようなことはできないと、虎太郎もヴァンデッタの提案に首を横に振った。

「あっ、でもでも、根気よく話せば改心してくれるかも……」

「調子に乗ったやつが説法なんて聞くかい」

「ならば、実力行使でしょうか。お任せください。捕ほ縛ばく用のネットランチャーや、脳疾しつ患かん用のメディカルキットも」

「プリム。堕天について、いまいちよく分かってないな？」

「あたしもよく分からないんだけど……叩たたいて治るもんじゃないの？」

「ショック療りよう法ほうは最後まで試ためしたくないなあ……」

「お任せください。外傷や障害が残らない程度の電でん撃げきも」

「ストップ。待て。そのビリビリしたハンマーをしまうんだ」

　件くだんのホテルの裏路地で、ああでもない、こうでもないと話し合う勇者一行。

　倒たおすだけならいくらでもやりようがあったが、穏おん便びんに事を済ませようとすると、途と端たんに答えに窮きゆうしてしまう。スマートな見た目をしておきながら、とんだ武ぶ闘とう派は集団である。これならゴリラの方が、まだ平和な道を選びそうだった。

「こうなったらもう、リリィちゃんに勝って、正気に戻すしかないんだけど……」

「どうやんの？」

「「「……う～ん」」」

　結局、消去法で出した手法も、達成できるかどうかが分からない。

　げに恐おそろしきは導きの力。腐くさっても神に通じる力であった。

「まさかあの嬢じようちゃんに悩なやまされるなんてね」

　普ふ段だんはいささか頼たよりないが、敵に回ると、これほど脅きよう威いの存在になるとは──。

　リリエルという少女は、まったく恐ろしい天使であった。
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「あれれ～？　どうしたんですか？　また降りるんですか？」

「ぐぐ……なめるな、小こ娘むすめ！　勝負だ！」

「はい、ドーン！」

「ぐうっ!?」

　ぞんざいに手札を卓たくの上に投げ、対戦相手を見下すリリエル。

　結果など見る必要はない。最強の役をそろえたのだ。相手が何を出そうと、彼女の勝利はゆるがない。

「ごめんなさいね？　また儲もうけさせてもらっちゃって！」

「なぜだ、お前は何を、何をして……」

「はいはい、お疲つかれさまでしたー」

　卓上に置かれたチップをさらい、リリエルはパンパンと手を叩いた。

　すると、対戦相手は警備員に連れ去られ、それをにやつきながら見送ったリリエルは、満足げに足を持ち上げ、それを卓にのせた。

「どうぞ、オーナー」

「ん」

　従業員から受け取ったバレルに手を突つっ込むリリエル。中のポップコーンを鷲わしづかみにして、こぼれるのも構わず頰ほお張ばる彼女に、以前の慎つつしみはない。

「飲み物ー」

「はい、ただいま！」

　人にものを頼たのむときも、あごをしゃくるどころか、目さえ合わせようとしない。胡う乱ろんな目つきで天てん井じようを見上げたまま、独り言のように声を出すだけだ。

　しかし、今の彼女はこのホテルのオーナー。言えば何でも許される立場にあり、それが許されるだけのカネを持っていた。

（あ～、なんでもっと早くこうしなかったんだろう。この力さえあれば、わたしの人生、楽勝じゃない）

　チップをジャラジャラと手遊びしながら、運ばれてきたジュースをジュルジュルとすするリリエル。力を悪用しなかったのは、母の「世のため人のために使いなさい」という教えを守ってきたからだが──そんなことも、今の彼女はすっかり忘れてしまっている。

　それどころか、魔ま王おう討とう伐ばつの使命さえ頭から抜ぬけ落ちて、このまま遊んで暮らしていこうとさえ思っていた。

（そのためには、もっともっと稼かせがなくちゃですよね……）

　ぺろりと唇くちびるをなめ、細めた目で獲え物ものを探すリリエル。

　幸いにして、カモはたくさんいる。噂うわさを聞きつけてやってきた野や次じ馬うまが、少女と見くびって挑いどんでくる抜け作が、カネをせっせと運んできてくれる。

「さあ！　わたしに挑ちよう戦せんする人は、もういないんですか!?　どんなゲームもハイレート、青あお天てん井じようで受けますよ！」

「おおっ……!?」

　ちょっと刺し激げきをしてやればこうだ。どいつもこいつも紳しん士しぶっているが、一皮むけば猿さると同じだ。カネの輝かがやきに目の色を変え、己おのれの勝利を妄もう信しんするバカどもだ。

（ふふっ、ふふふ、ふふふーっ！）

　こいつらを養分にすれば、もっともっと豊かになれる。もっと大きなホテルを買収し、もっと贅ぜい沢たくな暮らしをして、もっと人を侍はべらせて──。

　と、リリエルが俗ぞくっぽいことを考えていた時のことだ。

「………………んー？」

　何やらカジノの一角が騒がしい。入り口付近に、人だかりができているような──。

「そこの人。何かあったんですか？」

「はっ、いえ、その」

「何ですか、その顔。誰だれか有名人でも来たんですか？」

「有名人と言えばそのとおりですが、あの、ですね」

「んん～？」
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　どうにも歯切れが悪い。

　従業員は顔を青くして、リリエルと人だかりを交こう互ごに見ている。

「早く言いなさい！」

「はいぃ！　それが、その、ゼノン様と、エイブリス様が……！」

「ゼノン……と、エイブリス？」

「ホテル王とも呼ばれる、この街のナンバー２です！」

「へえ……」

　つまり、この街のトップとナンバー２が雁がん首くびそろえてやってきたというわけだ。

　戦うのはまだ先だと思っていたが、向こうから来るというのならちょうどいい。まとめて倒して、そのままゼノベガスの頂点に君臨してやろう。

　内心舌なめずりしながら、それをポーカーフェイスで隠かくそうともせず、リリエルは不敵な笑えみで来訪者たちを卓へと招く。

「ようこそ、いらっしゃいました。わたしが当ホテルの新オーナー、リリエルです」

「や、可か愛わいいお嬢さんだ。おまけに腕うでもいいと聞いてるよ」

「いいえ、それほどでも」

「ハハ、謙けん遜そんせんでよろしい」

　小こ柄がらで瘦やせぎすな老人が、遠えん慮りよなく卓につく。反対に、彼の後ろにいる大男は、それ以上動こうともしなかった。だとすれば、この老人がゼノンで、あの大男が付き添そいのエイブリスということなのか。

　いや、反対のようだ。樽たるのような大男ではなく、リリエルと相対した老人の方が、自分はエイブリスだと名乗り始めた。

「わしはエイブリス。名字もないただのエイブリスだ。この街でホテル屋をやってるよ」

「ご高名はかねがね……こうしてお会いできて光栄です」

「おお、そうかね」

　カカカと楽しげに笑うエイブリス。まったくもって白々しいやり取りである。

　自分をホテル屋と卑ひ下げするホテル王と、今、初めて知った彼の名を称たたえる堕だ天てん使し。

　狐きつねと狸たぬきの化かし合いのようだ。しかし、ふたりはそれさえ楽しむように話を続ける。

「それで、本日はどのようなご用件でいらしたのですか？」

「いや、なに、活いきがいいのが現れたと聞いてね。少し見学に来たのだよ」

「見学？　見ているだけでよろしいのですか？」

「もちろん、よろしくはないな。だからこうして卓についている」

　すぐに前言撤てつ回かいしたエイブリスは、そのことに気づき薄うすく笑う。

「いかんなぁ。性しよう分ぶんというものは実にいかん。だが、わしは賭かけ事が大好きでな」

「その気持ち、分かります！　とっても楽しいですものね、ギャンブル」

「ああ、まったく！」

　声を上げて笑い合うふたり。しかし、どちらの目も笑ってはおらず、カジノホールには異様な緊きん張ちよう感かんが満ちていく。客は怯おびえて距きよ離りを取り、従業員も卓から離はなれてしまっている。この中で泰たい然ぜんとしているのはゼノンだけだ。

（でも、声をかけようともしないんですね……）

　先ほどからゼノンは、ただ黙だまってリリエルを見ている。

　エイブリスを尖せん兵ぺいとして放ち、リリエルの戦いぶりを観察しようというのだ。

（いいでしょう、それなら引きずり出してあげます）

　まずは様子見と悠ゆう長ちようなことを言うのであれば、その慢まん心しんを打ち砕くだいてやる。

　エイブリスを血祭りに上げ、返す刀でゼノンを斬きる。息をつくヒマさえ与あたえはしない。初めから全力で、一いつ気き呵か成せいに叩たたき潰つぶしてやろう。

「それじゃあ、何をしましょうか！　カード？　ダイス？　どんなゲームでも、ハイレート、青天井でお受けしますよ！」

　天使のような顔で、悪魔のごとき提案をするリリエル。

　高ハイ倍率レート、際限なし青天井でやるということは、どちらかが破産することもあり得うるということだ。たとえ全財産の百分の一しか出さなくても、百倍レートの勝負などを受けてしまえば、たった一回の勝負で終わってしまう。その狂きよう気きのゲームに、自分だけは絶対的な切り札を持って誘さそっているのだ。

「まだギャンブルは不慣れですけど、精せい一いつ杯ぱい、お相手しますね！」

　純真無む垢くな微ほほ笑えみを餌えさに、獲物が食いつくのを待つリリエル。

　しかし、エイブリスは──。

「まあまあ、そう慌あわてなさんな。まずは遊びがてら、手合わせをしようじゃないか」

　そう言って、ホテル王は卓上にチップをのせた。

　十枚ではない。百枚でもない。金のチップを一枚だけ、エイブリスはベットした。

「はあ？　そ、それだけですか？」

「もちろん。あくまでお遊びだからな」

「でも、もっと賭けていただいても、お受けしますよ？」

「証しよう拠こ金はこれで十分じゃろ？　それとも、新オーナー殿どのが下限を変えられたか」

「そういうわけではありませんが……」

　ＶＩＰ専用のハイレート勝負は、客を選別するために「最低でも、これだけ賭けなければならない額」が設定されている。それは証拠金と呼ばれ、決して少なくないその額を、ポンと出せる者がＶＩＰとなり得るのだ。

　その意味では、エイブリスは正しくＶＩＰであったのだが、

「怖おじ気けづいたんですか？　わたしみたいな小娘に負けてしまうかも、って」

　彼の財産を狙ねらうリリエルは、なおもしつこく食い下がる。

　ゴールドチップとはいえ、これを何十倍にしても、おそらくエイブリスはゆるがない。

　これでは足りない。到とう底てい足りない。賭け金自体を、もっともっと釣つり上げねば──。

　しかし、エイブリスはリリエルの挑ちよう発はつにも乗らず、好こう々こう爺や然と微笑んでいた。

「ああ、こう見えて小心者じゃからな。常識的な範はん囲いで賭けさせてもらうよ」

「くっ……」

「それに、わしのホテルとこのホテルじゃ、釣り合いが取れんだろう？　質はそこそこだが、いかんせん、数が違ちがい過ぎる」

　そこがホテル王という通り名の所以ゆえんだった。

　このゼノベガスに乱立するホテル、その四割方は彼の息がかかった系列店だ。数だけで言えばゼノンにも勝まさり、エイブリスがナンバー２と呼ばれているのは、このホテル群に拠よるところが大きい。

「体も勢力ももう少し大きくなったら、ちゃんとお相手してやろうかの」

　カカカ、とリリエルの勇み足を笑い飛ばすエイブリス。

　そのおちょくりに、リリエルはキリリと小さく歯は軋ぎしりをしたが、

（まあ、いいでしょう。お遊びとはいえ、賭けは賭け。実ではなく、今回は名を取ることにしましょう）

　気を取り直して、自分も同じようにチップをのせた。

「では、ディーラー君。そこの君。カードを配ってくれい」

「は、私ですか？」

「他ほかにおらんだろう。ゲームは……札合わせでいいな。はよせい」

「はいっ！」

　卓たくから遠ざかっていたディーラーが、ぴゅうと舞まい戻もどってきた。他店の従業員だというのに、まるで忠臣か飼い犬のようだ。これがエイブリスという老人の影えい響きよう力か。

（その大物を、わたしが倒たおす）

　相手が大物であればあるほど、リリエルにとってはプラスに働く。

　ジャイアントキリングの旨うま味みは、何もカネばかりではない。名が高まり、腕が知れ渡わたり、自然と人が集まってくる。ギャンブルの街だからこそ、人は強者に惹ひかれていく。

（まずはあなたの場所を、そっくりそのままいただきますね……ふふっ）

　小額の戦いとはいえ、ホテル王を破った。その事実は、ゼノベガスの人々にどう受け止められるだろうか。そのことを思い、リリエルは嬉き々きとして勝負に臨のぞんだが──。




（………………む～）

　どうにも、パッとしない戦いだった。

「ほっ、こりゃいかん。わしは降りるぞ」

　強い役が出ない。いい手が来たと思ったら相手が降りる。

　微び妙みような札ばかりが来たら、当然、導きの力はドロップを勧すすめてくる。

「おお、何やらいい調子だ」

「じゃあ、レイズ上乗せしますか？」

「いやいや、レイズは怖こわい。コールだ」

「むう～……」

　やり取りするチップもしょぼいものだ。

　賭け金を釣り上げるレイズは滅めつ多たにかからず、同額を賭けるコールばかり。たまらずリリエルがレイズをすれば、迷いなくエイブリスはドロップして逃にげてしまう。カネが目的の勝負ではないが、こうも動きが少ないと、どちらが勝ったのか分かりにくい。

「いやあ、いい勝負だった。久しぶりに楽しめたわい」

「それは何よりでした……」

「近いうちに、また手合わせ願おう！　カカカ！」

　結局、一進一退の末、トータルで見ればリリエルが勝ったのだが──。

　得たものは、最初に置かれた額と同じ、金のチップ一枚のみ。何やらからかわれているような気さえした。

「あ～、も～！　イライラします！」

　いくら導きの力があるとはいえ、手札が悪くては、良くても相手が降りてしまっては意味がない。それを見み透すかされていたようで、リリエルは腹立たしげに卓に当たり散らす。

（あのお爺じいさん！　それに、あのデクノボーも！　今度来たら、けちょんけちょんにしてあげます！）

　最後まで余よ裕ゆうぶっていたエイブリス。

　それに、帽ぼう子しとスカーフの隙すき間まから、小さな目でじっと勝負を見ていた、あの太っちょカウボーイも──。

　いつか叩き潰してやると誓ちかいながら、リリエルはまた、卓を蹴けりつけた。
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　早いもので、リリエルが堕天して、もう二日が過ぎていた。

「あいつ、また勝ったらしいぜ」

「絶好調だな」

　庶しよ民みん向けの酒場で駄だ弁べっていても、聞こえてくるのは彼女のことばかり。

　勢いよく成り上がっていく者は、やはり噂うわさになりやすいようだ。

　早くもリリエルは『ゼノンの再来』だとか、『次代の賭と博ばく王』だとか言われている。

　その資産と名声を狙って、名だたる勝負師たちが挑いどんでいるようだが──そうした者たちを逆に養分として、リリエルは力を増していっていた。

「しかし、ホテル王って人も負けたんだろ？　正せい攻こう法ほうじゃ、もう無理かな……」

「いや、あいつは多分……」

　言いかけて、ヴァンデッタは口をつぐみ、

「でも、まあ、負けは負けだな。そこに変わりはない」

「だよなあ……」

　虎太郎はぐったりと酒場のテーブルに突つっ伏ぷした。

「考えれば考えるほどにどうしようもないな」

　この三日間、彼らもできる限りのことはしようとした。

　ギャンブルで勝つ方法を模も索さくしたり、会って話をしようとしたり、堕だ天てん使しを元に戻す法術を編み出そうとしたり、物理的ショックでどうにかできないか研究したり。そのいずれも、結果は芳かんばしくなく、もう万ばん策さく尽つきたように思えてきた。

「ゼノンも倒さなくちゃいけないのに……」

「しかし、マスター。放置していれば、リリエルがゼノンを倒してくれるのでは？」

「いやあ、あいつはそんなに甘い男じゃないよ。賭け事に関しては、まさに神がかっているからね」

「上手うまくいったとしても、どの道、リリィちゃんは元に戻さないといけませんし……」

「「「う～ん……」」」

　腕うでを組んで考え込む勇者一行。

　そのまま、時間だけが過ぎていくように思えたが──。

『……仕方ないわね』

　どこからともなく声が聞こえたかと思うと、ふわりと紫むらさき色いろの煙けむりが漂ただよった。

　そして、ランプの精のように、虎太郎の剣けんの中からひとりの少女が現れた。

「リア」

「本当にもう、私がいないとどうしようもないんだから……」

　未いまだに不ふ機き嫌げんそうに、しかし、しっかりと虎太郎の肩かたに手をかける少女。

　この三日間、ずっと剣の中に引きこもっていたエクセリアが、勇者の危機に、とうとう重い腰こしを上げたのだ。

「簡単な話じゃない。あのちびっ子なんて、今すぐにでも蹴散らせるわ」

「リ、リア。暴力はよろしくないぞ」

「違うわよ、バカ！　あくまでギャンブル！　賭かけ事でよ！」

　虎太郎の頭を叩はたき、嘆なげかわしげにため息をつくエクセリア。

　何か秘策でもあるのだろうか。しかし、ことギャンブルに関しては、今のリリエルは無敵のように思えたが──。

「いい？　相手が未来を予測するのなら」

　仲間たちを見回したエクセリアは、人差し指をピンと立てると、

「こっちは未来を閉とざせばいいのよ」

　その目を、ひとりの少女に向けた。
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「あーはははっ！　あーはははっ！」

　そこには、カネが生んだ魔ま物ものの姿があった。

「苦しゅうない！　苦しゅうないですよぉ！」

　踊おどり子を集め、観衆を集め、そこにチップをばら撒まいては高笑いを上げるリリエル。

　蟻ありのようにチップに群がる者たちを笑い、自分を称たたえる声に悦えつに浸ひたり、またチップを投げてはグラスをあおる。

「ぷふぅあ～！　ふふふ、ふふー。これが勝ち組の味……！」

　それはただのリンゴジュースなのだが──今の彼女にとっては美酒も同然だ。

　歓かん声せいに酔よい、気分に酔い、すっかりいい気持ちになったリリエルは、また、カネをばら撒くために箱の中に手を突っ込んだ。

　しかし、彼女がチップを鷲わしづかみにするよりも早く、

「……んあー？」

　勢いよく、カジノホールの扉とびらが開いた。

　そして、その向こうには、リリエルもよく知る勇者一行の姿があった。

「どうしたんですか？　おカネの無心ですか？」

　かつての仲間の登場に、しかし、リリエルは嘲ちよう笑しようで返す。

「いいですよ。いくら必要ですか？　この箱ごと持っていきます？」

　その優ゆう越えつ感に満ちた顔。驕おごり、高ぶり、変わってしまったその笑え顔がお。カネの魔力に取りつかれた少女に、モニカは痛ましげに胸を押さえた。

「それとも、勝負しに来たんですか？　まさか、そんなことありませんよね？」

　あはは、と人を小バカにした笑いを上げるリリエル。

　しかし、彼女は虎太郎の首しゆ肯こうを見て、呆あつ気けに取られたようにチップを取りこぼした。

「ええっ？　勝負？　するんですか？　ほんとに？」

　勇者一行は導きの力についてよく知っているはずだ。それを持つリリエルとのギャンブルが何を意味するかもまた、分かっているはずだ。

「今のみんなじゃ、わたしには勝てませんよ？　分かっていますよね？」

「いや、分かっていないのは君だ。俺たちは勝つためにここに来た」

「へえ～……」

　ヴァンデッタに入れ知ぢ恵えされ、イカサマのタネでも用意してきたのだろうか。

　しかし、どんなことをされようと導きの力は無敵だ。この三日、実戦で磨みがき続けた結果、それはもう証明されている。

「いいですよ。しましょう、勝負。お受けしますよ」

「条件がある。一度の勝負に互たがいのすべてを賭けよう」

「構いませんよ。むしろ、そんな条件でいいんですか？　すべてですよ、すべて」

「構わない。もしも負けたら、俺たち全員、リリィちゃんの奴ど隷れいになろう」

「あはーっ♪」

　リリエルは手をパンパンと叩たたいて喜んだ。

　なんて素す敵てきな提案だろう！　あの勇者を、エクセリアを、モニカやプリムローズ、ヴァンデッタに至るまで奴隷にできるだなんて！

　命じることには絶対服従、肩を揉もめと言えば揉むし、椅い子すになれと言えば四つん這ばいになる。その光景を想像しただけで、リリエルはゾクゾクするようだった。それを楽しいと思えるほど、彼女は堕落してしまっていた。

「いいですよ！　全部賭けましょう！　わたしと勇者さまたちとの決戦です！」

　警備員を下がらせ、勇者一行を招き、彼女は卓たくをパンパンと叩いた。

「さあ、やりましょう！　早くやりましょう！　ゲームは何にします？」

　堕天使となったことで、憧あこがれや尊敬の念がねじくれてしまっているようだ。

　勇者一行を極ごく上じようの獲え物ものとして捉とらえたリリエルは、よだれを垂らさんばかりだった。

「こいつだ。これで勝負しよう」

「いいですよ、いいですよ、何でもいいですよぉ！」

　卓上に置かれたボードをろくに確かめもせず、身を乗り出すリリエル。

『勝つための仕かけ』が仕込まれているのなら、導きの力が教えてくれる。勝率０％という結果をもって、イカサマの存在を知らせてくれる。それがないということは、あのボードゲームそのものには、何の仕かけもないということ──。

「見慣れないゲームですけど、まあ、いいでしょう」

「一応、ルールを説明すると、自分の石で相手の石を挟はさめば……」

「あー、はいはい」

　ルールなど聞く必要もない。力が自分を勝利へと導いてくれる。

「初心者だし、リリィちゃんから打ってくれ」

「どーも。ま、どっちでもいいんですけどね」

　片面が白く、片面が黒い平たい石を、十数個も渡わたされる。これを６×６のマスに置いていき、自分の色に染めようというのだ。

　奇くしくも天使、堕天使の羽と同じ色の石を使うゲームは、自分たちの未来を決める勝負にぴったりだ。リリエルは面おも白しろそうに、白黒の石を摘つまみ上げると、

「ふふっ、もしもわたしが勝ったら、何をしてもらいましょうかね」

「えっ？」

「勇者さまにはビキニパンツをはかせます！　そして、乳ち首くびをくりくりします！」

「なんだと……!?」

「そこの陰いん険けん悪女にはメイド服を着せましょうか。廊ろう下かで床ゆか掃はきです」

「陰険悪女……」

「ちちでかお化けは枕まくらにしましょう。贅ぜい肉にくあまってそうですもんね！」

「贅……肉……」

「ぺたんこマシーンは番犬代わりです。後で小屋とイヌミミあげますね」

「……………………」

「あ、カウガールは牛でも追いかけてください。牧場あげますんで」

「………………へえ」

　勝負する前から、すでに勝った後のことを思い描えがくリリエル。

　増ぞう上じよう慢まん、ここに極きわまれりだ。好き放題なことを言う彼女に、かつての仲間たちは、

「もうここで殺しちゃいましょうよ」

「落ち着けっ!?」

　どす黒いオーラを放ち始める女性陣じんをなだめ、虎太郎はリリエルに指示を出した。

「は、早く打って。早く」

「はいはい」

　虎太郎の必死の表情も鼻で笑い、リリエルは摘んでいた石を適当に置いた。

　こんなもの、どこに置いても変わらないのだ。導きの力にさえ従えば、どこからでも挽ばん回かいできる。運が絡からむゲームならまだしも、こんなものを持ち出すとは、自殺行こう為いにもほどがある。限られた選せん択たく肢しの中から、最適解を選び出す能力に負けはない。この勝負は、彼らがそれを選んだ時点で、もう決まっているようなもの──。

「勝ちました」

「………………はあっ!?」

　端たん的てきな勝利宣言に、リリエルは体を跳はね上がらせた。

　見ると、いつの間にか向かいにはプリムローズが座っている。虎太郎が打つのではないのか？　混乱するリリエルに、プリムローズはもう一度、

「私の勝利です。お疲つかれ様でした」

「ちょっ、ちょっと待って！　待って待って！」

　まだお互い、一手しか進めてないではないか。網あみ目めの走ったボードの上には、まだ石が置かれていない部分の方が多い。それがなぜ、終局になってしまうのか。

「まだ始まったばかりじゃない!?　勝手に終わらないで！」

「この盤ばん面めんで続けられるのですか？」

「当たり前だよ！　見れば分かるでしょ!?」

「そうですか。では、ご自慢の力で、『見て』ください」

「ん？　んんん……？」

　言われて、意識を集中させるリリエル。

　ボードの空白は、すなわち可能性の多さだ。そこに１％でも勝算があれば、導きの力が打つべき一手を教えてくれる。教えてくれる──はずなのだが。

「………………えっ？」

　力は何も示してくれなかった。

　視覚的にも、感覚的にも、次の一手が分からない。これからどうすればいいのか、まるで浮うかんでこない。

　その手て応ごたえのなさには覚えがあった。何をどうしようと実現できないことを望んだ時と同じだ。つまりは、可能性０％ということであり──。

「えええええええっ！　な、なんで、どうしてっ!?」

　あわててボードに顔を近づけ、穴が開くほどに凝ぎよう視しするリリエル。

　しかし、出ないものは出ない。そこにあるのはすでに決まった結果であり、神の力でも動かしようのない事実だけだった。

「も、もしかして……？」

「ああ、そうだよ、リリィちゃん」

　わななくリリエルの肩かたに、ポンと手が置かれる。

　ぎこちなく首を回す彼女に、虎太郎は優やさしく微ほほ笑えんで、

「このゲーム……６×６マスのオセロは、理論上、後手が必ず勝つゲームだ」

「いいっ!?」

「もっとも、機械のような演算能力が必要だけど……」

「私は機械ですので、一手たりとも間ま違ちがえずに打てるわけです」

「あ、ああああ、あああああ……!?」

　無表情でピースを突つき出すプリムローズ。

　そうだ、彼女が打つまではまだ可能性が見えた。虎太郎が相手ならば、まだ勝利の目が見えていたのだ。それが彼女に代わった途と端たん、彼女が石を置いた瞬しゆん間かん、あらゆる未来は閉とざされて──。

「ずるいですよ！　途と中ちゆうで入れ替かわるなんて！」

「途中も何も、一手目ですよ？」

「それに、この勝負、あなたと『私たち』の勝負だしねえ……」

「ううっ……！」

　ゴネてみたところで結果は変わらない。負けは負けだ。

　すべてを賭かけたオセロ勝負は、わずか一手でリリエルの敗北で終わってしまった。

「お、おい、どうなってるんだ？」

「リリエル嬢じようが負けたということは……」

「えー！　今日のお給金ってどうなるのーっ!?」

　リリエルの理解に合わせるように、徐じよ々じよにざわめきが広がっていく。

　彼女が築き上げてきたものが、音を立てて崩くずれていくのが聞こえる。

　わずか三日、それも人から簒さん奪だつしたものではあったが、諦あきらめるにはあまりに惜おしい巨きよ万まんの富だ。カネも地位も名声も、すべてこの手にあったものなのだ。

「ま、まだです！　まだわたしにはこの力が……！」

　そうだ、取り戻もどせる。失ったものはすべて取り戻せる。

　いや、それどころか、もっとずっと、多くのものを──。

「分かってないわね」

「ひいっ!?」

　敗北してなお、リリエルは再起を諦めなかった。

　かつての彼女からは信じられないほどのガッツで、再び立ち上がろうとした。

　しかし、それを許さない者がいた。全身から怒ど気きを立ち上らせ、リリエルの道に立ち塞ふさがる者がいた。

「エ、エクセリアさま……！」

　瘴しよう気きのようなオーラをまとい、青い目を爛らん々らんと光らせた黒くろ髪かみの少女。

　ゾッとするほど美しいエクセリアは、すくむリリエルの頭に手を置いた。

「あなたは負けたの」

　聞き分けのない子どもに言い聞かせるように。

「あなたに『次』なんてないの」

　母親が子どもにしつけをするように。

「そして、あなたはすべてを賭けていたの」

　リリエルの頭に手を置いたまま、彼女は静かな口調で語りかける。

　しかし、その手から伝わってくるのは、禍まが々まがしいほどの感情だ。怒いかりや恨うらみ、言葉にできないドロドロとしたものが、彼女の手から流れ込んでくる。

「その意味が──分かるわね？」

「は、は、はひぃぃぃぃ……！」

　そして、至近距きよ離りで見つめられ──。

　ギン！　とにらまれた結果、リリエルは盛大に失禁してしまった。




　ジョンジョロジョンジョロと音を立て流れ出す液体。

　立ち上るアンモニア臭しゆう。我先にと逃にげ出す観衆たち。

　なお収まらない暗黒オーラと、とうとう白目をむいて気絶した少女。

　こうして、成金天使リリエルの王国は崩ほう壊かいし──。

　彼女はすべてを失ったのであった。







　幕間劇「駄天使リリエル」




　針のむしろとは、まさにこのことだ。

「う、うぅ……」

　床ゆかに正座させられ、仲間に囲まれたリリエルは、厳しい視線にさらされていた。

「陰険悪女、だっけ？」

「ぺたんこマシーンと言われました」

「そんな目で私たちを見ていたのですね……」

「ち、違ちがうんです。あれはわたしであって、わたしじゃなくって……」

「責任逃のがれですか？」

「へえー、そういう態度を取っちゃうんだ？」

「ひーん！」

　ねちねちと責められるリリエルは、もうすっかり元通りの姿となっていた。

　プリムローズに完敗したショックで、天使の輪も羽も白くなり、それに合わせて驕おごりも消え失うせたのだが、

「よくもまあ、あそこまで言ってくれたわね」

「この悪い子をどうしてくれましょう……」

「う、う、うううー……！」

　堕天した事実は消えない。

　そこまで調子に乗ってしまったリリエルを、さて、どうしてやろうかと少女たちは話し合っていた。

「ゆ、勇者さまぁ……た、助けてくださぁい……」

　悪いのは自分だ。それは分かっている。分かってはいるが、このままだとどんな目に遭あうか分からない。

　すっかり怯おびえてしまったリリエルは、震ふるえながら虎こ太た郎ろうにすがりついたが、

「うーん、難しいなぁ」

「ひーん……！」

　救いの手は伸のばされず、彼女はたまらずへたり込んだ。

「で、どうすんの？」

　険悪なムードが漂ただようホテルの一室。

　面おも白しろそうに事態を見守っていたヴァンデッタは、にやつきながら口を挟はさむ。

「こういう時、ネイティブは罪人を砂さ漠ばくに放つんだけど？」

「こらこら」

　さすがに、そんなことはさせられないが、

（しかし、実際、どうしたものだろう？）

　虎太郎は腕うでを組み、考え込んでしまった。

　自分はまだしも、少女たちの溜りゆう飲いんを下げるのは難しい。何もなしに許してしまえば、彼女らは納なつ得とくできないだろう。後あと腐くされなくリリエルを復帰させるためにも、ここは何かしらのおしおきが必要だと思われた──その時。

「っ！　な、なんだ？」

　突とつ如じよ、天てん井じようが光り始めた。

　同時に、その光の中から誰だれかがゆっくり降りてくる。

　あれは誰だ？　純白の羽を持ち、輝かがやく輪をいただくあの美女は。

「お、お母さまっ!?」

「「「「「お母さまぁっ!?」」」」」

　真っ先に反応したのはリリエルだった。

　弾はじかれるように立ち上がった彼女は、降臨した天使に近寄っていく。

「お、お母さま、一体、なんで……？」

　彼女の言葉の通りなら、あの美女はリリエルの母なのだろう。

　しかし、それがなぜ、ここに？　リリエルを叱しかり飛ばしに来たのだろうか。

　誰もが固かた唾ずを吞のんで見守る中、リリエルママはゆっくりと目を閉じて、

「この度たびは本当に申し訳ありませんでした」

「ぎゃーっ!?」

　深々と、それはもう深々と、頭を下げた。

「うちの娘むすめがとんだご迷めい惑わくを……」

「あ、あああ!?　ああーっ！」

　文句なしの懲ちよう罰ばつだ。問答無用の厳罰だ。

　お母さんがやってきて、いっしょに謝ってくれるだなんて──こんなに恥はずかしいことがあるだろうか。

　これで罪は許された。十分に溜飲は下がったが、

「謝っても謝り切れるものではありませんが、どうか、どうかご容よう赦しやを」

「わーっ！　わーっ!?　止やめて！　お母さま、止めてーっ!?」

（うわぁ……）

　まさかの保護者降臨に、さすがにかわいそうになる勇者一行であった。
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　夢を見ていた。

　懐なつかしい夢。まだ両親が生きていた頃ころの夢。

『よくもまあ、ここまで耕せたもんだよ』

『この調子なら、秋には収しゆう穫かくできるな』

『余よ裕ゆうもできそうだし……家か畜ちくの数、増やしてみる？』

『うーん、そうだな。まだ早いと思ったが、これなら……』

　あの頃は、今よりずっと貧しかった。でも、みんなが希望に燃えていた。

　澄すみ渡わたった空の下、自分たちの国を作るのだと、夢を口々に語っていた。

　もちろん、そこには両親も──。

『こんなところにいたのか』

『パパ！』

『さっ、おいで。ママがシチューを作ってくれたよ』

『うん！』

　父に手を引かれ、とうもろこし畑の中を進む。

　乾かわいた風。さらさらと流れる葉は擦ずれの音。道の先には、小さな木組みの家がある。

　──ああ、知っている。あそこにはママがいる。いつも優やさしい笑え顔がおで、わたしのことを待ってくれている。そこにわたしは駆かけ込んで、ママのことを抱だきしめて、干し草の匂においのするエプロンに頰ほおをこすりつけて──。

　そして、こう言うんだ。

『ただいま！』

『おかえりなさい』

　柔やわらかい声に包まれて、頭は優しく撫なでられて。

　幸せを感じながら、わたしは──。




「……夢か」

　そんなことは分かっていた。

　分かっていて、少しの間だけ眺ながめていた。

「なんだって、今さら……」

　頭をかきながら体を起こす。

　寝ね起おきは最悪だ。過去の夢は、いつだって気持ちをブルーにさせる。

　なぜなら、もう手に入らないものだから。変わってしまったものばかりで、いくら手を伸ばしてもつかめない。それを思い知らされるのがどうにもイヤだ。

　ただ、最近は、あまり過去の夢は見なかったのだけど。

「ふう……」

　両親といた時期より、ひとりでいた時期の方が長い。

　青あお臭くさい怒いかりだとか悲しみだとかは、もうとっくの昔に風化してしまった。

　じゃあ、なんで、今朝に限ってあんな夢を見たのかといえば──。

「もうすぐ……ってことなのかな……」

　何かしらのケリがつく。

　そんな気がする。強い予感を覚えている。

　それが幸か不幸かは分からないけれど、きっとあの子がすべてを変えてくれる。

　勇者を名乗る少年。黒くろ髪かみの異い邦ほう人じん、コタロー。彼はきっと、この地でも何かを成す。

　そんな予感と夢見の余よ韻いんに浸ひたりながら、あたしはコインを指で弾く。

　父さんのように。母さんのように。荒こう野やに散った先人たちのように。

　見えない未来を占うらなうかのように、あたしはコインを弾き続けた。
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「おっ、みんなそろってるね」

　ホテルの食堂に行くと、そこには勇者一行の姿があった。

「ヴァンデッタか。おはよう」

「ああ、おはようさん」

　ヴァンデッタは軽く手を上げると、空いた席に腰こしを下ろした。

「それで、何を話し合ってるのさ？」

　朝食の注文もそこそこに、ずいと身を乗り出してくるヴァンデッタ。

　ずいぶんと馴な染じんだものである。彼女はすっかり勇者一行の一員だ。

「いや、思いがけずにカネが貯たまったから……」

「ゼノンに挑いどもうって？」

「そうそう」

「ほーん」

　生返事をしながら、ヴァンデッタはテーブルに置かれていたまんじゅうをぱくり。

　おっと声を上げると、

「これ、美味おいしいね。天国っぽい味がする」

「リリィちゃんのお母さんが、わざわざ持ってきてくれたものだからなあ……」

「うぅ……」

　テーブルのすみで縮こまるリリエルは、未いまだに顔が真っ赤だった。

　それはまあ、仕方がない。母親が現れて、虎こ太た郎ろうたちが恐きよう縮しゆくするほど平謝りされて、ついでにお詫わびの品まで持ってきたとなると、恥ずかしいやらいたたまれないやらでどうしようもなくなるだろう。

「その、もう、みんな怒おこってないよ？」

「その優しさが辛つらいんですぅ！」

　見かねた虎太郎がフォローをするも、彼女はワッと泣き出した。

　調子に乗って堕天したことや、導きの力を悪用したことも手伝って、どうにもメンタルが不安定なようだ。しばらくはそっとしておこうと、虎太郎は仲間たちに目配せをした。

「んで、ゼノンの話に戻もどすけどさ」

「ああ、そうだ。ホテルを売り払はらって、まとまったカネにしてさ。それを使って」

「無理無理」

「ええっ!?」

　朗ほがらかに笑いながら、手を横に振ふるヴァンデッタ。

　いいと思った案をスパッと斬きられ、勇者一行は驚おどろきの声を上げた。

「なぜですか？　計算すると、かなりの額になるはずですが」

「そうよ。これでもまだ足りないって言うの？」

「足りない足りない。言ったじゃん。ホールいっぱいのチップが必要だって」

「あれは本当の話だったのですか……？」

「吹ふかしじゃないよー。ゼノベガスのボスは、それだけの値あたいがあるもんだからね」

　しばらくゼノベガスに滞たい在ざいしていたおかげで、来たばかりの頃よりもチップの価値が分かるようになった。だからこその驚きだ。富ふ豪ごうの資産の何もかもをカネに換かえて、それでもまだ足りないだなど──。

「まあ、でもいいホテルを手に入れたよ。上手うまく経営して、カジノにも力を入れたら、十年ぐらいで貯まるんじゃない？」

「十年……」

「想定外です」

「それに、全部終わったら、オーナーさんにまとまったお金も渡したいですし」

「は～、律りち儀ぎだねえ」

　元より、導きの力というイカサマで手に入れた資産だ。

　惜おしくはないし、そもそも、ここで金かね儲もうけをするのが目的ではない。

　魔ま王おうを倒たおしさえすれば、すべてここに残していくつもりだったのだが──。

「まさか十年とはな……」

「そんなにいたくないわよ、私」

「わたしもです！」

　ここは道の途と中ちゆうであり、終着点でも永住の地でもない。

　まだ他ほかの魔王も残っており、それぞれ、元の世界での暮らしもある。

　いくら魔王を倒すためとはいえ、十年というスパンはあまりに長過ぎた。

「じゃあ、賭かけで増やす？」

「それはそれでリスキーなんだよな」

　改めて考えると、やはりギャンブルは確実性に欠ける。

　安定して勝てるようになれば、あるいは、必勝の策があれば話は違ちがうのだろうが、

「リリィちゃんに頼たのむのも気が引けるし」

「お許しください……お許しください……」

　罪悪感で死にそうになっている少女を見ると、やはり、別の道を考えたくなる。

「何かいい手はないのか？」

　どうにも困ってしまった虎太郎は、ヴァンデッタに助けを求めた。

　彼女なら、何かしらの突とつ破ぱ口こうを閃ひらめくかもしれない。そう考えての問いかけだったが、

「………………う[image: ]ん」

　予想に反して、彼女は腕うでを組んで考え込んでしまった。

　やはり、王道以外に正道はない、ということなのだろうか。不安そうに見つめる勇者一行に、ヴァンデッタは、

「ああ、違う違う。手はあるんだ。手はあるんだけどさ」

「何よ。じゃあ、それでいけばいいじゃない」

「いやぁ～……う～ん、でもなぁ……」

　どうにも歯切れが悪く、うんうんとうなり声を上げている。

　しかし、それも長くは続かず、ひとつ大きくうなずいた彼女は、

「いや、でも、これもいい機会なのかも」

　と、最後につぶやいて、パンと頰を叩たたいて立ち上がった。

「よし！　じゃあ、行くよ！」

　そう言って、勇者一行を促うながすヴァンデッタ。

　ひとりで勝手に吹っ切れた彼女に、虎太郎はぽかんとして問いかける。

「どこに行くんだ？」

「決まってるじゃないか」

　ヴァンデッタは、とてもいい笑顔をすると、

「カネの無心だよ」

　親指を立てて、とてもゲスいことを言い出すのであった。
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　そこはまるで別世界だった。

　猥わい雑ざつなゼノベガスにあって、そこだけ切り離はなされたかのような静せい謐ひつがあった。

「わぁ……」

　ソファーに腰を下ろしたリリエルが、その感かん触しよくだけで声を洩もらした。

　沈しずみ込むような柔やわらかさ。それでいてしっかりと腰が定まるフィット感。どんな素材を使えば、こんなソファーが作れるのだろう。下手をすると、これひとつだけで家と交こう換かんできるのではなかろうか。そんなことを思いながら、彼女は部屋をぐるりと見回す。

「ゆ、勇者さま。なんかすごいですね、ここ」

「そうだね。格が違う、って感じがするよ」

　仲間以外に誰だれがいるわけでもないのに、ひそひそと耳打ちするリリエル。

　それを受けて、虎太郎は「確かに」と思った。

（ちょっと王宮を思わせる造りだな……）

　広々とした応接室。黒くろ塗ぬりの壁かべに、淡あわいランプの光。飾かざられた花も品が良く、どれも高級感がありながら、落ち着いた雰ふん囲い気きでまとめられていた。

「まあ、この街で二番目の金持ちだからね。これぐらいはそろえるさ」

「でも、金に飽あかせて、という感じではありませんね。良い趣しゆ味みだと思います」

「いや～、ちょっと爺じじ臭くさくない？　枯かれ木の匂においもしそうだよ」

　そう言う割にはリラックスして、ヴァンデッタはこのホテルの主あるじを待っている。

　彼と彼女は、一体、どのような関係なのだろうか。話もそこそこに連れてこられた勇者一行は、今のうちに聞いておこうと思って、

「だ～れが枯れ木じゃ。誰が」

　それより早く、件くだんの人物が現れた。

「やっ、久しぶり」

「ふん。まだ生きておったか、ドラ娘むすめめ」

「生あい憎にくね」

　シシシと、ヴァンデッタは応接室に入ってきた者に笑いかける。

　気の置けない関係なのだろう。どちらも遠えん慮りよがなく、挨あい拶さつ代がわりの憎まれ口も弾はずんで聞こえるようだった。

「初めまして。自分は八や坂さか虎太郎です。そして、こちらが……」

「ああ、知っとるよ。特にそのお嬢じようちゃんは、よーく知ってるとも」

「ひえっ！」

　その老人と目が合って、リリエルが小さく悲鳴を上げた。

「あ、あの時は、その」

「構わん、構わん。楽しかったよ」

「あぅ……は、はい」

　何もかもを知っていそうな態度。小こ柄がらな体と、精力的に光る目。

　そう、彼こそはこの街のナンバー２、ホテル王エイブリスだ。

　ヴァンデッタが会いに来たのは、誰あろう、先日、リリエルと戦って、彼女を翻ほん弄ろうした老人であった。

「なあ、ヴァンデッタ。お前、この人とどんな関係なんだ？」

「うーん、関係、関係か。祖父と孫……みたいな？」

「へえ。じゃあ、あなた、金持ちのお嬢様じゃないの」

「いやいや、あくまで『みたいな』だよ。あたしも外をふらふらしてばっかだしね」

　リリエルがエイブリスと話している間に、他のメンバーがこそこそと話をする。

　そして知った、ヴァンデッタの意外なつながり。顔が広いとは知っていたが、これほどの大物とコネがあるとは。驚く仲間たちに、ヴァンデッタはなおも何かを言おうとして、

「それで、今日は何の用で来た？」

　エイブリスに話しかけられ、そちらの方を向いた。

「かしこまって、正面玄げん関かんから訪ねてきたんだ。大事な用があるんじゃろ？」

　気さくな態度で促すエイブリス。何だかんだでヴァンデッタが可か愛わいいのだろう。

　この調子なら、とんとん拍びよう子しで話が進むかもしれない。

「わしにできることなら力になろう。さっ、言ってみなさい」

　にこにこと微ほほ笑えむお爺じいちゃん。そんな彼に対し、ヴァンデッタはにっこりと笑って、

「お金貸して！」

「死ね」

　ペッ！　と吐はき出されたつばが、ぺちゃりとヴァンデッタの頰ほおにかかった。

　好こう々こう爺や然とした態度が一変、エイブリスの目は氷のように凍いてついていた。

「死ね。くたばれ。まっぱで街の外に走っていって、そのまま野たれ死ね」

「な、なんだよ。冷たいじゃないか！」

「やかましい！　お前、あれだけ口を酸すっぱくして『知人からカネを借りるな』と教えたのに、もう忘れおったか……！」

　孫というよりは、物もの乞ごいのような扱あつかいだ。

　嫌いやそうな顔を隠かくそうともせず、エイブリスはしっしっとヴァンデッタを手で払う。

「いいだろ！　あたしとあんたの仲じゃないか！」

「だからなんじゃ。仲が良かったら笑え顔がおでカネを貸すんか。んなわけないじゃろ、バーカバーカ！」

「うぐぐぐ……！」

　街の名士にしては口くち汚ぎたなく──いや、こちらが本来の性格なのかもしれない。

　エイブリスはべろべろと舌を出すと、断固として拒きよ否ひする姿勢を見せた。

　それに対し、食い下がっていたヴァンデッタは、

「……そうだよな。人からカネを借りちゃいけないよな。身内だからって、甘えちゃいけないよな」

「おっ？」

　意外にもあっさりと引き下がった。悲しげな顔をしながらも、未練がましい態度はせず、彼女は懐ふところから一枚の紙を取り出した。

「そうじゃそうじゃ。カネなんぞ借りると、ろくなことにはならんぞ……って、なんじゃそれは？」

　応接室のボードの上に置かれた古ぼけた紙。

　そこには、『おじちゃんにおかねをかしました』と記されており──。

「借用書だよ。あんたがあたしからカネを借りた証あかしだ」

「なぁっ……!?」

「あんた、十二年前はきゅうきゅうしてたよね。金山を見つけるまではいっつも腹を空すかせてた。そんなあんたを哀あわれんで、あたしはこづかいを貸してやった……ほら、覚えているだろう？　懐なつかしいよな。気を良くしたあんたは、わざわざ借用書を作って、サインや母印のことを教えてくれて……」

「うぬう!?　そ、そのようなものが！」

　手作りの借用書、おままごと道具のようなそれは、しかし、しっかりと形式に則のつとって作られたものだった。書面も利子も双そう方ほうのサインも母印もそろっている。反ほ故ごにするには、少し整い過ぎた借用書だった。

　それをひらひらとゆらしながら、ヴァンデッタはにやりと笑った。

「いやー、人生、物は取っとくもんだね。十二年も寝ねかせたら、ちょっと信じられないぐらいの額になったよ」

「あががが……!?」

　当時のエイブリスは、二日か三日で返すつもりだったのだろう。

　一日につき十割という法外の利子を決め、その下に、自信満々にサインをしていた。

「ね、ちょっと計算してみてよ。どうなる？　どうなるかな？」

「了りよう解かい。計算開始。完かん了りよう。エイブリス氏の借金の総額は──」

「おごぉぉぉぉ……！」

　果たして、示された借金額に、エイブリスの顔は蒼そう白はくになった。

「ごめん、やっぱりお金貸してじゃないね。返せだね。いやあ、うっかりうっかり」

　白々しく笑うヴァンデッタに、エイブリスはくらくらと頭をゆらした。

「コ、コタロー君！　ちょっと！」

「え、ええっ？」

「ちょっと……！」

　絶体絶命の大ピンチ。追いつめられたホテル王は、なぜか、虎太郎の手を引くと、部屋から出て行こうとした。

「連れションかい？　まあ、早く帰ってきなよ？」

　彼らの背中にかけられるにやついた声。

　エイブリスは虎太郎を連れて、足早に応接室から遠ざかっていった。




「ふ、ふう。まったく、寿じゆ命みようが縮まるわ」

　応接室から少し離れた場所、事務所らしき部屋で、エイブリスはネクタイをゆるめた。

「あいつめ、過去は捨てたと気取っておきながら、あんなものを後生大事に……」

「あ、あの……？」

　ぶつぶつとつぶやくエイブリスに、おずおずと声をかける虎太郎。

　そこでようやく気がついたというように、エイブリスはハッとした。

「おお、すまんすまん。強ごう引いんですまんかった」

「いえ、それはいいんですけど……」

　虎太郎は室内をちらりと見ると、

「どうして、俺をこんなところに？」

　ここで何かをするというわけではなさそうだ。

　だとすれば、やはり、何か話があるということだろうか。

「なに、少し、君に話があってな」

　予想は間ま違ちがっていなかった。エイブリスは虎太郎に向き合うと、あごをさすり、

「いや、頼たのみというのが正しいかもしれん」

「頼み、ですか？」

　わざわざ言い直され、身構える虎太郎。硬かたい顔をする彼に対し、エイブリスは、

「ああ、頼みだ。どうか頼む。あの子を止めてくれ」

「…………」

　おふざけではない。借金逃のがれのためでもない。

　もっと深刻な事情がある。エイブリスの真しん剣けんな表情からそう悟さとった虎太郎は、じっと彼の目を見つめ、厳おごそかに口を開いた。

「わけを聞かせてもらえませんか？」

　話も聞かずに判断できることではない。

　それはエイブリスも分かっていたのか、彼はすぐにも返事をした。

「あの子に両親がいないというのは知っておるだろう？」

「ええ」

「とうの昔に死んだと聞いたな？」

「はい」

「正確には違う。死んだのではなく、殺されたのだ。ゼノンに殺されたのよ」

「なっ……！」

　似ているようで、意味することは大きく違う。

　死んだのではなく、殺された。ゼノンに、この街の支配者に両親を殺された。

　一体、彼女の過去に何があったのか。目で問いかける虎太郎に、エイブリスは、

「あいつの親おや父じはいい男でな。開かい拓たく者の中でも群を抜ぬいて優ゆう秀しゆうで、知ち恵えがあり、リーダーシップを持ち、何より賭かけに強かった」

　昔を懐かしむように語るエイブリス。聞き入る虎太郎に、彼は続けて語る。

「あいつについていけば間違いない。あいつにならば命を賭けられる。ヤツの能力と人ひと柄がらに惚ほれ込んだ男たちがこの土地に集まってな。毎日、汗あせ水みずを垂らしながらも、みんな笑顔で働いておったよ」

「エイブリスさんも、そのひとりだったんですね？」

「ああ、そうだ。その頃ころにはもう老いかけておったし、食べるものにも困っておったけどな。不思議と充じゆう実じつ感かんがあったよ」

　昔を懐かしむように微笑むエイブリス。しかし、彼はすぐに表情を硬くした。

「だがなあ。ある日、新進気き鋭えいのリーダーが現れたのよ。金山やオアシスを嗅かぎ当て、分かりやすく利益を与あたえるリーダーがな」

「それが、もしかして……」

「ああ、ゼノンだ」

　エイブリスは、苦々しくうなずくと、

「人は弱いものでなあ。夢や希望を謳うたいながらも、カネをチラつかされるとぐらりとくる。口ではヴァンデッタの親父を褒ほめながらも、ゼノンにつく者が増えとった」

「でも、そんなことになったら……」

「当然、混乱するな。リーダーがふたりもいたら、まとまるものもまとまらん。開拓の方針を巡めぐって、あの頃はいつも言い争っていたよ」

　そこまで言い切って、エイブリスは深いため息をついた。

　そして、彼は部屋の椅い子すに腰こしを下ろすと、うなだれながら投げやりに話を続けた。

「後は簡単な話じゃな。どちらが本当のリーダーか、賭けで決めようとした。そして、その勝負に負け、ヴァンデッタの親父は追い出された」

「……誰だれも、庇かばわなかったんですか？」

「庇ったよ。負けてもなおヤツを慕したい、ついていった者はたくさんいた。他ほかの場所でやり直そうと、荒こう野やに歩き出してな。それで、三日もしないうちに魔ま物ものの群れに襲おそわれて、散り散りになったよ」

「………………」

　虎太郎は言葉もなかった。

　ゼノンは魔王だ。魔物が多く住まう新大陸でも、問題なく過ごすことができる。

　それどころか、配下の魔物を操あやつって金山やオアシスを探したり、邪じや魔ま者ものを始末させることもできる。事実、そうやってヴァンデッタの両親を排はい除じよしたのだろう。あくまで偶ぐう然ぜんを装よそおって、敗者の末路を際きわ立だたせ──。

「出来過ぎじゃろ？」

　考え込む虎太郎に、エイブリスは笑いかけた。

「わしらもバカじゃあない。ゼノンのヤツめが手を回しておることは気づいておったよ」

　魔物の襲しゆう撃げきに遭あった時、それを確信したのだろう。

　エイブリスのゆるんだ胸むな元もと、シャツの隙すき間まには、爪つめでえぐられたような跡あとがあった。

「だがなあ、ゼノンはよく働いたよ。開拓者のために動き、知恵を絞しぼり、たった十年でこれほどの街を築いたのよ。そこに噓うそはなかった」

　椅子の肘ひじ掛かけを撫なでながら、エイブリスはつぶやいた。

　この豊かさがゼノンの成果だ。それをもたらしたゼノンは、素す性じようや過程がどうあれ、正しくゼノベガスのリーダーだ。

「……でも、納なつ得とくしない者もいた。復ふく讐しゆうを誓ちかう者がいた」

「まあ……そういうことだな。名を変え、過去を捨て、妙みように擦すれてひねくれて……あの子もすっかり、変わってしまった……」

　寂さびしそうな顔をするのは、それだけ昔が良かったからか。

　しんみりとしたエイブリスは、それを隠かくすように笑い、虎太郎に頭を下げた。

「と、いうわけでだ。父親と同じ道を歩ませたくないからな。どうにか言って、あの子を止めてくれんか？」

　事情は分かった。思おも惑わくも理解できた。

　しかし、虎太郎には虎太郎の事情がある。魔王を倒たおすという使命がある。

　どうしても助力を得たい虎太郎は、エイブリスに食い下がる。

「でも、こっちにはリリィちゃんがいます。彼女が戦えば……」

「あの子の能力は、あれじゃろ？　当たり目が分かる力なんじゃろ？」

「いぃっ!?　な、なんで分かったんですか……？」

「あからさまじゃったからなあ……それに、顔にも出やすかった。あれなら、コタロー君たちが手を出さずとも、そのうち誰かに倒されとったよ」

「は、はあ」

　さすが、一流の勝負師は格が違った。

　わずかな手合わせでリリエルの能力を看破した。それがあると分かったうえで、倒すことができると暗に語った。

　しかし、そのエイブリスをもってして、強いと言わしめるのが──。

　ゼノンという男だった。

「じゃが、ゼノンは違う。あやつの力は対策できるもんじゃない」

「どういうことですか？　力って、どんな力なんですか？」

「平たく言えば、絶対に勝つ力だ。不利だろうがなんだろうが、イカサマされようがされまいが、最終的にはあやつが勝つ」

「な、なんですか、それ？　そんなのあるんですか？」

「あるんじゃなあ。あやつは勝利の女め神がみに愛されとる。そんな風に言う者もおるよ」

　魔法でも使っているのだろうか。

　いや、魔法の気配を鋭えい敏びんに嗅ぎ取るネイティブがいるため、それはない。

　全員グルだという可能性もあるが──ネイティブの血を引くヴァンデッタが反応しないなら、その線も薄うすい。

　フランセーズの魔王が武力を求めたように、ゼノンもまた、何かしらの能力を鍛きたえ上げたのか。たとえば、冴さえ渡わたる直感をもって、出目の良し悪あしを判別し──それでは導きの力の下位互ご換かんだ。絶対的な力には遠く及およばない。

「じゃあ、エイブリスさんが挑いどんだとしても」

「負けるなあ。それが分かっとるから、こうして二位に甘んじておるのだよ」

　ホテル王ほどの勝負師をして、ここまで言わせるとは──。

　勢いや時の運ではゼノンに勝てない。彼の力の秘密を解き明かし、その上で挑まなければ勝利はない。

　しかし、その力がどういったものなのか、まったく見当がつかない。

　黙だまり込んだ虎太郎に、エイブリスは肩かたに手を置き、もう一度こう言った。

「な？　分かったじゃろ？　君からもあの子に、諦あきらめるよう……」




「いいや、諦めないよ」




　追いかけてきたのだろう。

　部屋の入り口にはヴァンデッタが立っていて、彼女は強い光を目に宿していた。

「ゼノンは倒す。必ず倒す。あたしとあいつのけじめをつける」

「ヤケになるな！　お前も分かっていたから、十年も様子見で……」

「そうさ。何もできなかった。でも、なんとなく分かるんだ。こいつらは違う。こいつらとならできるって。上手うまく言えないけど、そんな気がするんだ」

「ネイティブの直感とやらか」

「ああ、そうさ」

「そんなもの、当てになるか」

「なるね。だからこそ、こうして十年、生きてきた」

　にらみ合い、バチバチと火花を散らすヴァンデッタとエイブリス。

　互たがいにゆずれないものがある。守るべき信条と考えがある。だからこそ、これは平行線になる。これまでと同じように、言い争うだけ──に、思われたが。

「……分かった」

「いいや、分かってないね！」

「「………………って、えっ!?」」

　ヴァンデッタと虎太郎が、ギョッとしてエイブリスを見た。

　今、彼は何と言った？　分かった？　何が分かったというのだろうか。

「え、どういうこと？　お金、出してくれるってこと？」

「そういうこと。後ろ盾だてにもなっちゃるよ」

「はあああああっ!?　あんだけ渋しぶってたのに、どういうことなのさ？」

　啞あ然ぜんとするヴァンデッタの前で、エイブリスはコキコキと首を鳴らした。

　そして、フッと鼻息を吐はいたかと思うと、辟へき易えきしたような顔を見せた。

「わしもいい加減、ゼノンの機き嫌げんうかがいは飽あきた。あやつとは趣しゆ味みも合わんし、あやつ好みのホテルを建てるのも、もううんざりじゃ。これまでずっと我が慢まんしておったが……お前の言うとおり、いい機会なのかもしれん」

　本音を吐き出したことでせいせいしたのか、エイブリスは軽い調子で、

「それに、この子が普ふ通つうじゃないのはわしにも分かるしな。ツルハシ一本でグランワームを屠ほふったそうじゃし」

「いや、そんな……」

「えらいマニアックな衣い装しようを考えとったし」

「そっちは忘れていただけません？」

　そこを指してただ者ではないと言われるのは、甚はなはだ遺い憾かんであった。

　極きわめて真しん剣けんに迫せまる虎太郎を笑ってかわし、エイブリスは、

「ただし、条件がある」

「条件？」

「当たり前と言えば当たり前なんじゃが、ゼノンの力の秘密を暴あばく。これだけじゃよ」

「「ああ……」」

　結局はそこに行き着くのか。まあ、策もなしに突とつ撃げき、玉ぎよく砕さいを許してくれるはずがない。

　当然、虎太郎たちもそんなことをするつもりはなかったが──かなりの難問であった。

「力の秘密ったってなー……なあ、コタロー。勇者パワーでなんか分からないの？」

「勇者を何だと思ってるんだ」

「でも、経験豊富なんでしょ？」

「ほう、コタロー君は経験豊富じゃったか」

「言い方！　言い方ぁ!!」

　下ネタを混ぜなければ死んでしまう病にでもかかっているのだろうか。

　開かい拓たく者というのは性にも奔ほん放ぽうだと思いながら、虎太郎は額に手を当てて、

「でも、まあ、魔王のことなら詳くわしいですよ。これまで何度も戦ってきましたし、どれも一ひと癖くせも二癖もあるやつばかりでしたから」

「へー、たとえば？」

「倒したと思ったら『この私に本当の力を出させるとはな』とか言って復活して、それも倒したら『触ふれてはならぬ領域に触れたな』とか言って復活して、それも倒したら『いいだろう、お前を強者と認めよう』とか言って復活して……それが五十回ぐらい続いたとか」

「マジか」

「魔王、めんどくさいな」

　イメージとのギャップに驚おどろくヴァンデッタとエイブリス。

　そう、魔王はとかく面めん倒どう臭くさいのだ。いずれもおかしな能力を持っている。

　そのことを苦笑い混じりに思い出しながら、虎太郎は別の例を出して、

「他ほかにも、斬きれば斬るほど増ぞう殖しよくしたり、小国ひとつを丸々迷めい宮きゆうに変えたり……」

　そこでふと、思い当たることがあった。

「ん？　どうしたんだ？」

　何やら難しい顔で考え始めた虎太郎に、ヴァンデッタが声をかける。

　しかし、それに返事をせず、代わりに彼はエイブリスに話しかけた。

「先ほど、ゼノン好みのホテルを、って言ってましたよね？　街のデザインってゼノンが考えてるんですか？」

「そうじゃけど……それがどうした？」

「もしかしてですけど、ヴァンデッタのお父さんと勝負する時、ゼノンは場所を指定したんじゃないですか？」

「あ、ああ。よく分かったな。確かに、みんなに見えるようにと、わざわざ広場に台を用意して……」

　それを聞けただけで、虎太郎は十分だった。

　これまでの経験。魔ま王おうに関する知識。そして、この街で見聞きしたことが、ジグソーパズルのように組み上がっていく。

　ゼノンは一体、何を頼たのみにしているのか。何を根こん拠きよに、どのような力を使っているのか。それが今の虎太郎には、手に取るように分かった。

「エイブリスさん。後ろ盾になってくれる、とも言いましたよね？」

「あ、ああ。言ったが……暴ぼう力りよく沙ざ汰たはいかんぞ!?」

「暴力ではないんですが……」

　ひとりで何やら納なつ得とくしている虎太郎を、あわてて止めようとするエイブリス。

　しかし、虎太郎はご老人を安心させるように微ほほ笑えむと、

「ゼノンは、火力で攻こう略りやくします」

　やはり、物ぶつ騒そうなことを言うのであった。
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　正直なところ──。

　ゼノンは飽いていた。

　ここ数年。いや、この街が今の形になってから、もうずっと飽き飽きしていた。

　なぜなら、もう負けることがないからだ。ことギャンブルに関しては、もしかすると戦せん闘とうでさえ、今のゼノンが敗北することはない。それが分かり切っているからこそ、勝負というものに魅み力りよくを感じなくなった。

　だが、それで良かった。絶対不敗の状じよう況きようを作り出すことこそ、長年の悲願だった。そのために何百年も研究を続け、何度も失敗を繰くり返し、こうして成功に漕こぎ着けたのだ。今、こうしていることこそ、ゼノンの理想の姿なのだ。

　それでも、倦けん怠たい感が拭ぬぐえないのは──やはり、生活に張り合いがないからだ。

　これなら、まだ荒こう野やを開かい墾こんしていた頃ころの方が良かった。入念に準備を重ね、策を張り巡めぐらせていた頃の方が──。

「……あんた、寝ねてるのかい？」

　不意に、声をかけられ、ゼノンは胡う乱ろんな目をそちらに向けた。

「勝負なんだよ？　全部賭かけた真剣勝負だ！」

「ああ……」

　そういえば、そうだった気がする。何をどう勘かん違ちがいしたのか、ナンバー２が反旗を翻ひるがえし、昔のリーダーの娘むすめとやらを担かつぎ上げてきた。勝てるわけがないのに、やれ復ふく讐しゆうだの、父さんのことを覚えているかだのと、ムダにいきり立っていた。

（父さん……？　はて）

　そういえば、そんなのがいたような。

　ああ、そうだ。勝負らしい勝負はあれが最後だった。名前は忘れてしまったけれど、あの興奮は覚えている。

　もっともそれは、策が上手くいったという興奮だったのだが──。

「ほら、あんたの番だよ、太っちょ」

　ヴァンダッタ──バンデット？　的な名前の少女が、ダイスを振ふっていた。

　ゲームは定番、スリースターズだ。ああ、ああ、そうだ。思い出した。あの子の父親とやったのも、スリースターズだった。懐なつかしい。

「あんたも星か」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして、少女もダイスを振った。星だ。ふたつ目の星だ。

　父親と同じく、なかなかの腕うでと運を持っているじゃないか。それでも、まあ──。

「また星……！」

　当然、こうなる。やる前から分かっていたことだ。今の自分は、負けようと思っても負けることができない。相手がいくらあがこうが、粘ねばろうが、それはすべてムダなのだ。

「スリースターズ！」

「スリースターズ」

「くっ……！」

　ほら、やっぱりこうなる。自分に勝てる者がいるはずがない。

（天使が出てきた時は驚いたが……）

　あれは不完全な力しかなかった。少し見ただけで、自分のそれに大きく劣おとることが分かった。あんなものに負けるほど、自分の力は柔やわではない。

「今度も星だ。幸さい先さきがいいね」

　消化試合はまだ続くようだ。相手はなかなかの勝負師だが、今となってはもう、相手をするのも面倒臭いだけだ──。

「……ところで」

「んー……？」

　二回戦、一度目のダイスを振ろうとしたところで、少女が話しかけてきた。

「あたし、あんたの力の秘密を知ってるんだ」

「……へー」

　ゆさぶりをかけているのだろうか。勝負師の常じよう套とう手段というやつだ。無視してもいいが、ヒマ潰しにつき合うのも悪くない。

「それで？　どうするっての？」

「壊こわす。あんたの力の源を、全部壊してやる」

「ほー」

　偶ぐう然ぜんというものは恐おそろしいものだ。微び妙みように真実にかすっている。

　ただ、これぐらいのことは、今まで何度もあった。今回のこれも、ただのたわ言──。

「これから十秒後に、あんたのすべてが崩くずれ去る。覚かく悟ごしな」

　おかしい。何をするつもりなのか。まさか、腰こしの銃じゆうで撃うち殺そうというのか。

　そんなもので死ぬはずはないが、あの言い回し、どうにも気になる。

「５、４、３……」

　指折り数えてのテンカウント。２、１と続き──うん、やっぱり何も──。




「ッッッッッッッッ!?」




　次の瞬しゆん間かん、尋じん常じようならざる悪お寒かんがゼノンを貫つらぬいた。

　次いで訪おとずれる圧あつ倒とう的な喪そう失しつ感かん。体中に穴が開き、そこからすべてが洩もれ出す感覚。

「何を……何をしたぁ!?」

「おや、ようやく目が覚めたみたいだね」

　目を見開き、勢いよく立ち上がったゼノンに、ヴァンデッタはにやつきながら答えた。

「言ったじゃないか。全部壊すって」

「まさか……!?」

　あわてて窓に駆かけ寄るゼノン。彼はそこで、信じがたいものを目にした。

「街が……私の街が!!」

　ない。なくなっている。六割方の建造物が消しよう滅めつし、代わりにあちこちで、もうもうと煙けむりが立ち上っている。

「あああああああっ!?」

　またひとつ、ホテルが消滅した。天から降り注いだ光に吞のみ込まれ、あっけなく砕くだけ、溶とけ、街から消えてしまった。すると、またゼノンの喪失感は強くなり──。

『追加で許可が下りた建物を狙そ撃げきしました』

「あいよ。ご苦労さん」

『そちらの様子はどうですか？』

「あー、効いてる効いてる。やっこさん、慌ててるよ」

　ゼノンが振り返ると、ヴァンデッタがマイクを使って、誰だれかしらと話をしていた。

「だ、誰だ？　誰が、誰、なんで……」

「これ？　ああ、なんか、プリムって子。今、空の上にいるんだって」

「はあっ!?」

　通信相手は、高高度を飛行するプリムローズだった。

「サーチ。範はん囲い拡大。不ふ審しんな建築物を発見。プラズマライフル、発射」

　背部と脚きやく部ぶには飛行ユニット。頭には狙撃用スコープ。腕には高出力エネルギー兵器を装備したプリムローズは、淡たん々たんと、ただ淡々とそれらしきものを破は壊かいしていた。

『むむむ……プリムちゃん！　東の方に何かありそうです！』

「了りよう解かい」

　リリエルから通信が入り、プリムローズはまた、地上に光線を放った。

　これだけ高いと、新大陸がよく見える。不審なものもまた──。

「すごいよねー。どうやってんだろ？　あんた、分かる？」

「ああ、あああ……！」

「ダメだこりゃ」
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　ケラケラと笑うヴァンデッタ。廃はい墟きよと化した街を呆ぼう然ぜんと見下ろすゼノン。

　彼は、どうにか意識をつなぎ止めると、震ふるえる声で少女にたずねた。

「知って……いたのか……？」

「んー。風水ってやつでしょ？　ずるいよねー、ほんとにずるい」

「………………!!」

　図星だった。力の秘密を見み抜ぬかれていた。

「幸運を引き寄せるために、あれこれ置いて回ったんだろ？　この街どころか、大陸中に。まったく、ご苦労なことだよ」

　数百年の成果が、自分だけの神秘が、次々と暴あばかれていく。

　築き上げてきたものが、用意してきたものが、文字通り崩れ去っていく。

「許されない……許されるはずがない……」

「誰が？　誰に？」

「お前がだっ！　お前が！　街の！　住人に!!」

　とうとう怒ど声せいを張り上げたゼノン。しかし、ヴァンデッタはあくまで飄ひよう々ひようと、

「許してくれたよ。賛成してくれた。みんな、一度リセットしようって」

「なっ……!?」

　ゼノンは絶句した。

　あり得ない。そんなはずがない。だって人間たちは、あんなに欲におぼれて──。

「本当はみんな、ずっと思ってたんだね。ここはあたしたちが夢見た街じゃないって」

　少し悲しげな顔をして、ヴァンデッタも街を見下ろした。

　その目には歪いびつに発展し、それでも栄えい華がを極きわめたゼノベガスが映っていた。

「だからさ、もうパーッと壊して、一からやり直そうってさ！」

　幻げん影えいを振り払はらうかのように、明るい笑え顔がおを見せるヴァンデッタ。

　しかし、ゼノンは到とう底てい納なつ得とくできない。

「だからといって……！」

「無理やり壊したわけじゃないよ。ちゃんとみんな避ひ難なんして、瓦が礫れきや熱もシスターが結界で防いでくれてる。極めてスマートに物事を進めたんだ、うんうん」

「私は許可していない!!」

「だから、あんたの建物は残ってるじゃん」

「……………………!!」

　その通りだった。いくつかのホテルと置物、看板などはすべて残っている。

　しかし、それは全盛期の頃に比べると、まったくもって頼たよりなかった。街から多くのものが消え、大陸中に設置した要かなめ石いしも消えた今、風水はまったく機能していない。むしろ、この状じよう況きよう下では、かえって不運を招くかも──。

「おのれぇぇぇぇぇ!!」

　逆上したゼノンは、遂ついにヴァンデッタに襲おそいかかった。今後、どうなろうとも、この娘だけは生かしておけない。ここでくびり殺し、この鬱うつ憤ぷんを少しでも晴らしてくれる。

　そう考えての行動だったが、

「そこまでだ」

「貴様は……!!」

　風のような速さで駆けつけた少年、勇者虎太郎に、その目もく論ろ見みは阻そ止しされた。

「ゆっくりと下がれ。ここでは暴力はご法度はつとなんだろう？」

「うう、うウウ、ウウウウウ……！」

　猛もう獣じゆうのようなうなり声を上げながらも、ゼノンは言われたとおりに後ろへ下がった。

　話には聞いていた。体を鍛きたえてばかりの兄を、強さだけは一流だった魔ま王おうの一人を、あっさりと屠ほふってしまった黒くろ髪かみの勇者。本当は彼のような存在を退けるため、暴力禁止の風潮を作り、『風水大陸』構想を進めてきたというのに。

　すべてを失った今となっては、そのどれもが虚むなしいものだった。

「しかし、見事だった。ここまで陣じん地ち構築に長たけた魔王を、俺は知らない。毒の沼ぬま地ちも、厚い城じよう壁へきも、無数のトラップも何もなく……幸運だけで敵を退けるとはな」

　それは、虎太郎の偽いつわらざる本心だった。

　まさか、大陸すべてが魔王城、すなわち、魔王の有利に働く場所だとは思わなかった。

　最大級の規模、大きさの中に隠かくされた仕組みに、虎太郎は素す直なおに感心していた。

「かつて知り合った仙せん人にんにも、これほどの風水使いはいなかった……だが、もう何も残っていない。要点はすべて潰した。お前を守るものは、もう何もない」

「違ちがうよ、コタロー。違う違う」

「えっ？」

　言い切った虎太郎に、ヴァンデッタが笑いながら補足した。

「まだ腕うでがあるじゃないか！　賭かけの腕がさ。あたしたち開かい拓たく者は、これを頼たのみに生きてきたんだ」

　誇ほこらしげに腕を叩たたいてみせるヴァンデッタ。

　彼女の全身には、開拓者としての誇りが満ちていた。

　未知なる荒こう野やへと歩き出し、より良い未来をつかむ生き方。両親から、そして、先人から伝わる誇りが、ヴァンデッタの中で光り輝かがやいていた。

「もちろん、あんたもそうだよね？」

　違う。お前は違う。イカサマで開拓者のふりをしていた偽にせ者ものだ。

　もしもそうでないと言うのなら、ここで未来を切り拓ひらいてみせろ。

　ヴァンデッタはそう言っている。彼女の目が、星のように煌きらめく目が、自分の正しさを証明してみせろとゼノンに告げる。

「う、う、うう」

　圧されるように、ブルブルと震える手で、ゼノンはダイスをつかみ上げた。

「はぁ、はぁ、はぁ……！」

　やれる。勝てる。自分ならできる。そう願いながら、その実、半ば諦あきらめながら、ゼノンは幸運の星を引き寄せようとした。

「うう、ううううう……!!」

　しかし、これまでに幸運任せでギャンブルをしてきたゼノンが──。

　実力でヴァンデッタに勝てる道理など、どこにもなかった。
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　狂きよう乱らんの時代は終わりを告げた。

　混こん沌とんの都市は荒野の風に巻かれて消えた。

　残っているのは、いくつかの建物と、瓦礫を撤てつ去きよする開拓者たち。

　彼らはニューワールドの『次』に向けて、早くも精力的に動いている。元の道へと立ち戻もどり、今度こそ、自分たちの街を作ろうと頑がん張ばっている。

　そんな開拓者たちの姿を、ぼんやりと眺ながめていたヴァンデッタは、

「ここにいたのか」

　横から声をかけられ、顔だけをそちらに向けた。

「捜さがしたぞ。こんな朝から何をしてたんだ？」

　見るまでもなく、そこにいたのは虎こ太た郎ろうだった。

　彼は酒場の軒のき先さき、ヴァンデッタの隣となりに並びながら、ふうと軽く息をつく。

「やっぱり、気が抜ぬけたのか？　親おや父じさんの仇かたきが討うてて」

「まあ、それは……あるだろうね……」

　視線を道の方へと戻し、ヴァンデッタはぼんやりと答える。

「でも、正直、よく分からないな。なんか、ふわふわしてる……」

「なるほどな……」

　虎太郎はうなずくと、ヴァンデッタに倣ならい、酒場の壁かべに背をあずけた。

　そのままふたりは、しばらくの間、復興が進む街を見ていて──。

「あんたはこれからどうするんだ？」

　ぽつりと、ヴァンデッタがつぶやいた。

「ゼノンを倒たおしたってことは、もう行くのか？」

「ああ、そうだな……そうなるな」

　首しゆ肯こうする虎太郎。

　魔王を討とう伐ばつした今、彼がこの街に長居する理由はない。

「出発はいつになるんだ？　しばらくはここにいるのか？」

「いや、今日にも発たとうと思ってる」

「ずいぶん急な話だな。昨日の今日だってのに」

「まだ魔王は残ってるからな。早く次の場所に行かなくちゃいけない」

「そうか……そうだよな」

　そう、ヴァンデッタの復ふく讐しゆうは果たされたが、勇者一行は旅の途と中ちゆうである。

　他ほかの魔王は未いまだ健在で、アイリスガーデンから危機は去っていない。勇者の使命は未だ果たされず、救いを求める者がどこかで待っている。そのことを思えば、無理に引き止めることはできない。できはしないのだが──。

「でも、一日ぐらいはいいんじゃないか？　ほ、ほら。酒もまだあるし」

　自分でも不思議に思うほど、ヴァンデッタは別れを惜おしんでいた。

　寂さびしいのだろうか。せっかくできた友人が、急にいなくなることが寂しいのか。

　それとも、復讐を遂とげたことで、胸にぽっかり穴が開いてしまったのか。それを埋うめるために、人とのつながりを求めているのだろうか。

「少しぐらいなら……ね？　ここでちょっと休んでいきなよ」

　孤こ独どく感と寂せき寥りよう感。それらがない交ぜになって、どうにも挙動がおかしくなる。

　そんなヴァンデッタに対し、虎太郎は、

「分かった」

　と、迷うことなくうなずいた。

「えっ？　ほ、ほんとに？」

　これにはヴァンデッタもびっくりした。

　まさか了りよう承しようが得られるとは思わなかった。真面目まじめな勇者様のことだ、てっきり、すぐにも去ってしまうのかと。その予想がいい意味で裏切られたことで、彼女の顔は、自然とほころんでいき、

「ただし、賭けで決めよう」

「ええ？」

　すぐにも、怪け訝げんそうに歪ゆがめられた。

「ゼノンの街はなくなったけど、ここがニューワールドってことには変わりない。なら、最後までその流りゆう儀ぎに則のつとろうじゃないか」

　いかにも真面目そうな虎太郎の言だ。

　出て行くなら出て行くで、好きにすればいいものを──。

　しかし、そんな律りち儀ぎなやり方を、ヴァンデッタは好ましく思っていた。

　ただ通り過ぎるのではなく、しっかり自分たちを見て、知ってくれたことが、何やら無む性しように嬉うれしかった。

「いいよ。じゃあ、どうする？　何で決める？」

「コイントスはどうだ？」

「よしきた」

　すっかりいつもの調子を取り戻し、不敵に笑いながらコインを取り出すヴァンデッタ。ゼノンが決めたチップではない。昔、開拓者たちが使っていたニューワールドの硬こう貨か。この勝負に使うのはこれしかない。

　彼女は少しだけコインを手遊びし、虎太郎に顔を向けた。

「どっちに賭ける？」

「表だ。俺は表に賭ける」

「いいね、あんたらしくて」

　ヴァンデッタは愉ゆ快かいそうに口笛を吹ふくと、

「じゃあ、あたしは裏だ」

　親指でコインを弾はじき、その軌き跡せきを目で追った。

（なんか……あっという間だったな……）

　高い音を立てて、コインが宙を舞まう。

　その音を聞きながら、ヴァンデッタはこれまでのことを思い出す。

（母さんが死んで……父さんが死んで……復讐を誓ちかって……）

　幸せだったころ。両親が健在だったころ。

　そして、ゼノンが現れて、すべてが変わってしまった日のことを。

　復讐のために生きてきた、この十年間。本当に、本当に色々なことがあった。

　その復讐さえも諦めかけ、でも、どうしても諦め切れなかった日々の中で──。

　ふらりと現れた少年が、すべてを変えてしまった。あんなにもあっさりと、復讐を遂げる道筋を示してくれた。

　暗あん鬱うつとした人生に、一筋の光を与あたえてくれた──。

「……ンデッタ？　ヴァンデッタ？」

「……おっと」

　物思いに耽ふけっているうちに、どうやら勝負は決まっていたようだ。

　キャッチされなかったコインは、酒場の軒先に転がって、床ゆか板いたの上で止まっていた。

　向けているのはもちろん、表の面。なんとなくではあるが、こうなるのではないかという予感はしていた。

「俺の勝ちだな」

「ああ、あんたの勝ちだ」

　それでいいとヴァンデッタは思った。

　このコイントスは、別れの儀ぎ式しきであり、過去との決別でもあった。

　踏ふん切りのつかない自分に対し、虎太郎が持ちかけてくれたものだと──。

　だから、もう勝ち負けなど関係なかった。勝っても負けても、気持ちよく勇者一行と別れられると思った。

　今、ヴァンデッタの心の中には、爽さわやかな風が吹いて──。

「よーし、じゃあ、俺の言うことを聞いてもらおうか」

「って、ええっ!?」

　やたら清すが々すがしい気持ちに浸ひたっていたところで、ガツンと正気に戻された。

「いやいやいや……ど、どういうこと？」

「ん？　だって、賭かけだろ？　勝ったからには、何か対価をもらわないと」

「ぐっ……ま、まあ、確かにそうだけどさ」

　正論だ。ことこの大陸、開かい拓たく者の間においては、賭けは絶対かつ神聖なものだ。

　しかし、それを虎太郎が逆手に取るとは──ずいぶんと馴な染じんだものだと、ヴァンデッタは呆あきれ半分、感心半分のため息をついた。

「いいよ。あたしも女だ！　さあ、何でも言ってみな！」

　腹をくくって、胸を張るヴァンデッタ。

　基本的には無欲な虎太郎のことだ。変なことは言われないとは思うが、人は見かけによらないとも言う。

「分かった。それじゃ……」

　酒か？　女か？

　それとも次の国へ向かうための、軍資金でも調達するつもりか。

　まあ、でも、相手は恩人だ。それぐらいのものは、望まれなくても、

「本当の名前を教えてもらおうか」

「…………………………は？」

　心も体も停止した。

　思ってもみなかった言葉が出てきて、ヴァンデッタはその場で固まってしまった。

「まままま待て。どうしてあんたが、それを、なんで」

「エイブリスさんから教えてもらった」

「あのクソじじいぃぃぃ……!!」

　持ち前のたくましさで、すぐにも動き出したヴァンデッタ。

　彼女は裏切り者の名前を聞き、ギュウと拳こぶしを握にぎり締しめ、

「くっ……ああ、そうだよ。ヴァンデッタってのは偽ぎ名めいだよ。でも、そこまで知ってるんなら、もうこれ以上は」

「やたら可か愛わいい名前だから、ぜひ、聞き出せって」

「エイブリスゥゥゥ……!!」

　ますます拳を固く握るヴァンデッタ。

　彼女の革かわ手て袋ぶくろはパンパンに張って、今にも弾け飛びそうだ。

「い、いや、でも、もうさよならだしさ、今さら名前なんて」

「さよならだからだよ。本名も知らずに別れるのはイヤだな」

「ぐむっ……！」

　確かに、虎太郎の言うとおりだ。

　本当の名前を伝えず、最後まで偽名というのはいかがなものか。

　ゼノンは倒たおしたのだから、いつまでも復讐者の名前でいるのは──。

　ああ、しかし──。

「ええい、分かった！　分かったよ！　言うよ！」

「おお！」

「でも、いいか？　絶対に笑うなよ？　ぜっっったいに、笑うなよ!?」

「あ、ああ」

　恥はずかしさより恩が勝った。ここで伝えなければ、いつか後こう悔かいするとも思った。

　だから、ヴァンデッタは意を決して虎太郎に向き合った。喧けん嘩かを売るように彼をにらみつけ、何度か深呼吸をして、そして、

「よし、言うぞ！　あ、あたしの本当の名前は……」

　ごくり、と虎太郎がつばを飲み込んだ。

　彼が緊きん張ちようの眼まな差ざしで見守る中、ヴァンデッタはぷるぷると震ふるえながら──。




「ポエム、だ」




「は？」

「だから、ポエム！　ポエム・ベル！　あたしの名前!!」

「ポエム！　ポエム・ベル！」

「そうだよ!!」

「やたら可愛いな！」

「ああああああああああっ!!」

　火がついたように真っ赤になったヴァンデッタ──。

　いや、ポエムちゃんは、頭をかきむしりながらぶんぶんと振ふった。

「くそっ！　これだから言いたくなかったんだよ!!」

「いやあ、いい名前だと思うぞ。なんてったって可愛い」

「うるさいっ!!」

　腹いせに虎太郎の腹をドスドスと殴なぐるポエムちゃん。

　それさえ涼すずしい顔をして受け止める虎太郎は、微ほほ笑えましげな気持ちのまま、

「いや、でも、いいと思うぞ。ヴァンデッタよりはずっといい」

「え？」

　急に真面目な態度で言われ、ヴァンデッタはぴたりと動きを止めた。

　そこに、虎太郎は言い聞かせるように、こう続ける。

「もう復ふく讐しゆうは終わったんだ。これからはポエムに戻もどって、ポエムとしての人生を歩むべきだと思う。この街みたいにさ」

「あ……」

　虎太郎が指差す先には、瓦が礫れきを片づけている開拓者たちがいた。

　歪ゆがんで発展したこの街を壊こわし、そこから再スタートをしようという者たち。

　彼らのように、ヴァンデッタもまた、やり直すべきだと彼は言っているのだ。

　それこそ、十年も親しんだ名前を捨て去って──。

「リリィちゃんから聞いたんだけど、昔のニューワールドは、神様も期待していた場所なんだって。可能性があって、それを腐くさらせない情熱がある国だって」

「そんなことを……」

「それが正しく成長した姿を、いつか俺も見てみたい。大きくなったニューワールドを、いつかじっくり巡めぐってみたい。そして、そこで会いたいのは、やっぱり復ヴア讐ンデ者ツタじゃなくて……」

　ポエム・ベルというわけだ。

　彼の言わんとすることを理解し、また、いつか訪おとずれる未来を想おもったヴァンデッタは、フッと笑ってカウボーイハットを脱ぬいだ。

「じゃあ、まずはもっと女らしい格好をしないとな」

「それはそれで似合ってるけどな」

「言ってろ。あんたがびっくりするぐらいいい女になってやる」

　癖くせのある赤毛を両手でかき上げ、にっこりと笑うヴァンデッタ。

　その仕草、その表情に、虎太郎は思わずドキッとしたが──。

　近い未来での再会を楽しみにし、それは伝えずに、胸の中へとしまい込んだ。
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「それじゃ、俺はそろそろ行くよ」

「ああ。お互たがい、頑がん張ばろうな」

「ああ、ヴァンデッタ。いつかポエムとして……」

「うん。また会おう」

　彼らの別れに湿っぽさは似合わない。

　最後は青空のような爽やかさで、ふたりはその場を後にした。




　こうして、荒こう野やに吹ふいた一いち陣じんの風、勇者虎太郎は去っていった。

　振り向くことなく、しかし、再会の約束を胸に、力強く荒野を進んでいった。

　この先、彼を待ち受けるのは、一体、いかなる困難か。ヴァンデッタには、それは分からなかったが、

「あいつなら大だい丈じよう夫ぶだ」

　それだけは、自信を持ってうなずくことができた。




　復讐劇は幕を閉じ、ニューワールドの未来が拓ひらく。

　復讐者は少女に戻り、人々は正道へ立ち戻る。

　やがて再会する未来を想いながら、ヴァンデッタは開拓者たちの中へと消えていき、

「って、勇者さまーっ!?　ど、どこに行ってるんですかーっ!?」

「そちらには荒野しかありませんが」

「あっ、ダメです！　なんか、いい気分に浸っています！」

「はあ……カッコつけるのもいい加減にしなさいよね」




「大丈夫かなあ……」

　直後に巻き起こったドタバタに、若じやつ干かんの不安を覚えたが──。

　それでも、ヴァンデッタの顔には、険のない笑えみが浮うかんでいた。







あとがき







　勇ゆう者しや一いつ行こうぶらり旅たび、賭と博ばくと遊びの第二巻、いかがでしたでしょうか？

　書いている側としてはダークリリエルの言動が楽しかったのですが、書きながら「うわぁ、こいつ、不快に思われるだろうなあ……」とは薄うっすら思っておりました（苦笑）

　遊びや博ばく打ち、酒の類たぐいは恐おそろしい──とはいえ、節度を守ればどれも良いものです。みなさまもほどほどに、でも、たまに羽目を外しながら、楽しんでみてはどうでしょう。

　さて、末筆ではございますが、担当編集Ｏさん、イラストレーターのホロすけさん。その他、この本の製作に携たずさわったすべての方々へ、心より感謝申し上げます。

　もちろん、この本を手に取ってくださったあなたにも感謝を。次も楽しんでいただけるよう、頑がん張ばりますね。

　それでは、三巻でお会いしましょう。ではでは。
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